
- 1 - 

平成２２年第３回定例会 

             四 万 十 町 議 会 会 議 録 

             平成２２年９月２８日（火曜日） 

                             

             議  事  日  程（第５号） 

第 １ 議案第５１号 平成２２年度四万十町一般会計補正予算（第２号） 

第 ２ 議案第５２号 平成２２年度四万十町国民健康保険事業特別会計補正予算（第１

           号） 

第 ３ 議案第５３号 平成２２年度四万十町国民健康保険大正診療所特別会計補正予算

           （第２号） 

第 ４ 議案第５４号 平成２２年度四万十町国民健康保険十和診療所特別会計補正予算

           （第１号） 

第 ５ 議案第５５号 平成２２年度四万十町老人保健医療事業特別会計補正予算（第１

           号） 

第 ６ 議案第５６号 平成２２年度四万十町後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第

           １号） 

第 ７ 議案第５７号 平成２２年度四万十町介護保険事業特別会計補正予算（第１号） 

第 ８ 議案第５８号 平成２２年度四万十町簡易水道事業特別会計補正予算（第２号） 

第 ９ 議案第５９号 平成２２年度四万十町農業集落排水事業特別会計補正予算（第１

           号） 

第１０ 議案第６０号 平成２２年度四万十町下水道事業特別会計補正予算（第１号） 

第１１ 議案第６１号 平成２１年度四万十町水道事業欠損金の処理について 

第１２ 認定第 １号 平成２１年度四万十町各会計歳入歳出決算の認定について 

第１３ 発議第 ９号 四万十町議会決算特別委員会の設置について 

第１４ 四万十町議会決算特別委員会委員の選任について 

第１５ 四万十町議会家地川ダム調査特別委員会の最終報告について 

第１６ 発議第１０号 四万十川の再生と保全に関する決議について 

第１７ 発議第１１号 「家地川ダム」の分水中止を求める決議について 

第１８ 行政報告 

第１９ 陳情第２２－２２号 陳情書 
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第２０ 陳情第２２－１８号 残土捨場跡地の整備についての陳情書 

第２１ 陳情第２２－２５号 水辺の児童公園整備に関する要望書 

第２２ 陳情第２２－１２号 町道の認定等の要望書 

第２３ 陳情第２２－１７号 町道の認定の要望書 

第２４ 陳情第２２－２４号 町道舗装について要望書 

第２５ 発議第１２号 四万十町選挙公報発行条例の制定について 

第２６ 発議第１３号 議員派遣の件について 

第２７ 閉会中の継続審査・調査申し出について 

             ～～～～～～～～～～～～～～～ 

            本日の会議に付した事件 

日程第１から日程第２７まで 

             ～～～～～～～～～～～～～～～ 

             出  席  議  員（２６名） 

   １番  吉 村 アツ子 君         ２番  岡 峯 久 雄 君 

   ３番  弘 瀬 則 彦 君         ４番  中 屋   康 君 

   ５番  山 岡 義 正 君         ６番  緒 方 正 綱 君 

   ７番  橋 本   保 君         ８番  山 上 利 嗣 君 

   ９番  岩 井 優之介 君        １０番  田 邊 哲 夫 君 

  １１番  松 下 和 孝 君        １２番  林   健 三 君 

  １３番  酒 井 祥 成 君        １４番  下 元   昇 君 

  １５番  竹 内 常 喜 君        １６番  田 邊 幹 男 君 

  １７番  槇 野   章 君        １８番  堀 本 伸 一 君 

  １９番  梶 原 政 利 君        ２０番  田 邊 客 子 君 

  ２１番  牧 野 利惠子 君        ２２番  津 野 吉 得 君 

  ２３番  宮 地 章 一 君        ２４番  氏 原   郭 君 

  ２５番  宮 崎 单海男 君        ２６番  池 本 公 夫 君 

             ～～～～～～～～～～～～～～～ 

             欠  席  議  員（ ０ 名 ） 

             ～～～～～～～～～～～～～～～ 

             説 明 の た め 出 席 し た 者 
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町     長  髙 瀬 満 伸 君    副 町 長  渡 部   睦 君 

参     事  武 内 文 治 君    会 計 管 理 者  林   伸 良 君 
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農林水産課長  武 市 逸 夫 君    建 設 課 長  佐 竹 一 夫 君 

環 境 課 長  山 脇 一 生 君    町 民 課 長  柴   久 幸 君 

健康福祉課長  山 川 明 彦 君    上下水道課長  高 橋 一 夫 君 
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教 育 次 長  岡   澄 子 君    学校教育課長  野 村 和 弘 君 

生涯学習課長  山 本 弘 光 君    農業委員会事務局長  永 尾 一 雄 君 

代表監査委員  松 本 悟 志 君    総務課副課長  清 藤 泰 彦 君 

総務課財政班長  山 脇 光 章 君    税務課副課長  松 田 好 文 君 

大正総合支所 

支所長兹地域振興課長  武 内 洋 介 君    町民生活課長  武 市 宏 美 君 

産業建設課長  下 藤 広 美 君    大正診療所事務長  林   正 憲 君 

十和総合支所 

支所長兹地域振興課長  岡 本 順 一 君    町民生活課長  杉 内 和 一 君 

産業建設課長  林   久須男 君    十和診療所事務長  酒 井 寿 哉 君 

             ～～～～～～～～～～～～～～～ 

             事 務 局 職 員 出 席 者 

議会事務局長  田 辺   卓 君    次     長  武 田 枝 里 君 

臨時事務補助員  弘 瀬 久留実 君 

             ～～～～～～～～～～～～～～～ 
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            午前９時２９分 開会 

○議長（山岡義正君） 皆さん、改めましておはようございます。 

 ただいまより、平成２２年第３回四万十町議会定例会第１３日目の会議を開きます。 

 本日の議事日程はお手元に配付のとおりであります。 

 本日の会議に２３番宮地章一君から遅刻届があっております。 

 これで報告を終わります。 

            ～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（山岡義正君） 日程第１ 議案第５１号平成２２年度四万十町一般会計補正予算

第２号についてを議題といたします。 

 この議案につきましては既に提案理由の説明が終わっておりますので、これより質疑を

行います。 

 質疑はありませんか。 

 １１番松下和孝君。 

○１１番（松下和孝君） １点だけ伺います。 

 予算資料のページ３、仁井田地区の統合保育所建設事業に関してですが、あそこは現地

を見てきたわけですが、場所位置は見たところ、いいかなと、オーケーだと思うところで

すが、あそこは国道沿いで結構交通量も多いわけで、そういった中で横断歩道とかまた信

号、また、車の進入・進出のそういった問題、保育所を取り巻く住民の家の、住居や農地

の問題、また災害に備えての問題、など新しくつくるときはどこでもなんですが、いろん

な課題も多いわけですが、そういったようなことが万全な対策がとれておるのか伺いま

す。 

○議長（山岡義正君） 柴町民課長。 

○町民課長（柴 久幸君） お答えいたします。 

 仁井田地区の統合保育所、現在基本計画で地域の区長さんを初め住民、それから保護

者、それから関係行政、管理運営する窪川児童福祉協会、こういった方々が約３０人委員

さんになられまして、今現在ワークショップを開いておりまして、現場の地形、それから

建物の配置、周りの環境等について１１月末を目処に基本設計を終了するつもりでござい

ます。そういった形で、議員さんおっしゃったような国道の関係、交通量、それから駐車

場、それからあとは建物の関係、そういったものの基本設計を現在進行している状況でご

ざいます。 
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○議長（山岡義正君） １１番松下和孝君。 

○１１番（松下和孝君） 今課長が言われたように交通量も多いということで、一番は子

どもの、園児の交通事故対策というか、そこら辺が一番肝要じゃないかと思いますので、

その辺は万全を期してやっていただきたいと思います。 

○議長(山岡義正君) ほかに質疑はありませんか。 

 １６番田邊幹男君。 

○１６番（田邊幹男君） 予算資料に基づいて３点についてお聞きしてみたいと思いま

す。 

 まずページ４ページの４款の汚泥再生処理センターの施設整備事業についてお伺いをい

たします。 

 今回の計上というのは、これは基本設計を策定するものということになっております。

ただ私がお聞きしましたところ、既にこの新しい施設につきましては現施設の隣の運動場

につくられるということが、地元の方々も了解を得たということでありますので、その全

体の概要について基本設計する前に、腹案というものが執行部には恐らくあると思います

ので、細々したことは聞きませんけれども、そのわかる範囲で大まかな点に、３点につい

てお聞きしますが、まず第１点ですが、この説明の中で資源化設備を併設するということ

で、循環型社会形成推進交付金を受けておられますが、多分これはコンポスト化のことで

あろうと思うんですが、それに間違いないのかどうなのかという１点と、それと敷地の面

積が決まっておるわけですから、どういった形の施設をつくるかということについてはも

う既に、この基本計画に任せる前に執行部のほうには、先ほど言いましたように腹案があ

ると思います。 

 今、水処理、この処理の大きな流れというのは、私は膜処理ということを聞いておりま

したけれども、この間、施設の所長に聞きましたところ、いやいや、今の標準脱窒素法と

言うわけですが、それについてもなかなか有効な方法があるよということでありますの

で、そういった処理方法は、その腹案の中にはどういった処理方法を考えておられるの

か。 

 そして、これが最も大事だと思うんですが、現施設は、職員の方々、操作については直

営方式でやられております。今後建てられる施設につきましては、これは直営でやるの

か、あるいは委託方式でやるのか。以前の説明では多分委託方式に移行するような話を聞

いておりましたが、その点どうなっておるのか、それについてお聞きしてみたいと思いま
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す。 

 それと、２点目ですが、同じページのごみ焼却解体事業というので、これは昭和地区の

ごみ焼却場と十和総合支所の小型焼却炉の２つの取り壊しであります。ダイオキシン関係

が１４年から大変厳しくなりまして、特定の専門業者に委託しなければならないというこ

とは理解しておりますけれども、地元の方に聞いておりますと本当の小型で、１ｍ四方と

いいますか、私も現物ちらっと見てちょっと覚えておりませんけれども、本当の小型であ

るということで、この金額が１基当たり四百何万ということでかなり大きな額だなと思う

んですが、当然予算計上する前には仮見積といいますか、そういった業者さんに当たって

出されたと思うんですが、どういった処理方式なのか。もちろん地元対忚はできないと思

いますが、これは県内業者でやられるのか、その点をお聞きしてみたいと思います。 

 それと、多分、小型の解体工事の届け出が必要なのはこの２基ということで、計画が平

成２１年度に出されておりまして、議会のほうにも出されておって、私なんかも熟知して

おかなければならない問題だと思うんですけれども、ちょっと忘れましたが、ほかにこう

いった小型焼却施設を解体しなければならない施設はあるのか、峰ノ上は別にして。ただ

公共施設でそういった解体が必要とする学校等々であるのかどうなのか、あれば何基でど

れくらいの費用が認められるのか、その点をお聞きしてみたいと思います。 

 そして３点目でございますが、同じ環境のところでございまして、ページ５ページの第

４款２項４目の焼却灰実証用ゼオライト製造委託事業というのがあります。これも以前説

明受けたかもしれませんけれども、この委託先はどこなのか。そしてまた、ゼオライトと

いうのが私の頭のイメージの中で、どういったものか概念として浮かんできません。住民

の方もゼオライトと言ってもなかなか理解しにくいところもあると思いますので、この説

明と、どういったものであるのか、そしてまた、この委託先、先ほど言いました、どこな

のか。仮にこれが有効で、ゼオライトが有効で全焼却灰がゼオライトに移行された場合、

ここに延命措置というのがありますけれども、現焼却灰を置いておるところはどれくらい

の延命効果が図れるのか、この２点についてお聞きしてみたいと思います。 

 以上です。 

○議長（山岡義正君） 山脇環境課長。 

○環境課長（山脇一生君） お答えいたします。 

 まず汚泥再生処理センター、これについてお答えをさせていただきます。 

 今年、本議会に基本計画の策定費として計上させてもらっておりますが、この基本計画
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とはどういったようなことをするのかということからまず説明をさせていただきます。 

 この中では処理方式の選定、それから施設の配置計画、それから維持管理計画、それか

ら建設費等概算維持管理費の算出、それから事業実施計画、その中身としましては財政計

画でありますとか、許認可申請の事務の手続、そういった整備、事業工程表の作成、こう

いったようなことを今回の基本計画の中でやっていくということになっております。それ

をしまして初めて地元協議も行いまして、決定をしていくということになっていくわけで

すが、町としての腹案はないのかということでございますので、若干今現在、自分の思っ

ている部分でお答えをさせていただきたいと思います。 

 この循環型の交付金の事業を受けまして整備するということで、昔はし尿の処理だけし

ておればよかったわけですが、し尿処理をした後に出てくるもの、そういったものを資源

化すると、一体的にその施設内で資源化をする、そこまでやって初めて交付金の対象にな

るということでございまして、その資源化の方法、コンポスト化を考えているのかという

ことでございましたが、今現在は燐回収ということをメインに考えていると。これは基本

計画が策定される中でどの方法が最も効率的で、それがまた循環させていけれる、いろん

な考え方が出てこようと思っておりますので、その作業をしながら最終的には決定したい

というふうに考えております。 

 それから敷地面積の考え方でございますが、議員おっしゃられたように、今の現施設の

北側に当たります公園のところ、ここの施設と、それから通路になっている部分を含めま

して、コンパクトな高負荷膜処理であるとか、高負荷処理施設であれば２０ｍの４０ｍと

いう数字が出ております。それで考えますと優におさまると、それで、土地につきまして

も、地元の地権者のほうからは残地が７畝ぐらいあるわけです。そういった土地について

も譲渡の意向はあるようでございますし、町としても工事の状況、工程の中で必要であろ

うというふうにも考えております。そういった土地も含めますと、建設用地としては十分

な用地が確保できるんではないかというふうに考えております。 

 それから処理の方式ですが、直営か委託かということでございます。今現在、直営で、

２名に臨時職員１名の体制で行っております。標準脱窒素処理方式ということでやってお

りまして、今後処理方式が変わる可能性もあるわけですが、コンピューター等によります

自動開閉の装置と非常に近代的な施設に今なっておりますので、そういった面では人件費

的な部分では、人数が今以上に要るのかどうか、そこらあたりがちょっとまだ不明なとこ

ろではございます。ただ、専門的に外注、委託する必要性のある部分というのは今より増
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えてくると思いますし、いずれにしましても基本計画を策定する中で今後はっきりわかっ

てくるというような状況でございますので、直営か委託かという部分については、私のほ

うからまだはっきり言えないところではございます 

 それからもう一つ、ゼオライトの関係でございますが、委託先はどこになるのかという

ことでございます。お手元の説明資料の中にも書いておりますように、産官学の３者で取

り組みを行ったということでございまして、平成１７年、１８年から、当時は四国産業・

技術振興センターが最初音頭をとって、それに愛媛大学、それから高知工科大学、それか

ら四国ポンプ、ラサ工業、井原工業、それから産業共同研究所、それにユイ工業、こうい

ったところが焼却灰のゼオライト化が図れないかということで始めたようでございます。 

 最終的にはユイ工業と愛媛大学、工科大学、それから四万十町、ラサ工業、この５者が

今現在、特許申請中でございます。まだ審査の段階でございまして、まだ特許取得という

ところまでは行っておりませんが、この中でユイ工業さんが唯一事業所ということで参加

をしておりますので、これの、ゼオライトの、実証用のゼオライトを製作するという部分

についてはユイ工業にお願いするということになります。 

 それから、ゼオライトとはどんなものかというご質問につきましては、非常に多孔質の

穴のあいたひし状の、ぱっと見て固形化する前はちょっと砂のような状況になります。そ

れは集めてもっと大きなブロックにするという方式もありますが、そうしていくと、それ

なりにお金がかかっていくということにもなります。天然ゼオライトというものもござい

まして、そこの発掘は島根県のほうが非常に多いということではございます。ただ天然ゼ

オライトは非常に値段が高いということもございまして、焼却灰からつくる部分でのほう

が安く製造できるというふうにも考えてますし、灰の有効利用、それによって埋立処分場

の延命化ということも図れるということで現在進めております。 

 ゼオライトが有効であるかどうかという質問でございますが、その実証試験をやった部

分が、スプレー菊の実証に、施肥と言いますか、土壌改良材として土壌に投入しまして実

験をした結果が出ております。その結果、普通やっておるところとやってないところで言

いますと、２０センチから２５センチぐらいの茎の成長が、高く成長したと、それと同時

に花芽も多くついたということで、特に菊の場合は切り枝をしながら日もちをさすという

ようなこともございまして、卖価的にも好影響が出たというようなことは出ております。

 ただ、今後におきましては、そういったものがほかの作物にも有効に働くのかどうか

と、そういったようなことも実証していく必要があるということで今回出させていただき
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ました。 

 それから、延命化がされるとしたら、どれぐらい延命化されるかということでございま

すが、今６００トンぐらいの焼却灰が出ております。そのうち飛灰が約２００トン、この

飛灰につきましてはゼオライト化できません。その４００トンのうちの７割がゼオライト

化できると、３割部分についてはいろんなものが混入しておって、仕分けをしたら使えな

いという状況があるようでございます。それで４００トンの７割、４、７、２８０トンが

ゼオライト化できるという計算で、今の焼却灰の発生量から計算をしますと、ゼオライト

化の施設は特許もとり、それから鉛の含有率、こういったものをさらに低減させるという

ような研究を今しておりまして、土壌の環境基準１５０ｐｐｍ以下になるということには

なっておりますが、灰の状況によったら超える場合も今現在出るかもしれないということ

もございますので、より５０ｐｐｍぐらいに軽減させるという研究も同時に行う必要があ

るというふうに聞いております。そういった状況の中で始める実証化という形にもなって

こようと思いますので、あと数年かかるということから考えまして、平成２７年からゼオ

ライトを本格的に製作するというふうに考えますと、今現在で、１２年でいっぱいになる

であろうと言われております。それがさらに２７年からやったとしても、８年延命できる

という試算をしております。 

 以上です。 

○議長（山岡義正君） 杉内町民生活課長。 

○十和総合支所町民生活課長（杉内和一君） ごみ焼却施設の解体事業についてご説明さ

せていただきます。 

 議員さんご指摘のとおり、十和地区には昭和町内にごみ焼却場と十和総合支所の裏に小

型焼却炉２基あります。支所の裏にあります小型焼却炉につきましては、役場業務で余り

ました、不要になったごみ等を燃やした既設の焼却炉であります。昭和地区にありますご

み焼却場はレンガづくりで本当簡易な施設ながですが、この施設におきましては平成２０

度年にダイオキシン類の調査を行いました。この調査に当たりましては須崎の労働基準監

督署にご相談かけまして、何ぼ古い施設であってもダイオキシン類ばく露防止対策要綱と

いうのがありまして、火床面積、火を焚く炉の中の面積、それが０．５㎡を超えるものに

ついては、ばく露要綱にのっとった解体計画というのを作成せよということがあります。

そこで、十和総合支所裏の焼却炉につきましても０．５㎡ありまして、また、昭和のごみ

焼却場におきましても０．７㎡ありまして、基準を超えておりますので、要綱に沿って、
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昨年も解体計画を作成いたしました。 

 次に委託業務の関係ですが、解体事業につきましては建設業者さんだれでも行えるんで

すが、ただダイオキシンという化学物質を取り扱いますので、そういう面の許可の管理を

有する者のいる業者というところで、県内５社の競争見積によりまして事業を発注したい

と思っております。 

 以上です。 

○議長（山岡義正君） 柴町民課長。 

○町民課長（柴 久幸君） 小型焼却の処分ですけども、９月補正に旧仁井田保育所の解

体工事に伴いまして、そこに設置されている野外の小型焼却炉についても今回処理する予

定でございます。これについては、補助金として窪川児童福祉協会のほうに、補助金で仁

井田保育所解体工事を行うわけでございますので、そこでは約、それを含めますと、１，

１２５万程度かかりますけども、そのうち解体に関する費用については２６０万程度組ん

でおります。 

 以上でございます。 

○議長（山岡義正君） １６番田邊幹男君。 

○１６番（田邊幹男君） 大体わかりました。 

 まず１点目の汚泥再生処理センター。これ、細かいことは今後の基本計画で行くという

ことでございますが、しかし先ほど言いましたように、敷地面積が決まらなければある程

度、どの方式を採用するとかいうことはなかなかできかねないと思いますが、今後の膜処

理でやるのか、高脱でやるのか、これは執行部の判断に任せたいと思いますが、それと

私、１点目のときに聞き忘れましたが、現施設には焼却施設が附帯しております。ただ今

度、膜処理とかなりますとコンパクトになりますので、私の考えですが、焼却施設は附帯

しないで、これを今の焼却場の銀河へ持っていったらどうかと思っておりますけれども、

そういったお考えはないのかどうなのか、お聞きしてみたいと思います。 

 それと資源化の、コンポスト化というよりも燐の回収ということでございましたが、将

来はこれは肥料にするんだと私は思いますけれども、ただ燐の回収のみで何か肥料にはし

ないというような、そこらの答弁がちょっとなかったわけですが、私聞きもらしたかもし

れませんけれども、再度お答え願いたいと思います。 

 それと、ごみ焼却解体事業。先ほど答弁いただきましたけれども、炉床面積が０．５㎡

という以上はダイオキシン出る可能性があるので、そういった何が必要だと言われました
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が、私ちょっと今朝ネットを見ておりましたら、解体工事の届け出の必要なのは、１時間

に２００キログラムのものを燃やし、そして炉床面積が２㎡いうこと、私、間違いかもし

れませんよ、いうこと聞いておりましたが、これはやっぱり０．５㎡で決まっておるわけ

ですか。それと、後で一忚お答え願いたいと思います。 

 それで、解体方法。これもネットで見ておりましたら、小さいものでよっこいしょと１

１トンのあれへ乗せて、会社なり、会社へ持って行って処理する方法であるとか、あるい

はまた現場で逐一解体していく方法であるとかいろんな方法があると思います。各業者さ

んが競って安いよ安いよということで、いろいろ出ておりますわね。見積りとるときに、

そこらも精査されたのかどうなのかと。４００万という金額が非常に高いので、そこをお

聞きしたかったわけですが、その点、ご答弁願いたいと思います。 

 それと、ゼオライトです。大体感覚的には何か粒々で砂みたいなで、わかりました。 

 これ、問題は、先ほどのコンポスト化の場合も出てきますけれども、実証実験やって害

がないということでありますが、例えば汚泥肥料なんかは中に有機水銀とか重金属が入っ

てまいります。そうなったときには、非常に作物やったときに連作障害とか、そういった

害が出てきます。前に調べたところ水銀の濃度が高かったいうことありますけれども、そ

こらあたりは完璧にクリアされてやられておるのか、その点、再度お聞きしてみたいと思

います。 

○議長（山岡義正君） 山脇環境課長。 

○環境課長（山脇一生君） お答えします。 

 焼却施設はどうするのかということでございます。 

 基本的には焼却施設は併設しないということで考えております。燐を回収した後、助燃

剤化として銀河のほうで焼却をするという考え方が１つと、それから燐を回収した後に県

内のコンポスト事業者、そういったところへ堆肥化をする資材として委託して搬出すると

いう考え方もあろうと思います。できれば焼却をしないで、そういった有効活用すること

によってまた資源として循環するといったような方向を今後も模索していきたいというふ

うには考えているところです。 

 それから燐の回収ということでございますが、燐を回収をした後肥料化するのかという

ことでございますが、これ、せっかく燐を回収して、ただ売ってしまうのは非常にもった

いないという考えも持っております。町内には農協のＪＡの堆肥センター等もございます

し、まだ協議をしているわけではございませんが、燐回収の施設を導入して、どれだけの
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量がとれるかというような部分、基本計画の中である程度の量等が把握できましたら、協

議もしながら農協の堆肥の特殊性といいますか、燐を添加することによって農協の堆肥の

質の向上、そういったものも図れるのかなというような気はしております。 

 それから重金属、ゼオライトに含まれる重金属についてはどうなのかというご心配でご

ざいます。ゼオライトをつくる過程の中で、当然土壌へ混入するものでございますので、

それに含まれる重金属はどうなのかということで調査もしております。ホウ素、弗素、六

価クロム、マンガン、砒素、カドミウム、銀、水銀、鉛といったようなものから、アルミ

だとか二酸化鉄であるとか、いろんな元素についての分析もしております。最もその中で

鉛の含有率が高いということがネックになっておりまして、１９年、２０年と工業技術セ

ンターのほうで県内の焼却場等の含有率の分析等もしていただきまして、その中で四万十

町の銀河が非常に高いということで、その指導を受けまして、焼却時の分別をさらに徹底

しまして、安全基準をこれで達成できるというような状況でございます。 

 以上です。 

○議長（山岡義正君） 杉内町民生活課長。 

○十和総合支所町民生活課長（杉内和一君） 解体計画に関する基準ですが、要綱では火

床面積が０．５㎡以上、または焼却能力が１時間に５０キログラム以上のものに限るとい

うことでありますので、火床面積が０．５㎡以上、１時間に５０キログラムというように

要綱ではうたわれております。 

 次に解体の方法ですが、小型焼却炉については煙突を取り外して、その焼却炉の本体と

煙突を梱包して処理施設場まで搬送して、処理場の中で解体工事をするようになります。 

 それと昭和のごみ焼き場については、現地で十分な覆いをして、粉塵が飛散しないよう

な覆いをしてやるようになります。 

 以上です。 

○議長（山岡義正君） 先ほどの１６番議員の質問の中で、その他の焼却炉はないかとい

うことでしたが、そのほかにございませんかね。 

 野村学校教育課長。 

○学校教育課長（野村和弘君） 焼却炉の関係ですが、各小中学校には、今現在は使用し

ておりませんが、小型の焼却炉は学校のほうにはあります。ただ、その状況についてちょ

っと今のところ調査しておりませんので、学校のほうには焼却炉があるというところでご

ざいます。 
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○議長（山岡義正君） ほかに質疑はありませんか。 

 １６番田邊幹男君。 

○１６番（田邊幹男君） ３回ありますので、これだけは覚えておりますので。 

 今聞きましたが、これ１点目の燐回収、汚泥再生処理センター、燐を回収するだけとい

うことで、今課長ももったいないなということで。私はどうもこれはコンポスト化までつ

くって、ごくわずかな量かもしれませんけれども、窪川・大正・十和、農業地域あります

ので、ぜひ私は有効活用していただきたいと、このように思っております。 

 それとごみ焼却解体事業。今、私は勘違いしておりまして、町に１件だけかなと思って

おりましたが、使われていないのはまだ教育委員会のほうにもあるということで、しか

し、これだけ、１基に４００万ぐらいかかるとすれば、やはりそういうのを精査して早く

計画の中に上げてやらんと、なかなか一挙には、これ、一般財源が要るわけですんで、ひ

とつ各課が精査して、全体でどれぐらいあるのかいうことは私は精査していただきたい。

その上で論議していきたいと思っております。 

 それと、最後のゼオライトでございますが、これは産官学でやったので私は間違いない

と思いますけれども、ただゼオライトを汚泥肥料として出す場合には、汚泥肥料としての

届け出がいります。カドミ、砒素、水銀でしたか、多分特殊肥料の届け出になると思いま

す。私の記憶違いでなければ、仮にゼオライトが特殊肥料、一般の方に使用される、提供

するんであればそういった届け出が、事務的なものが要ると思いますが、その点、要るの

か要らないのか、お聞きして終わりたいと思います。 

○議長（山岡義正君） 山脇環境課長。 

○環境課長（山脇一生君） お答えいたします。コンポスト化をするべきではないかとい

うご質問であると思います。 

 確かに資源の有効活用ということであれば、コンポスト化ということも非常に大切なこ

とであろうと思います。今年の、今から始めます基本計画、この中でそれも視野に入れな

がら十分協議をしていきたいというふうに考えてます。 

 それから、ゼオライトの件ですが、特殊肥料とかそういった分類になるのか、あるいは

土壌改良剤、位置づけとしては土壌改良剤になるというふうには考えております。ただ、

それについて、土壌改良材として使用する場合の、これについても何らかの届け出なり要

るというふうには考えておりますが、まだ現在そこまでちょっと調査しておりませんの

で、十分にそこは調査をした上でやっていきたいというふうに考えております。 
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 以上です。 

○議長（山岡義正君） ほかに質疑はありませんか。 

 ４番中屋康君。 

○４番（中屋 康君） 私のほうは、資料のほうの３ページの款３項１です。 

 ここには十和の里、認知症グループのホームのスロープの予算の関係であります。これ

は先般、私の一般質問の指定管理者の項で触れた部分もありました。時間の絡みもありま

して、そのときにちょっと詳しくお伺いできない部分がありましたので、再度確認をさせ

ていただくのと、今後このスロープの関係についての計画等々もお伺いしたいと思いま

す。これについて２，１００万金額をつけておりまして、新規事業として今からスロープ

をつけるわけですが、あそこ、この十和の里は２階の施設でありますので、このスロー

プ、かなり、どういう形でつけていくのか、まずそれが１点。 

 それから、一般質問の中で触れたんですが、併設してます支援の住宅で、なごみという

支援ハウスですか、なごみというのがございました。そこに私、先般その施設にお邪魔し

て伺ったときに、なごみのほうも周囲にベランダがありまして、ベランダの間が１ｍ弱ぐ

らいのかなりのすき間があって、要するに避難用のスペースとして非常に車いすをおろす

にしても大変困難な状況にありました。当時その主幹の方のお話、一緒に同行して確認を

しても、やはりこれではスロープが欲しいなという感じもいたしましたし、せっかくそう

いう十和の里のほうに大々的にスロープをつくるということになりましたら、併せてなご

みのほうにも、そういう一つの避難用のスロープの手当が欲しかったなという思いがあり

ますので、そのあたりのこと、今後の計画を含めて一つお伺いをしておきたいと思いま

す。 

 それから、中長期的にこういう事業を今から展開していくということになりますと、同

じように福祉関係の避難用のスロープ等々、今から必要な施設がほかにもありやなしやと

いうところも一つお伺いをして、今後の一つの考え方、それから予算のつけ方をこの時点

でお伺いをしておきたいと思います。 

○議長（山岡義正君） 杉内町民生活課長。 

○十和総合支所町民生活課長（杉内和一君） スロープの件ですが、今、高齢者認知症グ

ループホーム、そこには東側に階段方式の避難路と、そして、西側にループ式の滑り台方

式のそれがあるがですが、入所者の身体度等も考慮して避難訓練にも活用できないいうこ

とで、今回２階から、高知県ひとにやさしいまちづくり条例に準じまして、１２分の１の
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勾配で、今東側にあります階段式の避難路から山手側へ一回当たって、それから徐々にあ

の上側の、わかりますね、竹やぶのところ、あそこまで突き当たって、そして入り口のち

ょうど角になるところです、そこまで約６１ｍの勾配で施工する予定です。 

 それと、なごみとこっちの本館の間のスペースながですが、あそこについては５年も経

過しましたんで、結構腐食いうことがあるがですが、私はスロープについてはすみませ

ん、聞き及んでおりませんが、できれば今度の工事の関係で幾ばしかの対策も講じていき

たいと考えております。 

 以上です。 

○議長（山岡義正君） 山川健康福祉課長。 

○健康福祉課長（山川明彦君） お答えします。 

 その他の福祉施設で避難路がスロープになってるかどうかいうことながですけど、施設

設置に当たって非常用の避難口、指定されておりまして、そこの部分についてはスロープ

になってると思いますが、大正の青空なんかの部屋から直接出る場合には、そういった考

え方持ってませんので、スロープ等になってないと思いますけど、今後そこあたりも検討

していきたいと考えております。 

○議長（山岡義正君） ４番中屋康君。 

○４番（中屋康君） 杉内課長さんからもご返答いただきました。なごみのほうも、そう

いった一つの、今回の工事の一環として予算化どうかは無理かとしても、今後早急にそう

いう手当してもらいたいというご要望もありましたので、一つ考慮に入れていただいて、

早急に手当をしていただいたらと思います。 

 私のほうは以上です。 

○議長（山岡義正君） １４番下元昇君。 

○１４番（下元 昇君） ３点お伺いをします。 

 説明資料のほうで行きたいと思いますけれども、２ページ、戸籍システムの更改事業

で、議案説明の段階でちょっとわからない点がありましたので何点かお伺いをいたしま

す。 

 初日の議案説明のときには、いわゆるプロポーザルへの入札の業者が２業者ということ

を確か説明あったと思うんですけれども、この確認、まず２業者で間違いないのか。それ

と、そのときの説明では、現在はこの戸籍システムは日立製であると。それがこのプロポ

ーザルの入札により、ほかのメーカーに変更した場合の予算措置として、来年度には６，
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６４６万４，０００円が必要になってくるといったような説明だったと思うんですけれど

も、仮にこのプロポーザルのこの２社の中に、現在のいわゆる日立のメーカーさんの業者

さんが多分入ってると思うんですけれども、入ってるかどうかの確認でございます。 

 それと、来年の４月に更新ですので、これ、恐らく議決されたら、大分急いでプロポー

ザルの入札をして本年度までに、仮に違うメーカー等になった場合には非常に急がれると

思うんですけれども、ここに、説明資料にあるように、２４年ですか、１年あるから、ご

めんなさい、２３年の勘違いでしたので、これは時間的には余裕があるということです

ね、はい。 

 それでは、今の点は省いて、まずメーカーの件とそのプロポーザルに入ってるのと、そ

れと、説明資料で、「準備作業を委託する」とありますけれども、いわゆる戸籍システム

のこれは、職員さんではこういった準備ができないのかなと思いましたので、やはり特殊

なもんですから、こういった専門の業者さんでないと準備ができないのか、この点につい

てもご説明いただきたいと思います。 

 それから、次が５ページ目。先ほど１６番議員のほうからも質問がありました焼却灰の

ゼオライトの実証実験に関連してなんですけれども、あそこの銀河の焼却灰の貯蔵庫、あ

そこに何度かお邪魔したんですけれども、そこには、説明いただいたときにも、先ほど課

長から説明があったように、愛媛大学との産官学の協働事業でやってるということで、あ

そこにゼオライトをつくるミニプラントがあったように思うんですけれども、確か、かな

りミニプラントといっても１億円近かったように記憶しておりますので、現実あれはミニ

プラントという説明を受けてたんで、あれでゼオライトをつくるのにどうかなと思うんで

すけれども、あの高額なお金をかけたミニプラントの活用、これはどうなっているのか、

この点についてお伺いをします。 

 それから最後、３点目ですけれども、同じく１１ページ。これは窪川街分の空き家再生

等の推進事業で、いわゆる町営住宅が古くなったのを解体するという事業なんですけれど

も、ここにあるのが窪川街分のいわゆる東町の１７号と２２号、２棟を１６７万４，００

０円かけて解体するという事業ですけれども、私も東町住宅はちょくちょくお邪魔します

けれども、あと何戸残っているのか。 

 それと関連しますので、同じような古い木造住宅が古市、それから金上野にあると思う

んですけれども、これも同じような、入居されてる方が死亡とかいうことで、あとは入居

募集しませんので、こういった住居が窪川街分、十和地区にもあるとは聞いてますけれど
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も、今回、窪川街分の事業なんで、窪川街分の東町、古市、そして金上野に同じような木

造住宅の残りどのぐらいあるのか、数字を上げて答弁願います。 

○議長（山岡義正君） 柴町民課長。 

○町民課長（柴 久幸君） １４番議員さんにお答えいたします。 

 この戸籍システムの事業でございますが、戸籍システムは合併時にプロポーザル方式に

よって、３業者によって行われました。その業者名ですけれども、現在使用しております

日立系の業者、それから富士ゼロックス、それからリコーという３業者で行いました。今

回はリコー業者が県内では新しく追加の参入はしないというような情報を得ておりますの

で、結局リコーを使っている自治体がごく尐数です。日立系と、それから戸籍システム専

門業者の富士ゼロックス、この２業者でプロポーザルを行いたいと考えております。 

 更新時期としましては、合併時６年を経て、新たに更新をすることになります。という

ことは、２３年度、来年１年かけてどうするのかということを決めなければなりません。

もし来年度の当初予算でやれば、プロポーザル、今の日立系の業者がとれば余裕があるん

ですけども、ほかの業者がとれば更新に１０カ月以上かかります。この変換作業が、現在

の戸籍システムのデータ変換、それから法務局基準に再び変換するという２つの変換をし

なければならないと考えております。 

 そういったことで今回のプロポーザルは、ここにも書かれてますように、経済的、ある

いは操作性、サポート体制、あらゆる面でプロポーザルを行いまして、第２期６年間を２

回、１２年間通して長期的な経済性をプロポーザルに含めて行いたいと考えております。

 それに伴います要件定義でございますが、ご指摘のように企画課職員によりまして、あ

る程度の要件定義を今現在作業中でございます。そういったことで、庁内である程度プロ

ポーザルの中身というものをつくりまして、仕様書によって、できれば年内中には２社に

よるプロポーザルを行いたいと考えております。 

 そのほかに、来年度１年間、もし業者が変わったときのことを考えると、４月１日の更

新というのは非常に窓口業務、あるいは人事異動等が煩雑になってかなり混乱しますの

で、稼働をできれば２３年度１月、あるいは２月に行いたいということで、早目の業者間

の変換準備作業、これについての打合せ会等について予算化をしております。 

 以上でございます。 

○議長（山岡義正君） 佐竹建設課長。 

○建設課長（佐竹一夫君） 町営住宅の、木造住宅の築６０年近くたったやつの解体工事
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の件のご質問ですが、現在、東町団地におきましては、今回２戸の解体工事を補正予算に

上げらせてもらっておりますが、それ以外、まだ残るのは木造住宅で７戸残ります。それ

と古市町については、あとまだ木造で６０年近くたったやつが１３戸残ってます。金上野

団地については、あと１０戸、木造の６０年近くたった古いのが残ってます。 

 当然、ご存知のように現在、金上野、旧自動車学校跡地へまた町営住宅を建設しており

まして、当然皆様方にはまた新しい住宅のほうに今移転してもらうように、６月、７月に

かけて家庭訪問はさせてもらいましたが、まだみんな、全員の同意はもらっておりませ

ん。それで、空き家になり次第、順次解体すると。当然そのまま置いておくと、一忚防犯

上の面もありまして、空き家になれば、６０年近くたった老朽住宅ですんで、あとの維持

管理のことを考えて解体事業を補助金もらって進めさせていただいております。 

○議長（山岡義正君） 山脇環境課長。 

○環境課長（山脇一生君） ゼオライトのプラントのことについてお答えをさせていただ

きます。 

 現在、実証用のプラントということで設置をされております。このプラントにつきまし

ては１７年、１８年度に、経済産業省の委託事業、地域新生コンソーシアム研究開発事業

と言うそうでございますが、その事業を受けまして、焼却灰の無害化・有用物製造・一体

化システムということで、ユイ工業さんを中心に設置をされたと。そのときの経費といた

しましては、町のほうには経費はかかってないというふうにはお聞きをしております。 

 それで、ミニプラントを活用できないかということでございますが、処理能力的に、実

験プラントということで設置をしておりますので、焼却灰を処理していくということにつ

きましては、やや小さいということが１つ。それから今、埋立処分をしておるところが、

今後１年以内には焼却灰、飛灰とか主灰の使えない部分、そういった部分も埋め立てをし

なければならないという状況にもなってきておりますので、プラントをそのままずっと使

うということはできない状況でございます。 

 以上です。 

議長（山岡義正君） １４番下元昇君。 

○１４番（下元 昇君） まず１点目の戸籍システムは大体わかりました。 

 その中で、この説明資料にある、さっき課長からの説明の後に、「広域での共同利用と

いった将来的な対忚等も視野に入れる」と。これはいわゆる窓口業務も、例えば郵便局と

かへ委託する、そういったことも含めてのことかなとは思ったんですけれども、また答弁
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願いたいと思います。この点だけです。あとはわかりました。 

 それから、ゼオライトのいわゆるミニプラント。あそこも今、課長の答弁では、いずれ

ミニプラントは撤去の方向ということだと思うんですけれども、かなりの、町の負担はそ

の当時はなかったとしても、やはり税金を投入してやってますんで、あれを１７年、１８

年でやって、まだ４年もしないうちに、役目が終わったから、はい、さよならと、いかに

も無駄遣いというような、町民から見れば、そういった事業、非常に無駄遣いじゃないか

なと私は思うんですけれども、このミニプラント、ほかには利活用、多分これ専用につく

ってると思うんで、全く鉄くずで、アルミか鉄だったと思うんですけれども、解体してそ

れで終わりなのか、あとの利用方法は全くないのか。もったいないので、ちょっとお伺い

をします。 

 それから、町営住宅の撤去の件ですけれども、戸数はわかりました。これで課長答弁が

あったように、本年度、金上野に新しい町営住宅を建設中なんですけれども、それで東町

が残り７戸、古市が１３戸、金上野が１０戸と、合計ちょうど３０戸残ってますけれど

も、この３０戸の中に、恐らく全員の方々に金上野住宅のほうに移転の通知といいます

か、案内はしていると思うんですけれども、この３０戸のうちで、現在、移ってもいいで

すよと、金上野のほうに、確約をいただいている戸数は何戸あるのか、この点についてお

伺いをします。 

○議長（山岡義正君） 柴町民課長。 

○町民課長（柴 久幸君） お答えいたします。 

 ここの文章の関係でちょっと簡卖に書き過ぎて、えらい申し訳ありません。 

 この広域化というのは、現在、四万十町を含めた中西部電算協議会という協議会が、須

崎市を中心に行われております。高岡広域と、それから土佐市を含めた広域化を現在、基

本システムについてはその協議会で行っております。その職員のサポートを受けまして、

アドバイスを受けまして、今回その戸籍システムの要件定義の中で、もしある業者になれ

ば将来的に、土佐市はちょっと無理かと思いますが、須崎、中土佐、四万十、津野、檮

原、こういった市町が広域化できるという可能性を秘めております。現在、日立系が四万

十町と須崎市、あとはゼロックスになっております。こういった形で、プロポーザルです

ので、どちらになるかわからないんですが、将来的にそういった形になれば共同電算化、

経済的な効果というものも視野に入れて考えております。 

○議長（山岡義正君） 山脇環境課長。 
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○環境課長（山脇一生君） ゼオライトのミニプラントの件についてお答えいたします。

 プラントにつきましては、設置しまして実働した時間から言いますと、撤去するという

ことについては非常にもったいないというご質問でございます。まさにそのとおりである

というふうにも考えております。 

 設置をしたときには、経済産業省の補助事業、全額補助でやったと、それで、２１年度

に撤去するということであれば、これについてもまた全額の撤去費用が出て、それによっ

て撤去ができるということであったと聞いております。 

 ただ、設置目的が焼却灰をゼオライト化するということで、それに対しての実証機と、

テストプラントであるということで、十分に実証機としてのゼオライトの製造もしており

ませんし、それから製造したゼオライトを使っての作物実験、こういったこともやってな

いと、このまま中途半端に終わるのはまさしくもったいないということで、今回ゼオライ

トの製造ということで補正も上げらせてもらっておるところです。１年以内にはその灰で

埋め立てをしていく必要が出てくるということで、当然その場所から撤去しなければなら

ないという状況が出てこようと思います。 

 じゃ、撤去した後にどうするのかということでございますが、撤去して使える部品につ

いてはユイ工業さんのほうが保管をして、再度利用する場合に、使える部分は再利用する

ということ、それから今のテストプラントを改良して大きな処理能力を有するものに改良

するということも当然考えられます。そういったことも視野に入れて、撤去するときにそ

ういった部品等の管理、これはできるだけ再利用して無駄のないようにいうことを考えな

がらやっていきたいというふうには考えております。 

 以上です。 

○議長（山岡義正君） 佐竹建設課長。 

○建設課長（佐竹一夫君） 町営住宅の件ですが、先ほど私、東町町営住宅、残るのが７

戸言いましたが、すみません、９戸です、訂正させてください。コンクリート住宅もあり

まして、東町団地につきましては、木造の古いので残るのが９戸です。 

 それから、金上野団地への移転の件ですが、６月、７月にかけて、本年度に入って、全

東町、古市、金上野地区の町営住宅を各戸１軒ずつ回りました。その結果ですが、今確実

に新しい金上野の町営住宅に移り住みたいと、入居したいという方が１１戸です。それ

で、まだちょっと思案中の方が何人かおりますが、入居したいという方が１１戸です。今

後におきまして、また新しい４階建の町営住宅がかなり進捗進みまして内部木質化してま
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すんで、この住宅におる方で、ちょっと視察といいますか、内覧会といいますか、現場を

見たいという方もおりまして、また見てもらえれば、また行く気になる方が出てくると思

っておりまして、ちょっとそういう視察の件もご相談今して、全員の移転を考えてはおり

ます。 

 以上です。 

○議長（山岡義正君） １４番下元昇君。 

○１４番（下元 昇君） 大体わかりました。その中で、先ほど環境課長の答弁があった

ように、やはり非常にもったいないんで、本格的なゼオライトの製造になりますと、また

このミニプラントでは現状では余りにもちっちゃいということで、それを、ゼオライトの

本格的な製造にするのにはどういったプラントを組むのかちょっとわかりませんけれど

も、ぜひともあのプラントを活かし切れるような方法で、ぜひ検討していただきたいと思

います。 

 それから町営住宅なんですけれども、やはり中には、はっきりされてる方が１１戸で、

残りは２２戸と、それで、あと残り何人かの方々が迷っているという答弁なので、ぜひい

ろんな問題が、家賃の問題であるとか、やっぱり町から遠くなって買い物に不便になると

か、そういった声で多分入居を遠慮されてる方も多いと思うんで、ぜひ建設課のほうで足

を運んで、できるだけ多くの方々に移っていただき、やはりこの一角、いわゆる窪川街分

には北琴平、やはり木造じゃないんですけれども、非常に古い２階建ての町営住宅が上下

相当数があって、これも同じように、解体するわけにはいきませんけれども、出たらその

ままにしているという住宅があって、どっかの１カ所をやはり何かの、例えば金上野、古

市、東町、ある程度近く、それで１戸建てですわね、それぞれが。だからどっかの１区画

をやっぱり移っていただいて、同じような、多分６０年近く建った木造なんで、だから、

そのまんまやってるとこれ、亡くなって出るまで待ってたら多分まだ何十年もかかると思

うんですよ。だから話し合いの中で、どっか１区画だけでも更地にして、やはりそこにま

た木造で平屋の高齢者にやさしいような町営住宅を建てらすと。何かそこらあたり知恵を

絞らないと、窪川街分の町営住宅のあれが前へ進まないと思うんで、ぜひともこれは考え

ていただきたいということをお願いして質問を終わります。 

○議長（山岡義正君） 質疑の途中ですが、ただいまから１０時５５分まで休憩します。 

            午前１０時３９分 休憩 

            午前１０時５４分 再開 
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○議長（山岡義正君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 ほかに質疑はありませんか。 

 ２６番池本公夫君。 

○２６番（池本公夫君） 予算資料の２ページの戸籍システムでございますが、平成２３

年に６，６４６万４，０００円という金額が示されておりますが、これは全部１台でやる

のかどうなのか。それと、その事業概要で経常経費の削減に努めるとありますが、どれぐ

らいの削減ができるのか、わかればお示し願いたい。 

 それと、５ページの一斗俵の沈下橋の重要文化的景観整備事業でございますが、どのあ

たりの場所なのか、これをやるのは。それとほかに指定された中津川、三島の地区は、大

体いその箇所はどういう状況なのか、それらに対してはどんな措置をするのか。それと、

東屋ですが、どういったような東屋にするのか。私は以前に、ログハウス、休憩所をつく

れと、こういう指定された場所には、そういうようなちょっと一般質問をした記憶がござ

いますが、どういった措置であるのかをお伺いしたい。 

 それと、予算書の３４ページの観光費で、まち歩きマップ作製委託料というところでご

ざいますが、この案内標識設計委託料。この案内標識というのは大体どの程度のものを予

定しているのか、９９万８，０００円とありますが。 

 結局、私が言いたいのは、四万十町を観光で売り出すならば、もっといろんな標識が要

るがじゃないかという観点です。それも統一された、いろんなばらばらな標識じゃなし

に。一忚こういった四万十町、こうやって売り込みたいんだというんでしたら、統一され

た標識がベターだという意識でございます。もう一回それで洗い直してもらいたいと、こ

の標識に関しては、ただ卖に、思いついただけでやるんじゃなしに。全箇所、もう一回洗

い直して取り組んでいただきたい。 

 それと、１９ページに戻りまして、国土調査の事業でございますが、今回、国・県の支

出金が５０万２，０００円減額されているのに、一般財源から４０３万３，０００円が追

加という形に示されてますが、これはどういうわけでございましょうか。 

 その点と、３２ページ、町有林管理費という項目でございますが、町有林管理委託料と

して１５０万円計上されています。これは森林組合に対して出してる金額なのか。また、

それならそれで、どの程度の管理を頼んでいるのか、それをちょっとお伺いします。 

○議長（山岡義正君） 柴町民課長。 

○町民課長（柴 久幸君） お答えいたします。 
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 戸籍システムの更新でございますが、来年度、これは戸籍システム、先ほどお答えいた

しました企画提案、プロポーザル型で行おうとするものでございまして、現在２社が一忚

候補、富士ゼロックス、それから現在行われてます日立、この２社で行おうとしておりま

す。 

 ここに掲げております年度別の計画でございますが、これ、もし現在の日立からほかの

業者に変わった場合に変換費用が生じてきますので、現在仮見積で、最大のお金で計上さ

せていただいております。 

 それからプロポーザル、入札ですけども、お金の面と、それから操作性、それからサポ

ート体制、あらゆる面で得点で計算しますので、そういった形でやれば、これよりは尐し

は安くなると考えております。これはすべて一般財源でございます。 

 それでどのぐらい経済効果があるのかと申しますと、これもプロポーザルで１２年間に

わたって、一忚６年ごとにはこういった更新の何千万かというようなお金が生じます、ど

ちらも。その間の５年間、普通の年度は１年間の管理運営費、ここでは４００万程度かか

っておりますが、これについても入札でできるだけ安く、信頼性のおける操作性のいい会

社の選定に努力したいと。 

 先ほど言いましたように、この１２年間で、将来的に例えば四万十町、あるいは須崎市

が同じような業者にもしなれば、この地域全体で電算共同化のことも考えると、すべての

自治体のシステムを１つにすることで安くなると、効率化しやすいということも、将来的

な視野ですけども、そういったことも考えております。経済的には、その部分ではちょっ

とお金をはじくことができませんが、入札によります１２年間の経済的な費用の削減、そ

れから、将来的にあるかもしれない広域化、そういったもので、中長期的な考えで削減に

取り組みたいという考えでございます。具体的な金額というものは、すみません、ちょっ

と出にくいですが、プロポーザルをした後の金額については、また報告できるかと思いま

す。 

 以上です。 

○議長（山岡義正君） 山脇環境課長。 

○環境課長（山脇一生君） お答えいたします。 

 この場所はどこになるのかというご質問でございますが、米奥地区の大橋を渡りまし

て、すぐに道路の北側になる部分でございます。林野庁から払い下げを受けた町有地でご

ざいます。 
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 それから、一斗俵以外の、そのほかの地区はどうなのかということでございますが、こ

れ、昨年度それぞれの地区でワークショップということで、地元の方に集まっていただい

た中で、それぞれ協議をしてきた経過がございます。その中で、一斗俵地区は便益施設が

ないと、トイレ施設が唯一ない地区でもございます。それと、地元の住民の方の前向きな

ご意見、そういったものもあって、公園としての整備をしてほしいということがございま

して、今年度はトイレと、それから標識、それから看板等の案内板、そういったものの整

備をするということで上げております。 

 先ほど、東屋につきましてはログハウスでやってはどうかということ、ご意見がござい

ました。今年につきましてはそういったものの設計、それを計上しております。設計をし

た上で来年度、東屋は設置するという方向でございまして、そういった部分も検討して、

ご意見として反映させることができれば、させていきたいというふうにも考えておりま

す。 

 以上です。 

○議長（山岡義正君） 仲管財契約課長。 

○管財契約課長（仲 治幸君） お答えします。 

 国土調査の関係でございます。まず、県支出金が５０万２，０００円減額になり、一般

財源が４０３万３，０００円となった分でございますけども、県の支出金につきましては

測量部分の入札の減ということで、この分を補助対象から減額したということでなってお

ります。 

 一般財源の４０３万３，０００円でございます。これにつきましては、時間外手当につ

いては、過年度分の処理、また、現年度分の処理ということで、職員の方が残業しており

まして、この手当を見込んでおります。 

 また、１３節委託料でございますけれども、１０２万５，０００円ということで計上し

ておりますけども、これにつきましては、過年度分、平成６年度に調査した区域でござい

ますが、そこでほ場整備が計画されております。この中で県道との間に誤差が生じており

まして、県との協議の結果、国土調査のほうで修正をしなければほ場整備ができないとい

うことになりました。その結果、今回補正を上げていただきまして、赤線及び青線の修正

をするものでございます。 

 以上でございます。 

○議長（山岡義正君） 宮地商工観光課長。 
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○商工観光課長（宮地正人君） お答えさせていただきます。 

 観光総務費のまち歩きマップの作製委託料１０８万円でございますけれども、内容とい

たしましては、町内の観光施設や食事どころが一目で紹介できまして、点在する観光施設

をわかりやすく紹介し、点で結び観光めぐりをしていただき、尐しでも長く町内に滞在し

ていただくことを目的とする観光マップでございます。 

 それから、案内標識の設計委託料につきましては、平成２５年３月に高速道路が延伸予

定になってますけれども、それの観光案内の標識ですが、この設計委託料はあぐり道の駅

から大井野の橋周辺までの３カ所に電光掲示板の案内標識の整備を考えてます。これは、

町、あるいは観光協会のほうから直接操作ができて、今日の行事はこんなことをやってま

すとかいう、日々の行事案内ができるような大きな掲示板を考えてます。そして、例えば

大井野でしたら、十和・大正も含めたいろんな行事が一目でわかるような電光掲示板的な

形を考えております。 

 なお、議員さんおっしゃられますように、マップ及び案内標識につきましては、できる

だけ統一した看板なんかも今後取り組んでいきたいと考えておりますので、よろしくお願

いいたします。 

○議長（山岡義正君） 武市農林水産課長。 

○農林水産課長（武市逸夫君） 町有林管理の委託は森林組合かというご質問でございま

すが、これは場所は見付の轟地区でございまして、ここは森林組合か一般の組合かまだ決

めておりません。 

 それで、規模でございますが、規模のご質問でございますが、作業道を計画しておりま

して、町といたしましては１ヘクタール当たり２５０ｍを目標に作業道をつけておりま

す。そういった関係で、この対象になります山林は３ヘクタールでございますので、７５

０ｍを計画しておるところでございます。その費用が１５０万という補正でございます。 

 以上です。 

○議長（山岡義正君） ２６番池本公夫君。 

○２６番（池本公夫君） わかりました。 

 この戸籍システムですが６，６００、一般財源でございますんで、この文言どおり、や

はり経費削減に一生懸命努めるということで頑張ってください。 

 それと、重要文化的景観の件でございますが、観光を目指すならば一刻でも早く、やは

りせっかく重要文化的景観に認定されましたんで、それを生かすことをとにかく早急に手
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を打っていただきたい。やはり何かをしようと、活気づかそうと思ったら、使えるところ

は金をつぎ込まんとどうしようもないと思います、ただけちってばかりでは。そこのとこ

ろを見誤らんと、ちゃんとつぎ込んでください、つぎ込むところは。 

 それと、国調の件でございますが、時間外手当も出せるぐらい頑張っておるんでした

ら、何かこう成果が余り見えないですね、国調。いつも遅い遅いで、ちょっと遅いじゃな

いということを言われてますんで、その成果を出せるようにとにかく取り組んでいただき

たい。 

 あとは町有林の件はわかりました。作業道でしたら、これは当然必要なことですし、や

ってもらわないけません。 

 それと、まち歩きでございます。やはり電光掲示板的な看板というのは、それは夜間も

見えてうんといいとは思いますが、何ていうがですか、目立つ感覚が欲しいがですよ、こ

の四万十町の看板だという。それで、電光掲示板そのものの中身は変わらんと思います

が、その周りに何か工夫があってもいいんじゃないかなという思いですが、私の思いは。

要は、高知県やったらクジラのマークみたいな、人形みたいなのがありますよね。あれ

の、うちの、この四万十町の看板だというようなものを考えていただけたらうんといいと

思いますが。それと、先ほども言うたように、ほかの要は案内掲示板も、その３カ所だけ

じゃなしに、やはり取り組んでいただきたい。観光目指すんでしたら、そこら辺をよろし

くお願いします。 

○議長（山岡義正君） ほかに質疑はありませんか。 

 １２番林健三君。 

○１２番（林健三君） ３点ほどやらせていただきたいと思います。 

 まず最初に、予算書の中にあります１９ページでございます。２款５項２目１３節委託

料。先ほど池本議員からもありましたが、国土調査事業について、どこに委託するのか、

まずその１点。 

 それから、ページ数は２６ページになります、４款１項６目１３節の、この資料の中に

は４ページにあります汚泥再生処理センター施設整備事業。先ほど田邊議員からもちょっ

と説明がありましたが、焼却施設をやるからという話がありましたが、当初私が聞いた時

点では２７億予算計上、それぐらい要りますいうことがありましたが、今回のこの説明

書、資料を見ますと、約１９億という、ありますが、その差、どうしてこれぐらいの金額

になったのかとお聞きしたいと思います。 
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 それから、ページ数、予算では３５ページの７款１項３目１５節の、この資料の中には

８ページにあります興津坂展望施設整備事業でございますが、予算のほうでは３１２万

２，０００円の中にあります休憩所新築工事１０２万９，０００円。どういう形でどうい

う委託をするのか、それをお聞きしたいと思います。 

○議長（山岡義正君） 仲管財契約課長。 

○管財契約課長（仲 治幸君） お答えをいたします。 

 １９ページ１３節の委託料１０２万５，０００円でございます。これについては長狭物

の測量ということでございますけれども、現在のところ、どこにするのかというとこはま

だ決めておりません。今後入札にするのか、そういった対忚でやりたいと思います。平成

６年のころでございますので、もしデータが相手側に残っていれば、そこにお願いする場

合もありますけども、今のところは具体的にどこというのは決めておりませんので、よろ

しくお願いしたいと思います。 

○議長（山岡義正君） 山脇環境課長。 

○環境課長（山脇一生君） お答えします。 

 汚泥再生処理センターの総事業費の件でございます。２７億が１９億にどうしてなった

のかということでございますが、私が昨年度、２１年度から環境課長になりまして説明さ

せていただく中では、確か１６億８，０００万というような数字はお示しをしたと思いま

す。今回それが１９億になっておる分につきましては、今のセンターの取り壊しと、跡地

利用、そういった部分で１億５，０００万追加したものでございますので、１９億近いも

のということになっております。その前段の２７億円というのは、ちょっと私のほうでは

承知をしていないところです。よろしいですかね。 

○議長（山岡義正君） 宮地商工観光課長。 

○商工観光課長（宮地正人君） お答えいたします。 

 予算資料の８ページの興津坂展望整備事業の工事内容についてお答えをさせていただき

ます。 

 造成工事につきましては通常の造成をさせていただきまして、休憩所につきましては木

造の休憩所と、ガードレールにつきましても木製のガードレールを使った形を、入札をか

けまして行いたいと考えております。 

○議長（山岡義正君） １２番林健三君。 

○１２番（林健三君） まず最初に国調の問題でございますが、池本議員からも話があり



- 28 - 

ました。４０３万、時間外の関係が出ておったようでございます。委託先というのはまだ

決めてないと、今課長のほうから答弁がありましたが、現在国調のほうは、４０３万の件

もありますが、神ノ西か、今年は国調については神ノ西をやっているということでしょ

う。 

 この予算の関係があるかないかわかりませんが、歳出歳入の関係のやつでＧＩＳの件が

計上されております。このＧＩＳというのは、辞書を引きますと「データ化された地図」

という件が載っておりますが、私も街分については随分ＧＩＳの図面を見させていただき

ました。来年度について、今回は神ノ西をやってるんですが、神ノ西は今年で終わるがで

すか。来年度、ほんでどこをやるのか、その辺お聞きしたいと思います。 

 それから、３点目の汚泥の関係でございます、若井の。先ほど田邊議員が言いましたよ

うに、焼却施設を若井じゃなしに銀河のほうで処理するという話がありましたが、その関

係で私の聞いていた２７億か、というがから減額になったのか、再度その辺をもう一回聞

きたいと思います。 

 そして、この汚泥の関係でございますが、今まで稼働して３２年が経っているようでご

ざいます。その間に、課長もわかってると思いますが、協力金。この施設つくったとき

に、私の記憶では４地区、若井、口神、それから大向、そして漁業組合に幾らかの協力金

を払っていたように私は記憶しておりますが、もし今後においてもその協力金を支払って

いくのか、その辺、明確にご答弁いただきたいと思います。 

 そして、興津坂については木造でやると言っておりましたが、展望台といえば、先ほど

池本議員からもありました一斗俵の問題。ぜひともログぐらいでやったら私はいいのでは

ないかと思っておりますが、その辺の課長のもう一回答弁をお願いしたいと思います。 

○議長（山岡義正君） 仲管財契約課長。 

○管財契約課長（仲 治幸君） お答えをいたします。 

 ＧＩＳの関係ですけども、これは平成１９年度末に完成をしております。この成果とい

うものは、国土調査が完了しているところについては国調の成果が入っております。未整

備のところについても、一忚データ化したような形で整備をして、パソコンの画面上に表

示をするような形になっております。 

 このＧＩＳについては国土調査の事業とまた一つ別のもんでございます。国調の成果に

ついては、終わり次第そういった形でデータ化は、毎年見直しはしております。 

 もう一個、過年度分のことでしたか。過年度分については平成９年度からずっと、主に
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１７年度まで残っております。それについては現在の業務と同時進行のような形で取り組

んでおります。場所数で言いますと２７カ所ぐらいあったわけですけども、いま半分ぐら

い終わっております。今年度ほぼと言いますか、３カ所ぐらい残す程度にほぼ今年度完成

し、法務局へ送致というような計画をしております。 

 以上でございます。 

○議長（山岡義正君） 山脇環境課長。 

○環境課長（山脇一生君） お答えいたします。 

 ２７億という数字でございます。合併をしまして、処理場の場所、それから処理方式、

それから焼却場、そういったことが全く白紙の状態で算出した数字が２７億というよう

に、今、ちょっと前課長に聞いたところですが、そういうお話でございます。 

 処理方式、それによって若干の事業費等が変わりますけれども、詳細に検討してきた数

字が今、ここのお手元の資料のほうへ載せておる数字ということになってきます。 

 ただ、今年、基本計画を策定する中で処理方式も決定し、それに伴う建設費、それから

維持管理費、そういったものもその中で詳細に検討することとなっておりますので、この

数字につきましても若干変わる可能性はあろうというふうに思います。そういったこと

で、今現在はここへ載せておる数字が最も現実的な数字ということでご理解をいただきた

いと思います。 

 それから、協力金としての支払いについてどうなっておるかということでございます。

 本施設が３２年たっております。ただ、建設当時、昭和５４年から操業してますが、建

設始まったのは、話が始まったのは五十一、二年ごろからということで、当時、し尿処理

施設というものは全く住民の方に認知をされてなかったというような状況もございまし

て、そういった施設ができると非常に河川の水質汚濁とか、そういったものを心配される

というような状況もあったように思います。それから５年ごとに見直しをするというよう

なことで、５年ごとにそういった形で地元との話というようなことをやってきたというふ

うに聞いております。実際に、今現在、そういった部分での支出もしております。 

 ただ、この３２年間で河川に対する影響、そういったものがはっきり言いまして、全く

与えてないというふうに考えております。その当時の状況と今の状況を考えますと、そう

いった合併浄化槽の普及であるとか、下水道、農集そういったいろんな類似の施設も増え

ていく中で、次回の更新のときにはそういったご理解を願って、そういったものはないと

いう方向でご協議を申し上げていきたいというふうには考えております。 
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○議長（山岡義正君） 宮地商工観光課長。 

○商工観光課長（宮地正人君） お答えをいたします。 

 興津坂展望休憩所でございますけれども、県の木の香るまちづくり推進事業でやってお

りまして、設計の予定では寄せ棟のログ風の休憩所で予定しておりますので、よろしくお

願いいたします。 

○議長（山岡義正君） 髙瀬町長。 

○町長（髙瀬満伸君） 汚泥再生処理センターの２７億という数字でございますが、合併

した当初、庁舎の建設も含めて大規模なプロジェクト、それに対するある一定の合併特例

債の見込みといいますか、それを考慮したときに、その数値ができたというふうに記憶を

しております。 

 その２７億という算定につきましては、近隣の行政、近隣の町村、市町村で大体やった

施設に係る経費、そういったものを算定をして、ほんと大まかな数値で出したものであり

まして、その当時は、課長が答えましたけれども、どこに設置をするのか、そういった場

所も全く白紙の状態でありましたし、広域でやろうというような話も出てきておりまし

た。ですから、本当に近隣の町村の、一番直近でやったそういった施設の経費を参考にし

て算出をしたというふうに思っております。 

 それから、汚泥再生処理施設の建設に伴いまして、下流の集落への協力費。これにつき

ましては、今後のその処理センターの機能とか、そういったものも十分に説明を差し上げ

る中で、ご理解も賜っていきたいというふうには思っておりますが、歴史的なものもござ

いますので、また各集落との協議、そういったものの中で決定をさせていただきたいと思

います。 

○議長（山岡義正君） １２番林健三君。 

○１２番（林健三君） まず、国調の件から行きたいと思います。 

 課長の答弁では、ＧＩＳと国調とは関係がないような話ししてましたが、私自身の考え

では、かなり影響力はあると思いますよ、これは。あれぐらいはっきりした図面、田畑、

家、ここからここまでですいうような感じが出てると思いますよ。私見た感じでは、ＧＩ

Ｓの図面見たときに。ですから、これは町長にお聞きをせないかんと思いますが、今年度

は確か高野、神ノ西の辺をやっていたと思います。今回の一般質問の中でも下元議員から

ありました。一忚町長の答弁では、「５班ぐらい増やして２０年計画でやりたい」と言っ

ておりましたが、私は一番最初に手をつけるのは街分じゃと思います。一番難しいとこ、
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先やって、あとはそれを、街中を５班ぐらいで実測、今実測しているわけですよね。 

 私はいつも言ってるんですけど、大正・十和がやった方式、発泡スチロールをつけて飛

行機を飛ばせと言っておりますが、それが一番の早い、今の、現在のあれじゃないかと思

っております。その点について、町長もうその辺の考えを直していただき、先に街分をや

り、そしてあとの地区については飛行機を飛ばすという手もあります。 

 その中で、今、民主政権に政権も変わりまして、管首相のほうも雇用雇用と言っており

ますが、この間、一般質問の中でも、雇用の面でも、若い者が高校を卒業しても、大学を

卒業しても就職がないというような就職の事情もあります。私たちのスローガンでありま

す「山・川・海 自然が 人が元気です」というスローガンが、町長、出ておると思いま

すよ。それに、こういう雇用してあげることによって、私はこのスローガンが成り立って

いくがじゃないかと私自身は思っておりますので、再度、その辺を、雇用面で森林組合に

委託するがやったら、森林組合の委託の中にも……、私も職員なんかを知っております。

窪川の職員の中にコンサルタントに勤めていた人がおります、その中に。実測にしても私

の専門分野でありましたので、ぜひやらせてくださいという人間がおりますので、早急に

街分をやって、あとのとこは飛行機を発砲スチロール、何回も言いますが、飛ばしていた

だきたいと思いますので、よろしくお願いしたいと思います。 

 そして、汚泥の、若井の問題でございますが、今から、町長の答弁がありましたが、協

議をしていくということでございます。ぜひともその辺は町民の理解を得るためにも、私

は、その施設が２６年度供用開始ということ出ておりますが、それまでに大向、口神、そ

して漁業組合、若井にやるのはもう当然だと思います、その協力金は、その辺のことをぜ

ひ話し合いしていただきたいと思います。 

 そして興津の休憩所のもんですが、寄せ棟ということでやるようでございます。ぜひと

もログで、ぜひとも木造でやっていただきたいと思いますので、よろしくお願いしたいと

思います。 

○議長（山岡義正君） 仲管財契約課長。 

○管財契約課長（仲 治幸君） すみません。お答えをいたします。 

 ＧＩＳと国調の関係でございますけども、これにつきましては確かに国調の成果は入っ

ておりますけども、国調が済んでない地区も、航空写真と照らし合わすと、ほとんど変わ

りないような形で見えます。しかし、それはあくまでも境界ではございませんので、あく

までもＧＩＳは参考資料ということでございます。ということでご理解のほどお願いをし
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たいと思います。どうしても境界見るには国調の成果、あるいはそういったもので、図面

で見ていただきたいというふうに思っております。 

 それから、現在行っております若井、高野のほうですけども、１９年度から入って、２

０年度はご存じだと思いますけども、過年度分の処理ということで現地には入っておりま

せん。そしてまた今年度、新たに入っていくとこでございますけども、来年度ぐらいで若

井のあたりが終了するかなとは思っております。 

 それから、街分を先にという件でございますけども、これについては前前田町長がおい

でるときに、第６次計画の１０年計画を計画する場合に、山林部分、また興津地区、また

街分をどうするやという協議をしております。ただ、その中で、山林部分については不在

地主がだんだん増えてくるだろうということで、山林部分を先に実行しようということで

判断をされております。ということで、山林部分からまた再度入った経緯がございます。 

 森林組合の関係ですけども、これはこの前、１４番議員さんからも質問を受けたとこで

ございます。今年度から始めて、一筆地調査について森林組合に委託をして、２名の方が

入っております。これについては、今年度は地目等の調査の関係を、境の問題もあります

ので職員も同行しておりますけども、本年度ほぼ本日で一旦終わりますが、森林組合のほ

うで今２名体制ですけども、今後面積を増やしたときにどんな対策ができるのかというこ

とを、終わった段階で協議したいと思っております。 

 先日もお話をしましたように、まだかなり、１１８平方キロメートルというもの残って

おりますので、今後においても早急に完成させたいという思いをしております。森林組合

とも協議をして、面積をどれぐらい増やして対忚できるのか、また、測量の部分もござい

ますので、そういった一概に面積を増やすだけではなくて、そういった協議もし、また一

筆の筆数、それにもかかわってきます。筆数が多いとやっぱり測量とか調査にも時間を要

しますので、そこら辺勘案しながら、なるだけ多くの面積を実施したいというふうに考え

ておりますので、よろしくお願いしたいと思います。 

○議長（山岡義正君） 髙瀬町長。 

○町長（髙瀬満伸君） 国土調査につきましては一般質問でもお答えをさせていただきま

したが、前前田町長の悲願でございまして、２０年という思いも持っておられました。 

 それを一つの目標にして頑張っていきたいと思いますが、私とすれば受託先の森林組合

の体制が整えば、どんどん事業は拡張していきたいと思っております。今、そのちょうど

移行期間といいますか、勉強期間といいますか、そういった期間というふうにとらえてお
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りますので、これから森林組合の体制が整って面積を増やすと、増やせるということにな

れば、最大の事業量、そういったものにこぎつけていきたいというふうに思っておりま

す。何とか２０年で終了させたいと、それを１つの目標とさせていただきたいと思いま

す。 

○議長（山岡義正君） ほかに質疑はありませんか。 

 ２１番牧野利惠子君。 

○２１番（牧野利惠子君） 何点か質問をさせていただきます。 

 その中で、本当に恥ずかしながらと言いますか、私はアナログ人間ですので、デジタル

の言葉というのには非常にわからないことがあります。そこで、本当にこれは勉強不足で

申し訳ないんですが、例えば１６ページの電算管理ＡＳＰ共同利用型住宅情報システム・

データ移行というので、１，２７２万８，０００円の予算がついておりますが、先ほど、

ＧＩＳとかＧＰＳということについてはやっと追いつくことができましたが、今度新たに

ＡＳＰというのは何だろうかというので、ちょっとそこの説明をしていただきたいと思い

ます。 

 次に、税務総務費、予算書の１８ページにeＬＴＡＸ国税連携システム対忚のそれで８

７８万３，０００円の予算がついております。これは、よく税の申告なんかで、国税局と

インターネットで今回申告できるようには国税なんかではなっておりますが、このことに

関しては、町税とかもこれが可能になるかどうか、そのために連携システムを対忚してい

るのか、ちょっとそこの機能的なこと、そこを説明をお願いしたいと思います。 

 それから、ページ１６ページの２款５のケーブルシステム管理運営費の中で音楽使用料

６４，０００円、著作権料だと思います。これについては年間どれくらいの著作権料が、

これ以降、大体どれくらい使われていくかということについて質問をいたします。 

 そして次に、２６ページの衛生費のところです。窪川駅前のトイレ清掃委託１３万円追

加があります。大体トイレ清掃委託ということでは、年間委託料というのは決まっている

と思うんですが、追加補正ということ、これはどういうところから追加になったのかとい

うことを教えていただきたいと思います。 

 また、先ほどから一斗俵の沈下橋の公園整備費等でトイレの清掃等、工事費で、設計管

理とともに３４０万の予算がついておりますが、これ、完成したときにはトイレの清掃及

び管理はどこがやられるのかということについての質問です。 

 次に、ページ４７の教育費で文化財保護費。重要文化的景観保存活用計画策定業務委託
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で５２３万４，０００円の予算となっております。先ほどどなたかの、執行部のご答弁

で、このワークショップも、住民の間でのワークショップも行ったというふうに聞いてお

ります。この重要文化的景観、本当にこれは地域を挙げて、町を挙げての、町ぐるみでの

景観保存というのは非常に重要なことでございますので、この活用計画策定委員等にどう

いうメンバーが入るかということをお答えいただきたいと思います。 

○議長（山岡義正君） 敷地企画課長。 

○企画課長（敷地敬介君） ＡＳＰについてご説明をさせていただきます。 

 ただ、すみません、私もアナログ人間でして、実はこのＡＳＰ、わかりませんでした。

それで、インターネットを通じて調べてみたんですが、やはりちょっとわかりにくいがで

す。実際、ＡＳＰとは、これ、辞典で書いてますが、「パソコン用のアプリケーションソ

フトをインターネットやウエブブラウザを介して使用できるようにするサービス」と書か

れちゅうがです。ちょっとわかりにくいので、ＡＳＰは置きまして、そのあとの共同利用

型住民情報システムということで説明させていただければ、尐しは理解できるんじゃない

かと思いまして、ちょっと説明させていただきます。 

 この共同利用型というのは今年度の当初、３月議会のときに行政報告のほうでも説明さ

せていただきましたが、先ほど町民課長のほうもちらっと触れておりましたが、四万十

町、土佐市、須崎市、中土佐町、津野町の５町村で住民情報系システム、住民票とか税と

かいう、一番住民情報の関係の基幹となるシステムでございますが、これを５町村で共同

化で利用しようという計画がありまして、これに今現在、取り組んでおります。 

 先ほどの戸籍システムと同じで、合併当初にこのシステムを四万十町で入れたわけなん

ですが、使用期間といいますか、耐用年数といいますか、５年、６年が大体耐用年数でし

て、更新の時期が来てます。２４年４月に開始するという予定で、今このシステムの開発

に取り組んでおります。 

 この共同利用型というその内容なんですが、今までは、四万十町もそうなんですが、四

万十町と業者との契約で、四万十町独自のシステムを入れていたわけなんですが、これを

５町村で共同でシステムを入れろうとしております。つまり、業者のほうは１社になりま

して、その業者が構築したシステムを各町村が通信回線により使用すると。多分これがＡ

ＳＰ、通信回線で業者が持ってるシステムを利用するという、ここらあたりがＡＳＰの言

う意味じゃないかなと勝手に判断しているとこなんですが。ＡＳＰです、すみません。は

っきり言って、私もこのＡＳＰにつきましては、すみません、詳しい説明はできません。
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申し訳ありません。すみません、５町村と言いましたが、５市町です。 

 それで、今、共同化の話をさせていただいておりましたが、ここでこの予算の説明にな

ってしまうんですが、今回、データ移行作業委託料ということで計上させていただいてお

ります。今の日程でいきますと、当初予算に要件定義の委託料５００万を計上させていた

だいておりまして、それによりまして、今年の８月に業者のほうと契約をしております。

その業者のほうの話によりますと、２４年４月に５市町が導入するということになれば、

早期に、今現在使っているシステムからデータの掃き出し作業が必要ということで、今回

この掃き出し作業に係る分を予算化したところです。 

 ちょっとわかりにくかったですが、以上です。 

○議長（山岡義正君） 松田税務課副課長。 

○税務課副課長（松田好文君） 税務課からお答えさせていただきます。 

 予算資料の１７ページ、１８ページのところですが、ＡＳＰ通信委託料、これは何です

かということと、eＬＴＡＸ連携システム対忚に予算が計上されているが、これについて

説明ということでした。 

 まず、ＡＳＰ通信委託料ですが、これは実は地方電子化協議会というところで国税連携

システムについて対忚をしております。これは全国の市町村全部加入ということを目標に

今、一斉に対忚しているところでございます。 

 それでまず、ＡＳＰ通信委託料。これについては先ほど企画課長からもありましたが、

通信委託業者に地方電子化協議会がプロバイダー的な役割を委託しているという形になっ

ております。これまでは年金なんか、日本年金機構から年金情報なんかをもう既に取り入

れておりました。それについて、月１万５００円支払っていたところですが、今回、実は

国税連携システムを構築することはどういうことかというところですが、２月、３月に確

定申告をやるわけですが、その確定申告書３枚つづりになっております。その３枚つづり

の真ん中に、２枚目に住民税部分があります。私たちは「マル住」という言い方をしてる

わけですが、税務署に申告した場合、その２枚目を切り取って各市町村に税務署が送って

きてくれたわけですが、今回からはその作業はしないということになりまして、電子媒体

で送りたいということですので、今あるシステムを改修しなければならないということに

なりまして、そうなるとまた、委託しているＡＳＰの通信委託料も増えるということで

す。いくら増えるかというと、月２万９，４００円増えることになってまして、その分を

計上させていただいたということです。 
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 そして、次のページの対忚作業委託料として、eＬＴＡＸ国税連携システム対忚作業委

託料として８４８万３，０００円、それから備品購入費として３０万円、補正で上程させ

ていただいているわけですが、これについてはその改修作業料ということと、備品のほう

は端末機の１台購入ということでございます。 

 それから、１９節の２万４，０００円、関係費負担金の減額ですが、これは既に計上し

ていたもの、全国の平均値で計算しますので、その差が２万４，０００円あって、マイナ

ス、減額されて、もうこれ支払ってますので、今回マイナスで上程させていただいたとい

うことでございます。 

 以上です。 

 すみません、抜かっておりました。町税に対忚できるかどうかという質問ですが、税は

普通、確定申告書を税務署に流して、私たちがその税務署へ行って、今まではその資料を

コピーさせてもらったり、最近は確定申告書が３枚つづりになって、２枚目を送っていた

だくという作業で町民税を課税していたわけですけど、結局税務署は紙ベースでは出さな

いという方針決定しましたので、今回、電子媒体で受け取るシステム改修するということ

で、町税にも当然、役に立つということになります。 

 以上でございます。 

            （２１番牧野利惠子君「ちょっと最後のところが聞こえなかっ

た。町税」と呼ぶ） 

 結局、その情報がなければ、町民税、国保税の課税ができませんので、改修をして税務

署から電子媒体で送っていただく情報を取り入れて課税させてもらうということですの

で、町税課税のために役に立つ改修ですので、よろしくお願いいたします。 

○議長（山岡義正君） 岡本十和総合支所長。 

○十和総合支所長兹地域振興課長（岡本順一君） 予算書１６ページ、ケーブルシステム

管理運営費の音楽使用料についてお答えをいたしたいと思います。 

 これにつきましては、６万４，０００円、著作権料でございます。今回、日本ケーブル

協会で各団体の払う額について調整をしていただいておりましたけれども、これが今回２

団体決まりましたので、２団体分６万４，０００円を計上しております。 

 なお、全体の音楽使用料でございますが、昨年度は３４万２，１７５円を支払いしてお

ります。 

 以上です。 
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○議長（山岡義正君） 市川政策監。 

○新産業・まちづくり担当政策監（市川敏英君） お答えをしたいと思います。 

 ページの４７ページになりますが、文化財保護費の５２３万４，０００円の分でござい

ますけれども、うち４００万について説明したいと思います。 

 現在、重要文化的景観につきましては、四万十川流域の流通往来ということで、国のほ

うには選定も受け、なお追加をしているとこでございます。今回、海の部分、港の部分を

出してはどうかということでございまして、志和及び興津につきまして、その流域が大変

歴史的背景がしっかりしたものがあり、なおかつこれは大変重要なところであるというふ

うな判断をしまして、これを調査していこうとするもんでございます。 

 これを受けまして、この調査をしますと、文化的景観保存計画策定委員会というのにか

けて、これが確かにいいのかどうかというのも精査しなくてはいけません。その部分につ

きましては、学識経験者並びに文化財保護審議会の委員さんを中心とする９名のメンバー

で構成されております。なお、これを受けまして、なおサポート軍団がおりまして、そこ

にはオブザーバーとして奈良文化財研究所、それから県の文化財の課長補佐等も入ってい

ただいて、これについてはオブザーバーとして参加してもらっております。今回は、志和

から興津にかけまして、大鶴津、小鶴津もありますが、それらの世帯も含めまして、全体

を調査をしていきたいと考えておりますので、ひとつよろしくお願いをいたします。 

○議長（山岡義正君） 山脇環境課長。 

○環境課長（山脇一生君） ２６ページの窪川のトイレの委託料についてお答えをいたし

ます。 

 この窪川のトイレにつきましてはシルバー人材センターのほうへ委託をしておりまし

て、そこで清掃してもらっております。今回、卖価を統一卖価ということで改めましたの

で、それによります不足ということで１３万円の計上となっております。 

 それから一斗俵の公園整備の中でトイレがございます。これについて、完成した場合に

地元に清掃を委託するのかというご質問であったと思います。現在そういった方向で考え

ているところでございます。 

 以上です。 

○議長（山岡義正君） ２１番牧野利惠子君。 

○２１番（牧野利惠子君） どうもありがとうございました。 

 なかなかＡＳＰとか、先ほどのeＬＴＡＸとか、そういうシステムというのは非常にわ
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かりにくいし、こういう多額の予算が組み込まれていきますので、もちろん住民の多くは

私のようなアナログの方が多いのではないかと思いますので、ぜひ用語とか、そういう

の、今後、広報等も通じて、ぜひそういうのを説明してほしいと思います。そこですね。 

 それから次に、駅前のトイレ清掃委託ですが、統一卖価にしたということで、それでは

統一卖価というのはどういうのか。それから清掃の回数というか、週にどれくらい委託し

ているかということを教えていただければと思います。 

 それから、一斗俵、この公園なんかに新しくトイレが設置されるということ。特にこの

地域においては、もともとキャンプの県外客等が無断で、非常に衛生的にもよくなかった

ということで、地元の方が、また周辺の方々が熱望されて設置されるということで、非常

によかったと思います。ただし、せっかく観光地に来ても、トイレが汚かったという例

が、時々そういう話を聞くことがありますので、どこへ委託するかですが、まずは観光の

人々が見るのは、トイレがきれいかどうかということ見ますので、そこら辺はぜひ、住民

の方々とも一緒に協議をしていただきたいと思います。それについてのご答弁をお願いし

ます。 

 また、今回の重要文化的景観保存活用計画策定ということで、志和から興津にかけて調

査をしたいということでした。先ほど、一斗俵のところではワークショップを去年やられ

た。そこで初めて一斗俵の方々も興味を持って、今までそういう文化財の話をしたことの

ないような方が、すごく地域に興味を持っているという話を向こうのほうからしていただ

いたことがあります。そういう意味では、地域にどういう喚起させていくかということが

大変重要でございますので、専門家だけではなしに、ぜひ地域住民を巻き込んでほしいと

思いますが、その点についてのご答弁をお願いいたします。 

○議長（山岡義正君） 市川政策監。 

○新産業・まちづくり担当政策監（市川敏英君） お答えをしたいと思います。 

 先ほどの中で、やはり重要文化的景観、文化財というのは大変わかりにくうございまし

て、これをすると制約ばかりがかかって、全然地域にプラスにならないとかというのもた

くさんあったとは思うんですが、重要文化的景観につきましては割と柔軟に対忚もできて

いく中で、その重要構成要素になったものについては、ある程度国からの支援も得られる

というような利点もあります。その中で、そういうことが理解されるためには、やはり地

域との中でワークショップとかいう形で理解してもらうための方策はしていかなくてはい

けないと考えております。 
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 若干内容を、どう言いますか、半分ぐらいといいますか、ある程度調べまして、そこか

ら入っていくのがいいのではないか。こういういいものがあるじゃないですかという、や

はりちょっと見せてあげないとわからない部分ってたくさんあると思いますので、皆さん

にそういうやり方で進んでいってはどうかと、今のところは考えておるところでございま

す。 

 なお、いい意見があれば、皆さんの意見を聞きまして私のほうも修正しながら、みんな

に理解されやすい、わかりやすい方法でなるべく進めていきたいと考えておりますので、

ひとつよろしくお願いをいたします。 

○議長（山岡義正君） 山脇環境課長。 

○環境課長（山脇一生君） お答えいたします。 

 駅前のトイレの卖価の件でございますが、当初、時給７５０円ということで組んでおり

ました。臨時の賃金の時間当たり卖価８３９円ということでございますので、今回そこを

統一したということでの補正になっております。 

 以上です。 

○議長（山岡義正君） 宮地商工観光課長。 

○商工観光課長（宮地正人君） お答えします。 

 一斗俵の沈下橋の駐車場のトイレの件ですけれども、トイレにつきましては観光施設す

べてにおきまして、本当にきれいにしていないと、来てくれる方に迷惑をかけると思って

ます。現在、一斗俵の沈下橋につきましては仮設のトイレをやってますけれども、それは

地域の方にやっていただいてます。引き続き今回の公園につきましても、地元にお願いし

たいとは考えておりますけれども、観光施設全体にトイレをきれいにするというのが基本

でございますので、それを念頭に置いて取り組んでいきたいと思いますので、よろしくお

願いします。 

○議長（山岡義正君） ２１番牧野利惠子君。 

○２１番（牧野利惠子君） 大体わかりました。 

 若干気になるところですが、これは、業務委託をするというとき、駅前の清掃委託のこ

とです。働く方にとって賃金が増えていくというのは、それは結構なことだと思います

が、ただ、業務委託というのは行財政改革の一環として、でき得る限りそういう財政をス

リムにしていくというところで外部委託などはあるわけですが、７５０円から８３９円に

なったいうの、そこがちょっと腑に落ちかねるところですが、その点については交渉の段
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階でどうだったんでしょうか。 

○議長（山岡義正君） 山脇環境課長。 

○環境課長（山脇一生君） お答えいたします。 

 その卖価のアップということにつきましては、臨時賃金の卖価が６，７００円というこ

とでやっております。そういったものを割り戻しますと８３９円ということで、ほかにも

シルバーのほうへ委託している他の業務等もございまして、８３９円でやっているところ

です。今回それに、当初の契約の時点で合わせたということで、当初予算を組んでおった

７５０円で不足した部分、これを追加させていただいということです。 

 今後におきましては、業務委託をする場合の行政のスリム化といったような観点も当然

のことでございますし、再度、来年以降については管財、財政、そういったところと協議

しながら、再度、来年に向けてまた一考していきたいというふうに考えております。 

○議長（山岡義正君） 質疑の途中ですが、昼食のため、ただいまから１時３０分まで休

憩をします。 

            午後 ０時０４分 休憩 

            午後 １時２９分 再開 

○議長（山岡義正君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 総務課長より予算書の訂正の申し出があっておりますので、これを許可します。 

 樋口総務課長。 

○総務課長（樋口 寛君） 大変申し訳ありませんが、予算書、一般会計補正予算に誤り

がありましたので訂正をお願いしたいと思います。予算書の１６ページでございます。午

前中に質疑のございました、４目電算管理費の１３節委託料でございます。「ＡＰＳ」と

ありますけれども「ＡＳＰ」の誤りでございますので、申し訳ありませんが訂正をお願い

します。 

○議長（山岡義正君） 総務課長の訂正は以上です。 

 続きまして、１２番林健三議員より質疑に関する訂正の申し出があっておりますので、

これを許可します。 

 １２番林健三君。 

○１２番（林健三君） 先ほど、２６ページと、予算書では４ページにあります汚泥再生

処理センターについて、私質問しました。その中で、大向、若井、それから漁業組合、そ

して口神の件で言いました。すみません、私の質疑の中で不適切な発言をした旨、その部



- 41 - 

分を訂正していただきたいと思いますので、よろしくお願いします。 

○議長（山岡義正君） １２番林健三議員の訂正の申し出はこれを許可することに決定し

ました。 

 続きまして、山脇環境課長より先ほどの答弁に関する、答弁漏れによる追加の申し入れ

があっておりますので、これを許可します。 

 山脇環境課長。 

○環境課長（山脇一生君） 先ほどの私の答弁の中で答弁漏れがございましたので、答弁

をさせていただきます。 

 窪川トイレの清掃についての質問の中で、トイレの汚いのはイメージダウンにつながる

のできれいにしてほしいと。それで窪川トイレの清掃回数についての質問でございまし

た。それにつきましては、午前に１回２時間、それから午後１回２時間というふうに、１

日に２回の清掃で対忚しております。 

 以上です。 

○議長（山岡義正君） 以上で山脇環境課長の答弁の追加を終わります。 

 ほかに質疑はありませんか。 

 ２０番田邊客子君。 

○２０番（田邊客子君） これだけはどうしても言っておきたいと思いまして、質問いた

します。 

 先ほど、池本議員が３４ページ、商工費の観光費の３目の観光費のとこで質問いたしま

したが、案内板の標識の委託料ということで、電光掲示板という答弁がありました。ま

た、その下にフォトスポット撮影用標識設置工事費として６０万あります。非常に尐額で

はありますが、四万十町が文化景観の指定を受けました。これは全国でもまだ１０カ所と

いう非常に貴重な指定でありますが、標識というのが非常にこれから大事になってくると

思います。 

 統一した標識をつくっていきたいということでありましたが、ヨーロッパではほとんど

大きな標識はありません。本当に自然にマッチした、余りけばけばしくなく、皆さんにわ

かる範囲の標識を立てております。ある面、四万十町のすべての顔になりますので、これ

は政策監もおりますが、どうかこの標識のあり方、普通の慣行ではない、この四万十川に

は癒しを求めて皆さんおいでますので、本当にこう癒されるような自然にマッチした、そ

ういう看板をつくらなければいけないと思うわけですが、そういった専門的に、政策監お
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りますので、ぜひこの点ではあっちこっちにばらばらな標識が立てられても困りますの

で、設定してちょっと専門的に勉強なさって、しっかりしたものをつくってもらいたいな

と思うわけです。 

 それと、フォトスポットというのは、多分写真をここで撮ったらいいですよという場所

の設置だと思うんですけど、それはその人の感性の問題で、ここがいいと思った人がそこ

で撮るわけで、ここまでやらなくてもいいだろうと。逆に自然の中にそういうものがある

ということが異質な感じがするわけですが、そういった点で、なぜ文化的景観の指定を受

けたかという視点で、ちょっと観光も含めて考えていただきたいなと思って質問したわけ

ですが、その点での、ちょっと予算と外れるとこもありますが、電光掲示板というのは果

たしてこの山の中に似合うかなと思って、ぴんと来ないわけですが、その点、答弁があり

ましたらお願いします。 

○議長（山岡義正君） 市川政策監。 

○新産業・まちづくり担当政策監（市川敏英君） 案内板とか標識というのは大変重要で

ございまして、今、高速道路ができるまでの間に、いかにつくらないかんかということで

今頑張って、県の予算等もいただいてやってると思うんですが、重要文化的景観の中の景

観にマッチしているかということで、随分案内板については議論されてまして、現在は整

備検討委員会というのを設ける中で、簡素な表示板をつくっておる状況があります。した

がって今後も、議員おっしゃるとおり、全体に大型化するだけではなくて、やはりわかり

やすいというのが一番大事とは思いますけれども、案内板につきましては十分議論もして

いきたいと考えておりますので、よろしくお願いします。 

 それから、案内板でも国道なんかに設置する場合は規格も決まっておりますので、それ

についてはどうしようもないというところもありますけれども、それぞれの案内をされる

部分で、１カ所について２つも３つもその案内板があるようなものもあります。場合によ

っては登録文化財があり、重要文化的景観があった場合には２つの案内板がそろったりも

しますので、若干そういうことについては違和感があるということで、観光客の方からも

意見が出てもおりますので、そういうことにつきましても整理をしていく必要があると思

います。したがって今後は、若干そういうことについて議論しながら進めていきたいと考

えますので、よろしくお願いをしたいと思います。 

 電光掲示板といいますか、これにつきましては、道の駅にも設置するようになってると

思いますが、それぞれに地域のイベントを案内するには大変有効な手段とは考えておりま
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す。今の四万十川沿いに設置するということにつけば、大変違和感があるものかなとは考

えますが、大勢の方が集まる場所についてどうあるべきかというのも、若干検討はしてい

きたいと考えますので、よろしくお願いいたします。 

○議長（山岡義正君） 宮地商工観光課長。 

○商工観光課長（宮地正人君） すみません、お答えします。 

 フォトスポットの撮影用の標識設置ですけれども、昨年、県の景観整備事業、１００％

事業ですけれども、県下全域でそれぞれの特徴のある写真撮影のできる場所をということ

で、昨年、一斗俵の沈下橋の周辺、それから下津井の眼鏡橋、それから鯉のぼり公園の場

所でフォトスポット撮影のできる場所を整備させていただきました。今年はそういった場

所に、３カ所なんですけれども、ぜひ看板を置いて、写真を撮りながら、そこの説明がわ

かるような形のものの看板を置くような形をどうかということで、今回３カ所検討させて

もらっているところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（山岡義正君） ２０番田邊客子君。 

○２０番（田邊客子君） じゃ、フォトスポットというのは既にもう設置をしているわけ

ですね。そして看板を今度はつけるということ。 

 それと今、拠点ビジネスで、観光部会でいろいろ論議をしてます。その中で、看板の話

というか、いかに四万十川に誘客を引き入れるか、看板をどんなにするかということも話

し合いをしてますので、そことの連携もしながら、急がず、皆さんの意見も聞きながら、

ぜひこれはやっていただきたいと、看板、思うがですが、その点、しっかり連携がとれて

検討しているのかということもお聞きしたいし。答弁ありましたら。 

○議長（山岡義正君） 宮地商工観光課長。 

○商工観光課長（宮地正人君） 昨年行いましたフォトスポット撮影場所の整備は、そこ

の周辺を草刈り作業的にして、見えるようにいたしました。今年はそういった見えるよう

に、写真撮影ができるようになりましたので、本年度はそこの周辺に看板をやるという形

でございます。 

○議長（山岡義正君） ２０番田邊客子君。 

○２０番（田邊客子君） どうもぴんと来ないんですけど。どうもそういうとこに、自然

の中にぽっとそういうのあるというのは非常に違和感を感じるわけですが、本当にそれは

その人の感性の問題なんでね、ここがいいと思うのは。強制的にここですよというよう
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な、変に日本の観光地というのはそういうところあるんですよね。変に宣伝するという

か、強制するというか、皆さん一緒でなければいけないみたいな。一緒に感じなきゃいけ

ないというようなとこがあるんですけど、それは本当に来た人の考えよう、感性の問題な

んで、そこは自由にさせてあげたらいいかな思うんですけど、まあ検討してみてくださ

い。予算計上されましたが、そういうとこ、もう尐し深く検討していただければなと思い

ます。ご答弁ありましたら。 

○議長（山岡義正君） 市川政策監。 

○新産業・まちづくり担当政策監（市川敏英君） 昨年も県のほうの事業がありまして、

フォトスポットの分で整理させてもらった経緯あります。 

 来られた方が割と短時間に、長時間なかなかおれない方で、写真を撮るところが、どこ

かいいところありませんかねという。特に一斗俵なんかではちょっと上に上がりますと、

今そのスポットがあるわけですけれども、そこがわかりにくいがです。そういうことで、

若干そういう方のフォローするといいますか、そういうとこありますよというような形で

今回は計上してると思うんですが。言われるように、それぞれの感性があって、すべてが

きれいに見えなくても、部分的なものでもいいかもしれません。そういう面につきまして

は十分検討していかさせていただきますので、よろしくお願いします。 

○議長（山岡義正君） ほかに質疑はありませんか。 

 ２３番宮地章一君。 

○２３番（宮地章一君） 池本議員、牧野議員、今の田邊議員といろいろ質問がありまし

た。 

 私は重要文化的景観の整備事業について質問いたします。 

 この１点だけですが、非常に気になっておりますので質問するわけですが。本年度３，

４００万、来年度２，０００万の事業費が組まれておりますが、例えばトイレと標識、看

板等で３，１００万と、非常にものに対して事業費が高いという思いがするわけです。 

 確かに国の選定を受けて補助金をいただける事業ということでございますが、いかにも

この東屋の設計料にいたしましても、こういうものだけで２００万とかいうような事業費

の高い事業になっておるということで気になっておるわけですが。何千万もかけてトイレ

をつくって、どんなもんができるかという思いがするわけです。それが何か思い浮かばん

わけですが、あの一斗俵沈下橋を中心にどういう感じのものができるか、説明だけでは難

しいかもわかりませんが、ちょっと説明をいただきたいわけです。例えば、私が気になっ
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ておるのは、何年か前にふるさと創生事業で私の地区でも東屋をやりました。非常に立派

な東屋ですが、当時のせいもあるかもわかりませんが、東屋が１２０万くらいです。それ

がかなりすばらしい東屋ですので、そんなことから見てみますと、この予算を見てみます

と非常に事業費が高いという思いがしますので、お尋ねしたいと思います。 

○議長（山岡義正君） 山脇環境課長。 

○環境課長（山脇一生君） お答えさせていただきます。 

 ３，１００万の事業費でございますが、そのうちトイレ部分につきましては１，５００

万、それから休憩所、それから植栽とか案内板等で６００万と、合わせまして３，１００

万というふうに内訳としては見込んでいるところです。 

 確かにまだ設計ができておりません。測試の中でトイレの設計、これを１００万充てて

おりますが、その設計によってはもっと安く上がる場合もあろうかと思います。トイレと

併せまして遊歩道でありますとか、そういったいろんな部分を組み合わせておりまして、

予定では遊歩道の設計等も含めて今年度やって、遊歩道は来年やるということになってま

す。 

 トイレの場所にしましては、道路の单側にトイレは設置したいと。ただおきが若干高さ

がありますので、そういったところの構造物、それから取り合わせ、それから駐車場への

入り口の部分。いろいろ工事の内容としましては出てくる可能性はございます。 

 今、補助金の交付の申請の中で、既に２，２００万というお金は、補助金の交付決定が

来ているところでございまして、その範囲の中でできるだけやっていきたいというふうに

は考えております。 

 以上です。 

○議長（山岡義正君） ２３番宮地章一君。 

○２３番（宮地章一君） 将来的に見まして、一財も半分以上投資をするわけですので、

いかにもトイレに１，５００万というのは、常識的に考えると住宅ができるのではないか

というくらいのお金をかけてトイレをやるということですが。 

 それと、これは、行政が事業をやる場合の、僕は一番大きな欠点ではないかというふう

に思いますが、設計料などにしましても非常に高いような思いがいたします。もう尐し経

費をかけない形でできないかなという気がするわけです。 

 例えばトイレですと、一斗俵、確かに重要文化財で、観光地として人が入ってきてくれ

るという要素は随分あると思いますけれども、あそこに一挙にたくさんの人が一遍に来る
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とかいうことは余りないんじゃないかという気もするわけですので、トイレの設計なんか

ももう尐し考えなければいかんじゃないかなという思いがします。 

 それと、維持管理ですが、牧野さんの質問にもありました。地元の人をということです

が、よっぽどしっかりしておかないと、こういう非常に大事な観光資源になるとこについ

ては、常に清潔にしておくということが必要ですが、あの地区というのは本当に高齢化が

急激に進んでおります。そういう中で、契約を結ぶ時点でよほどしっかりした契約をする

なりしておかないと、維持管理というのは大変になってくるなという思いがいたします。

 今、ちらっと話しましたけれども、私の地区でもふるさと創生事業で３００万かけて公

園をつくりまして、東屋もやっておるわけですが、本当に失敗だったなという思いがして

おります。ほとんど１年を通して人が行くことがないという中で、地域は毎年２回の草刈

りをやってます。大変な草刈りですが、毎年草刈るだけの公園という状況もありますの

で、そういうことを踏まえて、この事業については十分気をつけていただきたいというよ

うに思います。維持管理等について、そして事業について、もう一度何かあれば答弁願い

たいというふうに思います。 

○議長（山岡義正君） 山脇環境課長。 

○環境課長（山脇一生君） お答えいたします。 

 トイレ、それと設計委託、ともに高いんではないかというご指摘でございます。 

 これにつきましては、設計の委託によりましてトイレの構造、そういったものも決まっ

てくると思います。できるだけ安うに、そして景観にマッチした、重要文化的景観の地区

に建てるトイレとして、みんなが違和感なく、便利に利用できる、そういった施設にした

いと思いますが、経費的には十分できるだけ安く、そしてできるだけ安く浮いた分はほか

の整備に、公園整備の中で動かしていきたいというふうには考えております。 

 それと、維持管理のほうでございますが、それこそ合併浄化槽にいたしますと電気代、

それから清掃委託費もろもろかかるということもございまして、できるだけ維持管理を削

減しようということで、学校の施設へつなぐことも可能ということございまして、そうい

った形での節減は図っていく予定でございます。 

 以上でございます。 

○議長（山岡義正君） ほかに質疑はありませんか。 

 ２番岡峯久雄君。 

○２番（岡峯久雄君） 議案第５１号一般会計補正予算ですけれども、ほかの議員から質
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疑が出るかなと思っておりましたけれども、出なかったので１点だけ質疑をしたいと思い

ます。 

 予算資料の１ページ、生活交通再編事業ですけれども、急速な高齢社会とか、学校適正

配置、また、診療所への送迎など、公共交通の再編というのは今後重要な課題かと思いま

す。 

 そこで、事業の概要の中で、モデル的な試験運行をするということですけれども、実施

のする内容、例えばコースのこととか、その点と、それから、７１７万４，０００円、委

託料と車両購入費が予算に上がっておりますけれども、この部分はどこに委託をされるの

かをお伺いしたいと思います。 

○議長（山岡義正君） 敷地企画課長。 

○企画課長（敷地敬介君） 生活交通再編事業の実施内容という質問でございます。お答

えいたします。 

 これは昨年度、２１年度から計画書のほうを策定しまして、四万十町内の公共交通の再

編をやろうということで、今、企画課のほうで取り組んでいるところです。 

 まず、地域別に行っていこうということで、十和地区から見直しのほうを図っていくい

うことで、昨年度から取り組んでおります。昨年というか、本年の３月から６月にかけま

して、十和地区の各集落へ住民意見の交換会といいますか、住民意見の聞き取りを行いま

して、今回、実証運行をやろうとするものでございまして、今回計画しておりますのは、

十和地域で今、公共交通というか、路線バスが走ってない地区、その地区に実証運行とし

まして、週に１回その地区を走らすという形で行いたいと今、考えております。結局、４

集落をやる予定でございまして、１集落につきましては週に１回、今回購入したバスを使

いまして、例えばその日にはその集落を１日、十和地区内の中心地までのピストン輸送で

回数を増やしてやりたいと。ただ、１集落につきまして週に１回という形で考えておりま

す。 

 それと、委託先ですが、これは北幡観光のほうへ考えております。 

○議長（山岡義正君） ２番岡峯久雄君。 

○２番（岡峯久雄君） すみません。説明のあった部分もあったということですけれど

も。 

 この試験運行の３カ月間の委託料。これは多分、直接経費といいましょうか、運転手の

賃金とか燃料代とか、そういう部分かなと思いますが、３カ月間の試験運行後の車両の取
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り扱いはどういうふうなことを考えられておりますか、伺います。 

○議長（山岡義正君） 敷地企画課長。 

○企画課長（敷地敬介君） 車両のほうにつきましては、補助金ということで北幡観光が

購入します。町のほうは、それに補助を出すという形になっております。 

            （２番岡峯久雄君「委託料の関係」と呼ぶ） 

○議長（山岡義正君） 敷地企画課長。 

○企画課長（敷地敬介君） 委託料の内訳のほうになりますが、運転手経費が３カ月で約

９０万７，８００円、あと大きいものでは燃料費が約１２万ぐらいを見ております。 

○議長（山岡義正君） ２番岡峯久雄君。 

○２番（岡峯久雄君） 年度別の計画では、２３年度に１，０００万、２４年度以降に

２，０００万という計画を上げられておりますが、どういった内容の将来的な計画を立て

られておるのかを伺いたいと思います。 

○議長（山岡義正君） 敷地企画課長。 

○企画課長（敷地敬介君） まず一番最初で今、今回、十和地区を行う予定ですが、この

あと順次、できましたら来年度には大正地域、また窪川地域のほうへ同じような形で入っ

ていきたいと考えております。 

○議長（山岡義正君） ほかに質疑はありませんか。 

 １８番堀本伸一君。 

○１８番（堀本伸一君） ２点お伺いをします。 

 資料１１ページの中で、８款の中で住宅管理費。老朽化された住宅の屋根の修理という

ことで５１５万ですか、計上をされておりますけれども、これは場所はどこになるのか、

そしてまた、この修理費の要望的なものはどういった形で現在上っておるのか。つまり管

理体制、そういった住宅の管理体制はどういうふうになっておるのかお伺いをしたいとい

うふうに思います。 

 それからもう一点は、予算書の２６ページ。先ほどの２１番議員のほうより質問された

わけですけれども、その中で１３節委託料の件であります。これ、窪川駅前トイレの清掃

委託費ということで１３万が組まれておりますけれども、先ほど執行部のご答弁を聞きな

がら矛盾を感じておりますので、関連として質問をさせていただきたいというふうに思い

ます。 

 年間契約で時給７５０円という形での、シルバーさんが対忚されておりました。それが
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今回８３９円に引き上げをしたということが、理由として臨時職員さんでしたかね、その

時間割りというもんで時給を換算して出したもんであるというような答弁であったという

ように思うわけですけれども、これはどういった、百幾らかを上げる内容、どういった協

議をされながらそういった対処の仕方になったのか。これ、ここだけで果たして対忚ので

きる問題なのか。いろいろ委託先、あるいは社協のほうの臨時の賃金なんかも１つの水準

に決まって対忚されておると思うがですね。町が委託されたほかの部分もあるというふう

に思うがですが、それが全体的にそうなっていくのか。いま一度、そこのあたりが私の解

釈の中ではわかりませんでしたので、どういった経過で結局そうなったと。他に問題はな

いかというような観点で、もう一度ご答弁をいただけたらというふうに思います。 

○議長（山岡 義正君） 佐竹建設課長。 

○建設課長（佐竹一夫君） 町営住宅の修繕事業に関しましてのご質問だと思いますが、

計画といたしましては、十和地域の大井川第一団地のふき替えが２棟、大井川第２団地の

ふき替え工事が２棟、大井川第３団地のふき替えが１棟、奥内第１団地１棟、奥内第２団

地１棟、奥内第３が２棟、小野団地が３棟、八木第１団地１棟の合計１４棟の屋根のふき

替え工事を計上させていただいております。 

 工法につきましては、今現在ある屋根の上にカバー工法によってふき替え工事を実施い

たしたいと考えております。 

○議長（山岡義正君） 山脇環境課長。 

○環境課長（山脇一生君） お答えいたします。 

 委託料の金額の卖価が途中で変わったと、途中でというか、変わったことについてとい

うことでございますが、予算の上では７５０円ということで予算要求をしてきておった

と。その契約を結ぶ段階で、契約の卖価、こういったものが平均賃金の割り戻したもの

で、統一卖価的な時給というもので結ばんといかんということで金額の変更をしたと。こ

れにつきましては、シルバー等につきましては、特に社会貢献とかいったような部分で、

通常の卖価よりも安い金額での契約といったことも当然にあるわけでございまして、そう

いったその契約を結ぶときの卖価の…… 

（１８番堀本伸一君「課長すみません、もうちょっと大きい声

で」と呼ぶ） 

 はい。若干配慮が足りなかったというところはございます。これにつきましては、来年

のときには全町的に統一的なものとしてやる必要があるんじゃないかというふうには考え
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てます。 

○議長（山岡義正君） １８番堀本伸一君。 

○１８番（堀本伸一君） まず１点目でありますけれども、計が１４戸ということであり

ますが、私はこれ、どういった状況の中で予算要求が上ってきたのかなということです。

ですから、雤漏りの修繕ということですから、そこそこのまだ屋根ではあったけれども、

何かの要因で突発的に雤漏りがしだしたということで、暫時対忚ということであったかな

というふうに考えるわけですけれども、本来、予算編成、公営住宅の管理体制ということ

の中で、私は本来、一定町内にあるそうした公営住宅等々の築の年月もわかりますので、

その状況を把握しておく必要があるのではないかなと。 

 ですから例えば、この予算が本来は当初予算で上ってくる必要があるというふうに思う

がです。こういった修繕の何が、今のこの９月補正でということはどういった状況があっ

たのかなというところで質問をさせていただいたわけですけれども。本来は大屋である町

が管理していくわけですから、そういった状況の中では、やはりそこの管理の状態がしっ

かりとできておれば、卖年度でここにぽんと上ってきたという予算編成でなしにして、や

っぱり年間、向こう５年、そういった計画の中で、やはりわずかの費用の工事費であって

も、計画的に年次別に組んでいけるような状況が本来の管理体制であるし、予算の組み方

であろうというふうに思っておるわけです。ですから、どういった状況の中での、普通の

雤じゃったら漏らんけんど、豪雤が来て漏り出したというようなことで、暫時やってくれ

ということもあるわけですが、そこは私も詳しくわかりませんけれども、本来はそういっ

た住宅の管理ということであれば、そこがなければやっぱりおかしいし、その管理体制が

しっかりとできてないと、本来の予算の組み方というものが私はできんのではないかなと

いうふうに思うがですが、私の考えは間違いでしょうか。もう一度ご答弁をいただきた

い。 

 さらに、今後そういったことを、じゃ、どういうふうに持っていくのかということです

から、全体を、すべてということはなかなか難しい面も確かにはあると思いますけれど

も、やっぱり担当課はそういうとこは押さえていて、予算をやっぱり考えていくと。そし

て当初に組んでいくというのが本来のあり方であると思いますので、その考えについての

ご答弁があればいただきたいと思います。 

 それから、委託費の問題ですが、これは課長の説明で内容はわかったわけですけれど

も、そうしたことが、その他に弊害が出て……、弊害といいますか、影響が出てくる可能
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性はないのかという思いがします。ですから、若干でも上がったということに対処できる

雇用の人がええわけじゃけんど、それは、うれしいと思うわけですが、それが相成らんと

いう話を私はここでしゆうわけじゃありません。だから、そういったことを、わずかな金

額でもそういうふうな対忚をすることが、その他のことに影響が出ませんかということを

言いゆうがですよ。 

 シルバー人材センターで社会貢献をしてもらっておりますよね。それも全体的にそうい

う見直しのものに持っていくのか。あそこはよかったね、こうらしいですよということに

なるような取り扱いを町としてする理由、それがいまいち私にはわからんなと。基本的に

は行財政改革をさらに進めていくと、無駄を省いていくということの町の指針とこういっ

た状況とは、全然私はかけ離れた状況、対処の仕方じゃないかなというふうに思うわけで

すよ。 

 だから私も詳しくはわかりませんが、シルバー人材センターのね、やっぱり社会貢献を

していただく、尐しでもという形の中で、一定のお年寄りのご協力をやって、まあ中には

若い人もおりますけんど、いただいておるシルバー人材センターの定義はどういったもの

であるのかということも併せてご答弁をいただければというふうに思います。 

○議長（山岡義正君） 佐竹建設課長。 

○建設課長（佐竹一夫君） 町営住宅の修繕の件の質問ですが、当然議員さんおっしゃる

とおり、管理は町、家主はうちで、現在約５２０戸弱の町営住宅を管理している状況でご

ざいます。 

 その中で今回修繕に上げましたのはたまたま十和地域になったわけですが、当然、当初

予算のときになぜ組まなかったかというご質問でしたが、ちょっと当初予算のときにはま

だその雤漏りの状況とかが把握できなかった面もありまして、言うたら限られた、果てし

なく修繕したい思えば山ほど、５２０戸弱あるわけで、次から次へやれば果てしなくある

わけです。その中で状況を皆一忚把握いたしまして、極端にひどいと、状況が悪いと。そ

れで、今回計上させていただきましたのは、約３０年前くらいの鉄板の瓦ぶきの屋根で

す。その間、管理もなされてなかったのが一番まずい原因かと思いますが、今回どうして

も年度途中の９月の補正ではありますが、計上させていただきまして、修繕し、また住人

の方に対して快適な環境を与えたいとは思っております。 

 その中で、今後といたしましては、当然５２０戸弱の町営住宅管理しゆうわけで、その

中で一番状況のひどい順いうても、予算に限りはありますんで、なかなか対忚し切れんと
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ころもありまして、いろんな住民の方のご要望にこたえれる限りこたえれるような管理の

仕方で考えておりますんで、よろしくお願いします。 

○議長（山岡義正君） 山脇環境課長。 

○環境課長（山脇一生君） お答えさせていただきます。 

 それこそシルバーの定義ということでございますが、若干私、勉強不足でございまし

て、一定現役を退いた方が社会貢献をするということによって立ち上がった組織というふ

うには理解をしているところですが、詳しいところまでは承知してませんので、ご容赦い

ただきたいと思います。 

 それから、卖価の関係でございますが、シルバーとは卖価契約という形でやっておりま

して、それによりまして、卖価を上げた関係で不足が生じたということにはなっておりま

す。 

 この卖価のことについて、そのほかの団体との契約、そういったようなものに影響があ

るのではないかということでございますが、シルバーに対して環境課のほうから窪川のト

イレの委託をかけた部分につきましては、先ほども申しましたが、６，７００円の臨時賃

金、これを割り戻した結果で８３９円ということで卖価契約をしたと。これにつきまして

は、それぞれのところがそれぞれの団体ともやっているいろんな契約がございます。そこ

については詳細にこの場で、すぐにこういった影響があるというようなところまでちょっ

とお答えできないということで、勘弁をお願いしたいと思いますが。 

 以上です。 

○議長（山岡義正君） １８番堀本伸一君。 

○１８番（堀本伸一君） まず住宅の修理の件ですけれど、それは課長の答弁をいただき

ましたが、予算づけをしていただいて修理に当たるということは大変ありがたく思ってお

ります。 

 私の言いたいのは、雤漏りに至るような状況に次から次あるということですので、その

ことをとらえて、やはり計画的に私は予算を上げていくのが本当であろうと。その中にい

ろいろ難しいとこは十分わかりますけれども、本来そういったことで予算編成をやっぱり

行うというのが基本でありますから、管理体制も大変である中で、やっぱりさらには把握

をしていっていただきたいなと。これは全町の問題ですけど、というふうに思います。 

 補正でも組まざるを得ないという状況があるわけですから、その内容については私も若

干私も理解をしておるわけですけれども、そういったもろもろの問題を踏まえた予算編成
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に至らんと、私はおかしいのではないかなというふうに思いますので、提言をしておきた

いというふうに思います。 

 それから、トイレの清掃委託料の件ですけれども、そういった状況で、判断がどの範囲

の中での判断で決定をしたのかという、私はできるのかなと、そんな簡卖に。それは町内

で、どの範囲でそういったことを話して協議をした結果、対忚したのか。あるいは担当の

課の課長の何でそういったことがされたのか。私はやっぱりそのあたりは、わずかな金額

でも慎重なやっぱり協議をされた結果でないといかんというふうに思うわけですけれど

も、いま一度そのあたりを聞いて、他の問題との整合性、その他の、例えば社協の方々も

そういった７５０円程度の時給になっておるのではないかなというふうに思いますので、

そういったとこの問題と、先ほども言いましたけれども、行財政改革という形から考える

と、町の姿勢と私は外れていくのではないかなと。そのあたりを考えた場合に、これは、

この問題は再度慎重に協議をし直す必要があるのではないかなというふうに私は思うわけ

ですが、いかかでしょうか。 

 すみません。質疑の中で不適切な発言をした旨、その部分を訂正していただきたいと思

います。 

○議長（山岡義正君） １８番堀本伸一議員の訂正の申し出は、これを許可することに決

定しました。 

 山脇環境課長。 

○環境課長（山脇一生君） お答えします。 

 先ほど、すみません、６，７００円を割り戻した卖価と申し上げましたが、６，５００

円でございます。訂正させていただきます。 

 それから、契約について、慎重に当然すべきではないかというふうに私も考えていると

ころです。契約を結ぶ段階で、私もこれについては確認をした上で判も押さないかざった

ところでございますが、契約担当課のほうへ持っていって、契約、最終的にするというと

きに、契約担当課のほうから卖価についてそれでええがかという話もありまして、それに

よって見直したということを後日聞いたところではございます。 

 確かに、先ほども申し上げましたように、社会貢献といったような部分で、シルバーの

卖価といったものもあるようでもございますし、そういったことによって今後契約してい

くということは、非常に大切であろうとも考えておりますので、そういうことで、これは

環境課だけでなく、全庁的にそういった統一を図っていくということで、財政担当とは話



- 54 - 

をしているところです。 

 以上です。 

○議長（山岡義正君） 他に質疑はありませんか。 

 １０番田邊哲夫君。 

○１０番（田邊哲夫君） 大変６億の補正予算、午前中からそれぞれ同僚議員が質疑をさ

れましたので、できるだけ省いていきたいと思いますけれども、十数点にわたって質問し

ていきたいというふうに思ってます。 

 まず、歳入ですが、依存財務であります地方交付税のうちの普通交付税が決定をされ

て、約３億近いものが今回計上をされました。２０年度、２１年度決算ともに交付税は増

額傾向にございまして、２２年度も今の状況で行くと、まだ特交がはっきりわからん状況

ですが、前年度並みの交付税が確定するのではないかなというふうに希望的に思っておる

わけですが、今回普通交付税が確定されました２億９，６００万余りを含めて、普通交付

税と特交の金額を別々にどうかお知らせを願いたいなというふうに思ってます。 

 これに関係して歳出で、今回の２億９，６００万プラスアルファで、３億何がしかの施

設等整備基金に今回歳出で計上されてます。当然、今後のまた事業を考えた場合に、当然

基金というのは大事ですが、またある反面では、四万十町住民が経済的にも雇用的にも大

変苦しい中にあって、施設等整備基金として３億余りの基金の積み立てが順当なのかどう

なのか。できれば財政調整基金ないし減債基金に回したほうがいいのではないかなと私自

身は個人的には考えてますが、なぜ今回、施設等整備基金に３億余りの金を積み立てをす

る必要性について。そんなに今年度の予算、今後消化する予定がないのかどうなのか、そ

れについてまずお伺いをしてみたいと思ってます。 

 それと、最初に予算書のほうから入っていって、あと予算資料に入っていきたいと思い

ますが、予算書の１３ページ、これ、交付税との関係ですが、町債の中で臨時財政対策債

が今回も８，６００万余り計上されて、トータルで６億８，６００万余りの計上があるわ

けですが、２０、２１年度決算見てもこのような臨財債の借り入れというか、そういうこ

とがないわけですが、今年度、何でこのような形で臨時財政対策債を多く計上をしなけれ

ばならないのか、その理由について答弁をいただきたいと思ってます。 

 段々の同僚議員が質問しましたので、できるだけ省いていきたいと思いますが、歳出の

２６ページに行きますね。これは斎場費ですが、金額の高を聞くわけではありませんが、

斎場の備品購入費が８万９，０００円ほど計上されてます。恐らく私の一般質問に対忚し
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ての予算計上だと思いますけれども、どういう内容の備品購入費なのか、それについて答

弁をいただきたいと思ってます。 

 続きまして、ページでいくと３２ページ、予算書です。農林水産業費の林業費の中で、

四万十町バイオマスＰＲ用パネル制作委託料というのが３４万何がしかついてます。その

内容について説明がなかったと思いますので、どういう内容の制作品の委託なのか、答弁

を求めたいと思います。 

 続いて、３９ページの土木費の中の住宅管理費の１９で、ケーブルシステム加入工事負

担金の３０万が出てますが、恐らく町営住宅にケーブルシステムを設置をしようという負

担金なのかなというふうに勝手に考えてますが、答弁を明らかにしてほしいと思います。 

 それで予算書のほうは終わりまして、予算資料に、ページ順に追っていきたいと思いま

すが。今、先ほど岡峯議員からも、生活交通再編事業の中での事業の内容について質問が

あり答弁もありました。今日は課長もご承知のように、町長も承知のように、総務常任委

員会でも大変これ、重要な問題と位置づけて、執行部とともに、ともに検討してきまし

た。 

 しかし今回計上するに当たっては、総務常任委員会には何らこういう説明もないままに

計上されたやり方、これについて町長、どう思うのかも含めてお聞きをしたいわけですけ

れども、その答弁の中で、北幡観光に補助を出して、北幡観光の所有としてバスを補助す

るというやり方ですが、今後の計画も、企画課長からは、大正・窪川も含めて来年度以降

も計画したいということでありますけれども、確かに北幡観光・高单観光が、四万十町に

は民間の業者がございます。そしてある面では、地元の雇用ということを考えていくなら

ば、本当に北幡観光に補助金出して車両をあてがうことが今後いいのかどうなのか、そこ

ら辺の検討十分された上で今回の計上したのかどうなのか、それについて答弁を求めたい

と思います。 

 続きまして、ページの５ページになるわけですが、これは段々の午前中からもあって、

一斗俵のトイレの問題ですが、今の最後の答弁聞きよって、合併浄化槽にするのかなとい

う答弁のような感じを受け取ったわけですけど、そこがちょっと見えてきません。もし今

の最終答弁で、学校の近くにあるので、学校の浄化槽に引き込みたいというような答弁で

あったかのように思うわけですが、その点、もうちょっとはっきりと担当課長からの答弁

いただきたいと思ってます。 

 続いてゼオライトの問題でもあるわけですが、これも答弁があって、質問もあってです
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が、本当にこれそのものが無害化されたゼオライトならば、大変農家にとってはいい土壌

改良剤になることは私自身も認識をしてますが、そこを、最終的に販売をできる品質が保

証できるゼオライトとして、今回こういう形での予算計上なのか、その確認の意味で再度

質問してみたいと思っています。 

 それと、ページで６ページ、予算資料です。森林整備推進事業の中で、今回減額補正が

９６０万余り出ておりますが、確かに大正の森林組合に、変更前にはそれぞれ機械の購入

でしたけれども、今回変更してハーベスタ１台を購入したいということのようですが、そ

の理由。なぜいうのが、恐らく大正町森林組合から要望があって計上しておきながら、今

回変更の予算計上、減額計上というのは何なのかというふうに思ってますので、その点に

ついての答弁を求めたい。 

 続いて８ページの興津の観光スポットの件ですが、これはもともと県道ですね、町長。

県道に県の補助をいただいて、県の土地の上にこういうものを建てるということではない

かなと私は思うところですね。間違ってたら答弁くださいよ、私の推測です。なぜ県に、

県道の上にであれば、ましてや県道であれば県にお願いをし、県に設置をさせないのか。

県の補助もろうて町が半分ぐらい、半分以上か。こんなやり方ってあるんですか。しっか

りした答弁を求めたい。 

 それと９ページで、町道改良工事、大正地域ですが、今回減額が４，７００万出されて

ます。せっかくこれだけの予算がつきながら、何ゆえにというのがちょっとわかりません

ので、減額の理由、答弁をください。 

 それと、スクールバスが今回、１２ページですが、３台分の計上がされているわけです

が、確かに、１つに統合されるとなると、統合される地域の人々にとって、児童・生徒の

通学についてバスが欲しいというのは当然のことであって、購入することは大事だと思い

ますが、まずスクールバスの３台のうち、何人乗りなのか。一つ気になるのは、いつも言

うわけですが、今後のことを考えた場合に、企画課にも関係あるわけですが、公共交通を

考えた場合に、文科省の補助をいただきながら、ひもつきのバス購入でいいのなのか。そ

こら辺の教育委員会の判断のもとで、こういう形の補助もらってのスクールバス購入なの

かどうなのかについて、１回目の質問を終わります。 

○議長（山岡義正君） 山脇財政班班長。 

○総務課財政班長（山脇光章君） まず歳入の普通交付税等についてお答えいたします。 

 予算資料の１３ページ、一番最後のページに、今回普通交付税の決定額状況を掲載させ
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ていただきました。 

 ご承知のとおり、平成２２年度は大幅な財源不足が拡大する見込みとされまして、それ

によりまして臨時財政対策債、国の一般会計から国の特別会計、交付税の特別会計へ繰り

出す国税５税も決まっておりますので、不足する分については国と地方が折半をすると言

われる臨時財政対策債が延びたわけでございます。 

 しかし、地方税収が落ち込むと、都会では「法人税」と言われる地方税がすごい落ち込

みの中で、財源不足の拡大となる見込みで臨時財政対策債が増えたわけですが、地方の地

域主権を重視する観点から、山間部、中山間部への支援ということも相まって、３年連続

で普通交付税がプラスとなりました。本町における普通交付税を７月に決定いたしまし

て、決定額が６４億７，７５０万９，０００円、前年度対比で３億６００万余りの増とな

っております。 

 そして歳入の予算書の９ページの真ん中ですが、地方交付税は普通交付税と特別交付税

がございまして、補正前がありまして、補正額合計があるわけですけど、合計、計の内訳

ですが、普通交付税が６３億１，２１４万１，０００円、特別交付税が４億円ということ

で、今回の補正は合計で６７億１，２１４万１，０００円と補正後がなっております。特

別交付税は１２月、そして３月に算定されますので、現在ちょっと不明な点が多いわけで

すが、昨年度６億１，８００万余りの特別交付税をいただいております。本年度も５億

５，０００万から６億円程度とするならば、普通交付税と特別交付税合わせた９月補正後

の留保的財源については、３億１，３００万ぐらいは留保できているということになって

おりまして、最終３月補正に向け、今後の需要に対処して、決算対策で調整をさせていた

だきたいと考えております。 

 そして今回普通交付税の決定がありました。３年連続プラス。普通交付税と臨時財政債

合わせて、４億３，０００万余り前年度比から増えております。そのこともありまして、

公共施設の建て替え、補強がこれから計画をされております。本庁舎建設では５億ないし

６億程度、し尿処理、汚泥再生センターでは２億円程度、十和総合支所でも１億から２億

円程度、大正総合支所の耐震改修も１億円程度と見込むならば、一般財源は１０億円程度

必要やとの見込みで施設整備基金へ、目的として公共施設の耐震改修、安全な施設への整

備への目的として、今回施設整備基金へ３億円を計上させていただいております。 

 なお、財政調整基金については、決算書にもありますように、決算剰余金２億円を積み

立てることになりますので、今回は施設整備基金３億円を計上させていただいて、平成２
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２年度末の施設整備基金が約８億９，３００万の見込みで計画を立てております。 

 さらに来年度以降も１０億円程度の一般財源が必要であれば、ある程度の基金の取り崩

しも必要ではあると考えておりますので、来年度も引き続き財政状況を見ながら施設整備

への目的とした基金への積み立ても行っていきたいという計画で今進めております。 

 以上です。 

○議長（山岡義正君） 山脇環境課長。 

○環境課長（山脇一生君） お答えします。 

 予算書ページ２６ページ、斎場の備品購入費でございますが、これは議員ご質問があり

ました６月の議会のときにお答えしましたとおり、長いすを３基、３脚といいますか、設

置するというものでございます。これにつきましては、大正町森林組合の集成材工場での

木製の長いすということで見積もりをとっております。 

 それから２点目の、ゼオライトが販売できるのかということでございますが、今現在で

は鉛の含有率が土壌環境基準の中で、土壌の中に含まれる１５０ｐｐｍ以下というのがご

ざいまして、ちょうど値ぎりぎりということでございます。今後、工業技術センターのほ

うでさらに低減させるための研究を行っていただきまして、それが安全基準として５０以

下になるようにということで研究をしていただくということになっております。そういう

ことになれば安心して使えれると。 

 それから溶出試験。水とかそういったものに溶け出すとか、そういったことについても

試験も当然にしておりますし、それから重金属のそういった成分についても、ゼオライト

の中に含まれる、要は灰の中に含まれておるもんがゼオライトになりますが、そういった

ことの安全性、そういったものも当然見きわめた上で販売していくということになろうと

思います。先ほどもお答えしましたように、天然のゼオライトから比べると安価で販売で

きるのではないかというふうには考えております。 

 それから、一斗俵のトイレの件でございますが、先ほども説明しましたよう、浄化槽で

考えておりますが、公園専用の浄化槽を設置しますと、来訪者のいる時期いない時期、そ

ういったことが当然ございます。いる時期はバス２台ほど来られるということもあった

り、例えば冬場になると来ない日が何日も続くとかいうことになりますと、浄化槽が非常

に不安定になって水質が悪化してしまうと、槽の状態が悪くなるというようなこともござ

います。そういったことも考えますと、小学校の浄化槽へ配管で接続して、それを利用す

ると。処理量としましては十分可能であるというふうに聞いておりますので、そういった
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対忚をしたいというふうに考えているところです。 

○議長（山岡義正君） 佐竹建設課長。 

○建設課長（佐竹一夫君） まず初めに、予算書のページ３９ページ、住宅管理費のケー

ブルシステムの件ですが、この３０万円につきましては、ケーブルシステムの窪川地域に

おきます加入料の６万円が５戸分です。当然当初に加入してくれておれば、発足時に加入

してくれておれば要らあった分ですけど、今現在、当時はケーブルの受信料なんかの負担

が当然伴いましたもんで、加入してなかった入居者が今新たに加入しようとしゆう５戸分

の６万円の３０万と。 

 それから予算資料のページ９ページ。うちの町道の道路関係の社会資本整備事業交付金

事業関係でございます。これは先ほど議員さん、大正地域のやつを言っておられました。

これ、全町的な問題でありまして、国の国庫補助事業の分で、結局、国の国庫事業という

ことなんで、前年度におきまして翌年度の事業費のヒアリング、概算要望があるわけで

す。その概算要望の満額の額で、当初予算をうちは計上させていただいておりました。 

 それが国の現政府の関係がありまして、本年度、２２年度に道路財源というか、道路の

ほうの予算が一律２割、２０％カットということで、実際割り当てがついたのが個々にち

ょっとずつ違いますが、言うたら概算要望額の約８０％の割り当てしかつかなかったとい

うことで、各窪川地域・大正地域・十和地域における国庫補助事業の社会資本整備事業交

付金事業につきましては、９月で減額補正とさせていただきたいと思います。 

 以上です。 

○議長（山岡義正君） 武市農林水産課長。 

○農林水産課長（武市逸夫君） ５番目の質問の、予算書ページ３２ページでございま

す。これはバイオマスＰＲ用のパネル３４万１，０００円の補正の内容でございますが、

これは本年の７月の末に、本町のバイオマスタウン構想が農水省から発表されたことを受

けまして、今後各種イベントなんかにＰＲ用のパネル１２枚を作成しまして、出店しよう

というところで、１２枚のパネル作成費用の３４万１，０００円を計上しておるところで

ございます。まず一番最初に計画しておりますのは、東京の四万十町展への出展を１番目

として計画しております。 

 それから同じく、農林水産課への質問で、１１番目の資料の６ページですが、森林整備

推進事業費の国・県の補助金９０５万４，０００円が一般財源１０万円の減額の理由とい

うことでございますが、これにつきましては議員さんおっしゃいましたように、大正町の
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森林組合の件でございまして、組合のほうでは、当初今後の合併も視野に入れて、どのよ

うにコストを縮減するかというような重要なことでありまして、その１つといたしまし

て、ウインチつきのグラップルと、グラップルつきのトラックの導入を計画しまして、伐

倒、集材、造材、積み込み、小運搬、運搬等の作業システムの効率化を図る予定でござい

ましたが、森林組合におきまして事業を展開していく上で再協議、再検討を重ねた結果、

現在行っておる作業システムをより効率化してコスト削減をするには、今回の補正に上げ

たハーベスタが一番効果的と判断されたための変更減額補正でございます。 

 以上でございます。 

○議長（山岡義正君） 宮地商工観光課長。 

○商工観光課長（宮地正人君） 興津坂展望施設の用地は県道の一部ではないかというご

質問にお答えをさせていただきます。 

 この場所につきましては、興津峠の手前にトンネルがございますけれども、そのトンネ

ルを興津向いて抜けた最初の大きなカーブの先の部分が今回の場所になっておりまして、

ここにつきましては個人の民有地になっておりますので、よろしくお願いいたします。 

○議長（山岡義正君） 敷地企画課長。 

○企画課長（敷地敬介君） 生活交通再編事業、この中の実証運行に使うバスの補助金の

考え方についてというご質問やったと思いますので、私のほうからお答えさせていただき

ます。 

 今回実証運行に伴う予算要求に当たりましては、先ほどの２番議員さんのご質問にもお

答えさせていただきましたが、地域へ入って住民の意見を聞き、企画課のほうでどういう

形がいいのか検討してきたところです。 

 はっきり言いましてこの実際の計画、これにつきましてはまだ確定しているわけではあ

りません。これから町としての案を持ちまして、もう一度この該当する集落へ入りまし

て、そこで協議をしまして最終的な形で実証運行をやりたいとは考えているところです。

 その中で、実証運行用に使う車両を補助金で北幡観光のほうで購入してもらうという考

え方なんですが、基本的に、現段階で公共交通の再編が最終的にどうなるかというのは、

まだはっきりしたものは見えておりませんが、企画課の考え方としましては、基本路線に

ついてはバス事業者、現在のバス事業者にどうしても担ってもらわなければいけないと考

えております。 

 現段階でも補助金を出しまして今、路線バスを担ってもらっておりますので、今後もこ
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れがなくなるということはありませんので、最終的には今回の実証運行で使いますバスに

つきましても、その路線バスの事業者に購入していただき、これからの路線再編になるま

で何年かかるかわからないんですが、その間については、今の廃止代替バスのかわりとし

ても使っていただきたいと。町でバスを持つという考え方もありましたが、法律的な面も

ありまして、今の時点ではやはりその代替バスのかわりという意味合いもありまして、や

っぱり事業者のほうで購入をしていただくというのが今の考え方です。 

○議長（山岡義正君） 野村学校教育課長。 

○学校教育課長（野村和弘君） それでは私のほうから、学校規模適正検討事業のことに

ついて説明させていただきます。 

 ただいま質問がありましたが、この資料１２ページでございますが、学校適正配置につ

きましては関連する事業ということで、一通り事業を上げております。それで、今回の補

正予算につきましても、当初予算からのわかりやすい説明ということで、当初予算、６月

補正、９月補正という形で示させていただいておりますが、ただいま質問のありましたス

クールバスの購入につきましては、６月補正のほうで上げらせていただいておる案件でご

ざいます。 

 それで一忚とりあえず１５人乗りを２台、これは若井川小学校、志和小学校のほうに購

入予定でございます。それから、２９人乗りが１台、これは家地川小学校のほうへ購入す

るという予定になっております。 

○議長（山岡義正君） １０番田邊哲夫君。 

○１０番（田邊哲夫君） それぞれ答弁いただきました。 

 それでは予算書のほうから順に、また理解できない分についてだけ、再度質問してみた

いと思いますが、歳入の交付税の関係は今、財政班長のほうから答弁いただきました。内

容についてはわかりました。留保財源についても３億１，０００万ほど確保できる見込み

だと。決算時期に赤字で困るということはないだろうという答弁のようですが、そういう

状況を踏まえて、町長として、こういった施設整備が将来的にあるので、余ったお金はで

きるだけそういう施設整備基金につぎ込むという考えのもとで計上されてますが、しかし

先ほど言いましたように、もっとほかに大事な交付税を今年度もっと使うことが、１２月

補正もあるでしょうが、町長としての公約実現に向けてやるべき課題が私はあるのではな

いかな。基金に積み立てることも大事ですが、もっともっと町民に使う予算編成もあって

いいのではないかと私は考えてますが、町長の基本的な考え方をお聞きしてみたいと思っ
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てます。 

 それと歳出で、バイオマスのこともわかりました。ケーブルのことがちょっと担当課

長、わかりませんが、はっきりわからざったですが、私、聞きたいのは、今、工事負担金

の３０万は、工事するについて負担金が要るだろういう思いで質問しました。議長、関連

なるかもしれませんが、いからったらとめてください。 

 こういった形で今後歳入に入ってくる見込みがあるのは、新築された住民は工事金額

を、その当時は、申し込みしようにも家がないがために、ケーブルよう引からった家庭

が、新築をしたいという思いでケーブルを引きたいと言うたときに、申し込み期限はもう

とっくに過ぎてますので、新たに申し込みしたときには家、戸口までの金額が６万円今か

ら要るように普通はなるわけですが、そういったことが今後想定をされて、今もあると思

うわけですが、町長として新しく、新規にケーブルシステムに加入したいという方には、

６万円の戸口までの工事負担金はとるお考えなのかどうなのか、関連かもしれませんが、

よろしかったらご答弁ください。 

 それでは、説明資料です。 

 担当課長からの生活交通再編事業についての答弁はわかりましたが、私が言いたいの

は、目下は、今年度、北幡観光に任すしかないかもしれませんけれども、計画が来年度、

再来年度の購入予定もあると思うわけですが、地元でそういう民間の組織をして、地域の

ことは地域の方が一番知ってますので、そういう形での運行計画も立てる必要性が出てく

るのではないかなという思いで質問しましたが、その点、執行部としてどうお考えなのか

再度お伺いしたいと思います。 

 一斗俵の問題ですが、答弁いただきました。合併浄化槽を新たに設置するとなると、お

金もかかったり維持管理もかかるので、近くの米奥小学校ですか、に接続したいというこ

とですが、本来はこういうことはあっちゃならんと私は考えてます。学校は学校の規模に

忚じた合併浄化槽を据えてますので、当然いつ据えたかわかりませんけれども、生徒数が

減小されたことも事実でしょうが、本来はそういう行き方は、合併浄化槽はあっちゃなら

んわけですね。その規模に忚じた合併槽をつくってますので、新たに設置をするには新た

な合併浄化槽を私は設置するべきだと思いますし、ましてや流動の変動の激しい、季節に

よっては大量の観光バスが来るような、そういったトイレを学校へ接ぐことになってくる

と、逆に学校の合併浄化槽の維持管理が大変難しくなるということが実験的にあるわけで

すので、簡卖に物事は考えないでほしいと思ってますが、その点、再度答弁を求めたい。 



- 63 - 

 それと、東屋の件は再々されましたが、町長、旧大正町時代にもそうでしたけれども、

職員採用するに当たって１級建築士を採用したことがあるわけですね、年齢オーバーして

特別に特例で。それは町の簡卖な建物は設計管理もさそうということで採用した経過があ

ります。それが今、四万十町で職員も１級建築士持った方おられると思うわけですね。今

までそういう形で建設課の１級建築士持っておられる職員が、わずかな簡卖な工事費金額

等の建物等に設計取りかかったことが、町長、あなた、助役、副町長の時代、あったと思

いますか。 

 やはりそういったように忙しいでしょうが、せっかくそういった資格を持ってる職員が

おれば、先ほど宮地議員もあったように、高い設計委託料払わんでも、できることは自分

とこでというのが基本にないと私はだめだと思ってますが、町長、答弁をください。 

 それと観光スポットについては個人の土地だということで、その点は理解しました。 

 しかし、どこの場所もそうですが、こういう形で休憩所をつくるとね、その周辺がどう

いうことになるかご承知だと思いますが、担当課長。必ずとまって空き缶は捨てる、ごみ

は捨てる、その辺がもうごみ捨て場になるわけですよ。そういうことを十分把握をした上

でやってるのかどうなのか。維持管理は町がせないかんがでしょうが。恐らくそうなるわ

けですよ。必ずその周辺は大変なことになるわけですよ。そういうことを見据えてしっか

りとしなければ、地元からの要望だとかそういうことだけで判断すると、後々地域の方が

困ることになるケースがあるわけです。そこをあなたは、あなたいうたら語弊があります

が、担当課長が答弁すると思いますが、町長に答弁求めたいがですが、そういう形で今後

の維持管理含めて、しっかりとしたことを考えた上での予算計上なのか、その点について

答弁求めます。 

 余り時間をとらしてもいけませんが、教育委員会については大変６月補正で認めておき

ながら、今ごろばかみたいなこと聞きました。すみません。 

 以上で２回目質問を終わります。 

○議長（山岡義正君） 質疑の途中ですが、３時５分まで休憩します。 

            午後２時５５分 休憩 

            午後３時０５分 再開 

○議長（山岡義正君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 髙瀬町長。 

○町長（髙瀬満伸君） 私のほうから３点、お答えをさせていただきたいと思います。 
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 まず基金への積み立てでございますが、財政班長のほうからご説明も差し上げましたと

おり、これから庁舎の建設、それからし尿処理施設、総合支所の改修等々、まだ大きな事

業が残っております。本当の一般財源としての持ち出しも１０億程度必要になろうかとい

うふう思います。目の前にそういった必要な資金を構えなければならいものは決まってお

りますので、それに対しての準備を行うことは当たり前でございます。施設整備基金とい

うのはそのための目的の基金でございますので、できるだけそのために準備をしておきた

いというふうに思っております。 

 これからの事業の展開につきましては、まだ１２月で予算を補正もしなければならない

分が多分出てこようかと思います。しかし現在、留保資金が１億６，０００万ございま

す。これと、特別交付税の最終の見込みがこれからなされるわけですが、その分も若干出

てこようかとも思います。その面で対忚できるのではないか、そういうふうに考えており

ます。 

 私の任期４年中に精いっぱいお金を使えということであれば非常に楽なわけですけれど

も、なかなかそういうわけにはまいらない。これから非常に財源的にも厳しい時代を迎え

てこよう、それも十分予想されますので、そのためにできるだけ貯金、町民の貯金、基金

を増やしていきたいというふうには思っているところであります。 

 それと新規ケーブルの加入者につきまして、これからも正規の６万円を徴収するのかと

いうことでございますが、今まではそういうことでずっと一般の加入者に対しても対忚を

してまいりました。しかし、特例的に加入推進期間、そういったものも設けて対忚もして

いく必要もあるのではないかなというふうに思っておりますが、そのことにつきましては

地域振興公社のほうにもまたお願いもいたしたいというふうに思います。 

 それと１級建築士の絡みでございますが、現在いろんな建物の設計等につきましては、

基本設計の、本当の、もとの設計については建設課の建築士のほうで行ってもらっており

まして、概算額の算出等も行っております。しかし、それが本設計ということになります

れば、やはり設計会社のほうに委託をしなければならないと思っております。 

 現在、庁舎の建設についても建築士がかかわっておりますし、それから金上野の住宅で

あるとか、清流消防署の建設も進んでおります。そういった既に発注された工事の管理、

工事中の精査、あるいは労務中の精査、そういったものも行っておりますし、住宅の管理

も建築士のほうで行っております。業務が非常に多忙な状況でございますが、先ほども申

しましたように、発注までの計画図等については建築士のほうで行っております。これま
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でもずっとそういうことでやってまいりました。よろしくお願いを申し上げたいと思いま

す。 

○議長（山岡義正君） 敷地企画課長。 

○企画課長（敷地敬介君） 公共交通の実証運行のことについてお答えいたします。 

 この実証運行ですが、今回が公共交通再編に向けた、これが一番最初の取り組みであり

ます。議員おっしゃられるように、地域の方に担ってもらういう部分や、またタクシー業

者にも担ってもらいたい部分もあります。 

 ただ今回、基本的な路線の部分をやるという第一段階と考えていただければいいと思い

ます。 

 今後はいろんな手法を組み合わせて、最終的に集落に住む人みんなが便利で使いやすい

公共交通のほうに再編していく必要がありますので、今回の実証運行が成功に終わって

も、その集落はこのやり方で終わりというわけじゃなしに、そのほかいろいろな方法があ

りますので、そこらも組み合わせていきたいとは考えております。 

○議長（山岡義正君） 山脇環境課長。 

○環境課長（山脇一生君） お答えします。 

 一斗俵のトイレの件でございます。学校施設の浄化槽へ接続するということでございま

すが、追加接続は具合が悪いんではないかということでございますが、現在の教員の数、

それから生徒の数、そういったものに対しまして、入り込み客の予想に対しまして、十分

浄化槽で、今現在設置の浄化槽で対忚できるということで、これは１級建築士を通じまし

て建築指導課のほうへ確認をして、了解を得ているところです。 

 以上です。 

○議長（山岡義正君） 宮地商工観光課長。 

○商工観光課長（宮地正人君） 興津坂の展望施設の維持管理の件についてお答えをさせ

ていただきます。 

 観光施設を建てた後の維持管理につきましては、今回も含めまして、予算要求の段階で

どうするのか財政とも協議をしたところでございますけれども、議員さんのおっしゃると

おり、建てた後、缶やごみの山にならないように地元にも協力をお願いするとともに、観

光協会との連携による啓発にも努めまして、町の新たな観光スポットとして整備していき

たいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

○議長（山岡義正君） １０番田邊哲夫君。 
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○１０番（田邊哲夫君） それぞれ答弁いただきました。 

 最後になりますが、今の興津坂の件ですが、当然地元もそういった施設が欲しいという

要望があっただろうと思うわけですが、自分自身も経験あるわけですが、旧大正時代に国

道ぶちにずっとごみ置きを置いたがですね。しかしもうやちもない、おむつからいろんな

もの、家庭のものから持ってきて置くわけですね。いたちごっこながですよ、とれば持っ

てくる。ですので、非常にそういった意味で今後の維持管理が大変になろうかと思います

けれども、当然地元の協力もいただきながら、町外の方にいい場所で、眺めも大事でしょ

うが、ぜひ地元の協力を第一にいただくように、その点はお願いをしておきたいと思って

ます。 

 町長は、私、答弁を聞いておって、ちょっとおかしいなというのは、私は決してできる

金を使えという思いで言ったつもりではありません。できるだけ無駄を省くという意味で

設計の話もさせてもらいましたので、目いっぱい使えという思いであなたは受け取ったか

しりませんが、私はそういう思いではありません。今の喫緊の、町民が困ってるいろんな

課題があるので、できるだけ知恵を絞りながら、できるだけお金をそういった方面に使う

ことも必要ではないかという質問をしたつもりですが、私の質問が悪かったんでしょう。

そういう形の答弁非常に残念に思ってます。 

 それでは最後ですが、ちょっと聞き漏れたとこもあるわけですが最度聞きます。 

 斎場の件については、大体３脚のいすを据えるということですが、恐らく室外にという

ことだろうと思うわけです。夏場は、天気のいい日は外でベンチへ座って待機をするとい

うことはあるわけですが、今から冬場に向かっていきます。外で冬は待機することは、な

かなか寒い中で難しい要素もあると思いますが、そこらあたりもできるだけそういった町

民の思いも受けとめながら、できるだけ、最期の場所ですので、遺族にとってみれば、よ

かったなという思いで野辺の送りをするような、備品購入についても今後考えてほしいと

いうことをつけ加えておきます。 

 それと、漏れてたので聞きますが、予算書の３９ページの金上野の分譲団地の広告料と

いうのがあるわけですね。恐らく私の推測では、なかなか思うように土地が売れんなと。

一つ宣伝でもしてみようじゃないかなという広告料ではないかなというふうに思ってます

が、現在、分譲地が何区画売れたんでしょうか。それと併せて、どこでやったか忘れまし

たけれども、町産材のお金が出てましたが、何戸が木造住宅で、町の材を使って住宅の建

築を現在されているのか。わかっていると思いますが、答弁をいただきたいというふうに
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思っています。この７５０万ですが、何戸分の補助金を今回出そうとされているのかにつ

いて、答弁をお願いしたいというに思ってます。 

 トイレの件は許可を得たということですので、了解をいたしました。 

 それと森林整備推進事業の、担当課長が答えられた大正町の森林組合の件ですが、私が

言いたいのは、そういう森林組合から当初こういったものが欲しいということで、執行部

も一生懸命とるために計画も立て、県とも交渉したんじゃないかなと思ってます。それを

今回ころっと変わって、こっちが欲しいがよというのを簡卖に認めるのかよと私は言いた

いわけです。何のために当初予算で要求があったのか。途中からころころ変えるんじゃっ

たら、もうちょっと計画を直せというような姿勢で私は臨むべきではないかなと。地元の

森林組合の私も組合員ですが、この予算書を見てそう思ったわけですが、町長、こういう

経済団体のやり方どう思われますか。最後にいい答弁を求めたいと思ってます。もう時間

がありませんのでやめます。 

 以上です。 

○議長（山岡義正君） 佐竹建設課長。 

○建設課長（佐竹一夫君） 予算書ページ３９ページの、まず最初に、金上野分譲団地広

告料３６万７，０００円についてですが、これは議員おっしゃったように、分譲宅地の分

の公告というか、宣伝のためのチラシ作成の分を計上させていただいております。 

 それから、今の金上野分譲宅地が現在何区画売れたかというご質問やったと思います

が、本議会一番最初、初日に町長のほうから行政報告があったときには、確か５戸いうあ

れで報告されたと思いますが、今議会中に１件契約いたしましたんで、現在６区画契約済

みになりました。 

 それから、町産材活用助成促進事業補助金７５０万計上させていただいておりますが、

これは先般３月議会でご承認いただきまして始めました町産材の利用促進助成事業の補助

金の、家１件建って１坪当たり０．６立米以上の町産材を利用していただいた方には、最

高限度額で、最高額で１５０万の補助金の分の補正追加分です。したがって、４月から現

在この９月までに、現在８戸の方が申請ありまして、１５０万の利用のほうを申請いただ

きまして、利用できるようになりました。当初予算については１０個分計上させていただ

いておりましたんで、あと５戸分、まだこれから３月いっぱいまでありますんで、５戸分

の追加で、１５０万の５戸分ということで７５０万、９月の補正で追加計上させていただ

いております。 
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 以上です。 

○議長（山岡義正君） 髙瀬町長。 

○町長（髙瀬満伸君） 先ほどの議員さんの質問、基金の関係ですけれども、私も議員さ

んの思いは十分承知をしているところでございます。 

 必要なところにはやはりお金を入れ、なるだけ事業等の精査を行って、そういったとこ

ろへ使っていく。効率のよい予算の執行、そこらあたりは十分理解できるといいますか、

わかっているつもりであります。 

 自分のいろいろこれから行っていきたいこともございますけれども、２３年度の予算の

中ではそういった事業の精査等も行いまして、できるだけ投資をしなければならない分に

ついては、そちらのほうにお金を回し、そして削れる分については削っていき、なおか

つ、そういったところを行った上で、基金の積み立ても行っていきたいというふうに思っ

ております。 

 それから森林組合の計画の変更について、町長としてどう思うかということでございま

すが、今回の変更につきましては、担当課長のほうからご説明差し上げましたとおり、い

ろんな事情があった上での変更ということになった経過であろうというふうに思います。

 しかし、やはりこういった大きな予算を伴うものにつきましては、当初予算の段階でも

っと事業者と十分な話を行って、その計画に従って予算を計上していくというのが一番の

形であろうというふうに思います。それなりの事情はあろうかと思いますけれども、今後

につきましても事業者と十分な話し合いの中で予算の執行、そういったものを行政内部で

も徹底もしていきたいというふうに思います。 

○議長（山岡義正君） ほかに質疑はありませんか。 

            〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（山岡義正君） ほかに質疑がないようですので、これで質疑を終わります。 

 これより議案第５１号について討論を行います。 

 討論はありませんか。 

            〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（山岡義正君） 討論なしと認めます。 

 これで討論を終わります。 

 これより議案第５１号平成２２年度四万十町一般会計補正予算（第２号）について採決

をします。 
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 この表決は挙手により行います。 

 議案第５１号を原案のとおり決定することに賛成の諸君の挙手を求めます。 

            〔賛成者挙手〕 

○議長（山岡義正君） 挙手多数です。したがって、議案第５１号は原案のとおり可決さ

れました。 

            ～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（山岡義正君） 日程第２ 議案第５２号平成２２年度四万十町国民健康保険事業

特別会計補正予算（第１号）について、日程第３ 議案第５３号平成２２年度四万十町国

民健康保険大正診療所特別会計補正予算（第２号）について、日程第４ 議案第５４号平

成２２度四万十町国民健康保険十和診療所特別会計補正予算（第１号）について、以上議

案第５２号から議案第５４号までの３議案を一括議題とします。 

 この３議案につきましては既に提案理由の説明が終わっておりますので、これより質疑

を行います。 

 質疑はありませんか。 

            〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（山岡義正君） 質疑なしと認めます。 

 これで質疑を終わります。 

 これより議案第５２号について討論を行います。 

 討論はありませんか。 

            〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（山岡義正君） 討論なしと認めます。 

 これで討論を終わります。 

 これより議案第５２号平成２２年度四万十町国民健康保険事業特別会計補正予算（第１

号）についてを採決をします。 

 議案第５２号を原案のとおり決定することに賛成の諸君の挙手を求めます。 

            〔賛成者挙手〕 

○議長（山岡義正君） 挙手多数です。したがって、議案第５２号は原案のとおり可決さ

れました。 

 これより議案第５３号について討論を行います。 

 討論はありませんか。 
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            〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（山岡義正君） 討論なしと認めます。 

 これで討論を終わります。 

 これより議案第５３号平成２２年度四万十町国民健康保険大正診療所特別会計補正予算

（第２号）についてを採決します。 

 議案第５３号を原案のとおり決定することに賛成の諸君の挙手を求めます。 

            〔賛成者挙手〕 

○議長（山岡義正君） 挙手多数です。したがって、議案第５３号は原案のとおり可決さ

れました。 

 これより議案第５４号について討論を行います。 

 討論はありませんか。 

            〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（山岡義正君） 討論なしと認めます。 

 これで討論を終わります。 

 これより議案第５４号平成２２度四万十町国民健康保険十和診療所特別会計補正予算

（第１号）についてを採決します。 

 議案第５４号を原案のとおり決定することに賛成の諸君の挙手を求めます。 

            〔賛成者挙手〕 

○議長（山岡義正君） 挙手多数です。したがって、議案第５４号は原案のとおり可決さ

れました。 

            ～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（山岡義正君） 日程第５ 議案第５５号平成２２年度四万十町老人保健医療事業

特別会計補正予算（第１号）について、日程第６ 議案第５６号平成２２年度四万十町後

期高齢者医療事業特別会計補正予算（第１号）について、日程第７ 議案第５７号平成２

２年度四万十町介護保険事業特別会計補正予算（第１号）について、以上議案第５５号か

ら議案第５７号までの３議案を一括議題とします。 

 この３議案につきましては既に提案理由の説明が終わっておりますので、これより質疑

を行います。 

 質疑はありませんか。 

 １０番田邊哲夫君。 
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○１０番（田邊哲夫君） 議案第５６号の後期高齢者医療事業特別会計補正予算の歳入歳

出の中で、今回一般会計からの繰入額を１，０００万減額をし、歳出では職員の給与が主

な減額の要因ですが、これは内容的には必要なくなったということで、今回職員の給与を

削減する補正予算であるのかどうなのか、ちょっと内容がわかりませんので、この１，０

００万、今回の減額の内容について説明をいただきたいと思います。 

○議長（山岡義正君） 樋口総務課長。 

○総務課長（樋口 寛君） お答えを申し上げます。 

 年度当初の会計間異動に伴いまして、この会計から一般会計のほうに異動になった職員

がおりまして、その関係で職員給与について減額になったものでございます。 

（１０番田辺哲夫君「はい。わかりました」と呼ぶ） 

○議長（山岡義正君） ほかに質疑はありませんか。 

            〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（山岡義正君） ほかに質疑がないようですので、これで質疑を終わります。 

 これより議案第５５号について討論を行います。 

 討論はありませんか。 

            〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（山岡義正君） 討論なしと認めます。 

 これで討論を終わります。 

 これより議案第５５号平成２２年度四万十町老人保健医療事業特別会計補正予算（第１

号）についてを採決します。 

 議案第５５号を原案のとおり決定することに賛成の諸君の挙手を求めます。 

            〔賛成者挙手〕 

○議長（山岡義正君） 挙手多数です。したがって、議案第５５号は原案のとおり可決さ

れました。 

 これより議案第５６号について討論を行います。 

 討論はありませんか。 

            〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（山岡義正君） 討論なしと認めます。 

 これで討論を終わります。 

 これより議案第５６号平成２２年度四万十町後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第
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１号）についてを採決します。 

 議案第５６号を原案のとおり決定することに賛成の諸君の挙手を求めます。 

            〔賛成者挙手〕 

○議長（山岡義正君） 挙手多数です。したがって、議案第５６号は原案のとおり可決さ

れました。 

 これより議案第５７号について討論を行います。 

 討論はありませんか。 

            〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（山岡義正君） 討論なしと認めます。 

 これで討論を終わります。 

 これより議案第５７号平成２２年度四万十町介護保険事業特別会計補正予算（第１号）

についてを採決します。 

 議案第５７号を原案のとおり決定することに賛成の諸君の挙手を求めます。 

            〔賛成者挙手〕 

○議長（山岡義正君） 挙手多数です。したがって、議案第５７号は原案のとおり可決さ

れました。 

            ～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（山岡義正君） 日程第８ 議案第５８号平成２２年度四万十町簡易水道事業特別

会計補正予算(第２号)について、日程第９ 議案第５９号平成２２年度四万十町農業集落

排水事業特別会計補正予算(第１号)について、日程第１０ 議案第６０号平成２２年度四

万十町下水道事業特別会計補正予算(第１号)について、以上議案第５８号から議案第６０

号までの３議案を一括議題とします。 

 この３議案につきましては既に提案理由の説明が終わっておりますので、これより質疑

を行います。 

 質疑はありませんか。 

 １０番田邊哲夫君。 

○１０番（田邊哲夫君） それでは議案第５８号と下水道事業特別会計補正予算について

質問してみたいと思いますが。 

 簡易水道については毎年一般会計からの繰り入れが今後とも増えてくる可能性があるわ

けですが、今回の補正予算では７６０万一般会計からの繰り入れを行っております。その
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中で、歳出の中で、維持管理委託料の中で１５７万５，０００円が今回、水道施設維持管

理業務委託料として計上されております。その内容についてご説明を、答弁をいただきた

いと思います。 

 下水道事業に入りますが、ページ１５８ページの歳出で、総務管理費の中で、生活排水

処理構想策定業務委託料が１００万余り計上されてますが、ちょっとこの内容がわかりま

せんので、詳しくご答弁いただきたいと思います。 

 以上です。 

○議長（山岡義正君） 高橋上下水道課長。 

○上下水道課長（高橋一夫君） ご質問にお答えいたします。 

 予算書の１３９ページの簡易水道事業の維持管理費の中の予算、委託料１５７万５，０

００円の内容でございますが、これは大正地区１２カ所の水道施設委託を３カ月見込んで

おります。 

 これ、今現在、大正地区の水道施設は直営で、西部駐在所の職員が１名直営で維持管理

を行っておりますが、来年度退職予定でございます。その職員が維持管理をしておりまし

た１２施設について、民間へアウトソーシングしたいということで、来年度、施設が１２

カ所ございまして、各施設、なかなか管理、癖がございます。即、民間委託しまして維持

管理できるかというと、なかなか難しいことがございますので、職員が在職中に３カ月間

引き継ぎということで委託をしたいということで、３カ月分の維持管理料、民間への、計

上させてもらっています。 

 続きまして、下水道会計の１５８ページ、総務管理費１３の委託料１１９万９，０００

円でございます。 

 この生活排水処理構想については、平成９年度におきまして、高知県全県域生活排水処

理構想が、旧建設省、厚生省、農林水産省３省合同で出されました「汚水処理施設の整備

に関する構成策定の基本方針について」に基づき策定されております。この構想策定は各

市町村の処理構想をもとに調整、検討したものでございますので、このときに、合併前の

各市町村にも生活排水処理構想が策定されております。 

 この構想は平成１５年度に一度見直しが行われておりますが、県は再度、本年度におい

て市町村合併などの社会情勢の変化や、国からの見直しの要請の通知が出ることにより、

高知県全県域生活排水処理構想の見直しを実施する予定となっております。このためにも

各市町村の生活排水処理構想の策定の見直しを行うことが必要となってくることから、今
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回のこの業務のために委託料を計上しております。 

 委託の内容としましては、各全市町村の下水道、それから農業集落排水施設整備事業、

合併浄化槽等で、どの地域をどのように整備するかという、ゾーニングと言いますかね、

それをまとめる策定事業となっております。 

 以上です。 

○議長（山岡義正君） １０番田邊哲夫君。 

○１０番（田邊哲夫君） 明快な答弁いただきました。非常にわかりやすく答弁いただき

ました。 

 簡易水道の件については、委託の内容についてはわかりますが、確かに大正地域、十和

もそうでしょうが、尐ない人数で直営でやられてます。がゆえに、いろんなところでクレ

ームもあることは担当課長もご承知かと思いますけれども、そういった意味では、今後そ

ういう形でアウトソーシングするということになれば、しっかりと引き継ぎをされて、生

活用水ですので、委託先にしっかりと指導をしてほしいということを申し添えておきます。 

 それと下水道の関係ですが、今、担当課長から答弁いただいた処理水の構想策定ですが、

これもアウトソーシングですが、すべて丸投げのアウトソーシングなのか、町として基本

的にはこういう生活排水のあり方をすべきだとかいう一つの構想は内部では持ってないの

か。すべて民間の委託会社でしょうが、お任せしますと、どうにでもされてくださいとい

うお考えなのでしょうか、その点ついて再度聞きます。 

○議長（山岡義正君） 高橋上下水道課長。 

○上下水道課長（高橋一夫君） 平成９年度に各市町村のゾーニングできております。そ

れから１５年度に再度見直しが行われております。 

 今回委託するものとしましては、行政区域の人口等はこちらのほうで資料を構えれます。

自前で構えれるところは自前でやる予定でございます。一忚業務委託する内容としては、

どのゾーンに処理を持っていくか、それから地図のデータ化の提出を求められております

ので、そのデータ化等を委託する予定でございます。 

 以上です。 

○議長（山岡義正君） １０番田邊哲夫君。 

○１０番（田邊哲夫君） ご答弁いただきました。 

 最後になりますが、四万十川水系を抱えた、また住む地域、四万十町にとって、四万十

川の汚染源が生活排水等もろもろ人的な要因があるというふうに私も思ってますし、そう
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いう認識の町民が多いわけですが、せっかくこういう再度の策定構想するのであれば、町

としての基本的な生活排水、どうすべきなのか。特に汚れた地域があるという認識がある

地域については、しっかりした町の考えのもとで業務委託をせんと、業者さんが十分熟知

しない状況の中で策定しても、全国どこへでも通用するような策定ではいけませんので、

そこらあたりでどうか町長を先頭に、こういう策定の時期に当たってこそ、しっかりとし

た四万十川の汚染源である生活排水をなくす設計をしっかりとしてもらうようにお願いし

たいし、そういう考えで臨まれるのかどうか、最後にお聞きして終わります。 

○議長（山岡義正君） 高橋上下水道課長。 

○上下水道課長（高橋一夫君） 各ゾーニングについて一番経済的なもの、それから経済

効率がございます。それから、もちろんどのように処理するかが一番経済的なものかがご

ざいます。それと、四万十川へ影響のないような処理の仕方いうことございます。そこら

辺を基本に、今まで策定されております基本構想をもとに、もう一回そこら辺を再検討し

て今回策定したいと思います。 

 以上です。 

（１０番田辺哲夫君（「以上です」と呼ぶ） 

○議長（山岡義正君） ほかに質疑はありませんか。 

            〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（山岡義正君） ほかに質疑がないようですので、これで質疑を終わります。 

 これより議案第５８号について討論を行います。 

 討論はありませんか。 

            〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（山岡義正君） 討論なしと認めます。 

 これで討論を終わります。 

 これより議案第５８号平成２２年度四万十町簡易水道事業特別会計補正予算(第２号)に

ついてを採決します。 

 議案第５８号を原案のとおり決定することに賛成の諸君の挙手を求めます。 

            〔賛成者挙手〕 

○議長（山岡義正君） 挙手多数です。したがって、議案第５８号は原案のとおり可決さ

れました。 

 これより議案第５９号について討論を行います。 
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 討論はありませんか。 

            〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（山岡義正君） 討論なしと認めます。 

 これで討論を終わります。 

 これより議案第５９号平成２２年度四万十町農業集落排水事業特別会計補正予算(第１

号)についてを採決します。 

 議案第５９号を原案のとおり決定することに賛成の諸君の挙手を求めます。 

            〔賛成者挙手〕 

○議長（山岡義正君） 挙手多数です。したがって、議案第５９号は原案のとおり可決さ

れました。 

 これより議案第６０号について討論を行います。 

 討論はありませんか。 

            〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（山岡義正君） 討論なしと認めます。 

 これで討論を終わります。 

 これより議案第６０号平成２２年度四万十町下水道事業特別会計補正予算(第１号)につ

いてを採決します。 

 議案第６０号を原案のとおり決定することに賛成の諸君の挙手を求めます。 

            〔賛成者挙手〕 

○議長（山岡義正君） 挙手多数です。したがって、議案第６０号は原案のとおり可決さ

れました。 

            ～～～～～～～～～～～～～～～  

○議長（山岡義正君） 日程第１１ 議案第６１号平成２１年度四万十町水道事業欠損金

の処理についてを議題とします。 

 この議案につきましては既に提案理由の説明が終わっておりますので、これより質疑を

行います。 

 質疑はありませんか。 

            〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（山岡義正君） 質疑なしと認めます。 

 これで質疑を終わります。 
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 これより議案第６１号について討論を行います。 

 討論はありませんか。 

            〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（山岡義正君） 討論なしと認めます。 

 これで討論を終わります。 

 これより議案第６１号平成２１年度四万十町水道事業欠損金の処理についてを採決しま

す。 

 議案第６１号を原案のとおり決定することに賛成の諸君の挙手を求めます。 

            〔賛成者挙手〕 

○議長（山岡義正君） 挙手多数です。したがって、議案第６１号は原案のとおり可決さ

れました。 

            ～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（山岡義正君） 日程第１２ 認定第１号平成２１年度四万十町各会計歳入歳出決

算の認定についてを議題とします。 

 認定第１号につきましては、質疑終了をもって、後刻設置を予定をしております決算特

別委員会に付託を予定しております。 

 この議案につきましては既に提案理由の説明が終わっておりますので、これより質疑を

行います。 

 質疑はありませんか。 

○議長（山岡義正君） １０番田邊哲夫君。 

○１０番（田邊哲夫君） それでは、私は２１年度決算について、主要な施策の実績報告

書に基づいて質問してみたいと思いますが、監査委員の皆さん、ご苦労さまでした。普通

会計、特別会計含めて大変な量の監査をしていただきまして、心からお礼を先に申し上げ

ておきたいと思います。 

 それでは、私どもにいただきました２１年度の実績報告書の中身の中で質問をしてみた

いと思いますが、まず３３ページの四万十町ケーブルネットワーク指定管理に関する事項

の中で、２１年度は地域振興公社に１，５００万余りの委託料として、決算として計上さ

れておりますが、うろ覚えですが、確か大体年間３，０００万ほどの地域振興公社に委託

料を払っても採算がとれるという予算が、過去に出されたような計画書があったと思うわ

けですが、今後この決算を見て、予定どおり３，０００万以内の２２年度も委託料で済む
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計画なのかどうなのか、併せてこの決算を見て考えがあれば答弁をいただきたいと思いま

す。 

 それとページでいくと、順番に質問します。ページ４３ページの１１の河川水水質検査

委託料も、これも毎年度こういう形でお示しをしていただいていることは私も承知をして

ました。ただ、２１年度のこの水質検査の中で気になる項目が、結果として、大正地域で

は岡本谷川、いわゆる役場の横を流れてる谷が岡本谷川と言うと思いますが、大腸菌が

３，３００出てます。また、十和地区でも長沢川と言うんでしょうか、ちょっと私自身わ

かりませんが、ここでも１，７００という、水質検査の結果が、大腸菌の個数が出てま

す。 

 本来は１級河川に流れ込む大腸菌の数がこれほど大きいと、よくない状況にあるわけで

すが、ただ委託業者に検査を依頼し、結果をここに出しているだけなのか、それとも十

分、水質検査の事業費を２３万円出しながら、しっかりとこの結果を見て地域地域の水質

の状況、先ほども言いましたけれども、四万十川に注ぎ込む谷々の水質の変化いうものを

検討されて、こういう形で出してるのかどうなのか。どこが担当か知りませんけど、どっ

かが答えるでしょう。答えてください。 

 それと、ページ１１５保育行政ですが、私はずっと、合併してから窪川地域の保育園の

実態が今もわかってません。だから今年度決算の中で聞くわけですが、保育園は公立と、

いわゆる窪川地域には児童福祉協会というのがずっと窪川町時代からあって、現在も存在

をしているわけですが、ここも決算の中で書いてるように、意味がわからないので聞くこ

とですが、中ほどに、「過去の経過から、順次児協保育所を公立化していくという町方針

により、保育職員の給与の同一化」、いわゆる町の職員の人件費に補てんするということ

ですが、「先行して行われてきたが、ここ数年の方針転換、いわゆるアウトソーシング、

民営化により、児協独自の給与体系に移行していく取り組みがされているが、これまでの

経過と児協の役割を十分踏まえた慎重な対忚が必要となってくる」という課題を決算の報

告書の中で提起をされてます。意味がちょっとわかりませんし、町長としていわゆる保育

園のあり方、旧それぞれ町村のやり方があったと思うわけですが、保育行政がこういう形

で同じ町の中に、片や公立、片や児協という、いわゆる民間の運営のあり方、これを今後

通していくのかどうなのか。それについて町長に今後の保育行政のあり方についてお聞き

をしてみたいというに思ってます。 

 それとページ１２３ページですが、医療費の助成についてはちょっと勉強不足で申しわ
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けないと思いますが、確か小学生の医療費の無料化が去年からやったかなという認識のも

とで質問してますが、間違っていれば答弁の中で答えてください。 

 小学校卒業までの医療費の無料化が四万十町で行われました。今回決算では６２７万円

余りを卖独で助成をしたというふうに決算では出てるわけですが、医療費の無料化が始ま

る前と比べて、医療費が無料化になってからの決算額がどう推移したのか。自分自身も危

惧したのは、無料になればお金がかかるのではないかという思いもあったわけですが、決

算を向かえて実際はどうだったのかという分析がされたと思うわけですが、その点につい

て答弁をお願いしたいというに思ってます。 

 続いてページ１６９ページ。今年度もほぼ稲刈りも終わりつつある状況の中で、イノシ

シにやられ、シカにやられ、今年は特にウンカにやられて、収量の減収と併せて、生産者

米価が大変急落をいたしました。そういった中で、町はずっと合併以来、鳥獣害の防止総

合対策事業に取り組んできました。残念ながら民主党政権になって、事業仕分けの中で、

国の鳥獣害被害に対する予算が打ち切りに、３分の１ほどになったことは町長からも報告

があったわけですが、町長、今年度農家の被害防止のために町卖独での予算を２２年度も

計上してきたわけですが、２１年度、こういう形で事業費が１，７００万余り計上されて

ます。今後の問題ではほぼ、恐らく補助できる地域といいますか、３戸以上を対象にした

対策は万全ではないかと思いますけれども、大分がカバーできることになったのではない

かなというふうに思ってますが、今後この補助事業を乗れない地域がどうしてもあるわけ

です。地域に１戸しかない、１カ所しかない田んぼ、特に山すその田んぼは３戸以上の農

家がいない地域もあるわけですが、そういったとこに補助として今後考えていくべきでは

ないかなという思いで、関連で質問しますが、その点ご答弁いただきたいと思ってます。 

 それと、１７５ページに、大正地域にかかわる決算の問題ですが、ヒノキオイル抽出施

設整備事業という事業が２１年度やられてます。事業費は約１，０００万の事業費の中

で、町が７００万ほど助成をし、木質バイオマスを利用した樹木の精油研究を行っており

ます。これに対して、実際この事業費に見合った効果がどうあったのか、今後この事業に

よってどう販路が、また効果が起こってきてるのか。その辺の、決算を迎えて、担当とし

てどうこの事業費の思いをしてるのかについて答弁を求めたいと思います。 

 それと、ページ１８４ページ、観光の決算の中で、社団法人四万十町観光協会運営育成

事業補助金が約１，２００万決算額が出てます。ここに書いてありますように、興津地域

での海を生かした新たな体験メニューとなるレジャーダイビングサービスを提供するため
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に必要なハード整備を行ったということで、確か補正予算でもスキューバダイビングの予

算も上って、採択もされた記憶があるわけですが、これによってどれだけの観光客が訪れ

たのか。恐らくそれなりの資料があると思いますので、その資料をお示しを願いたいとい

うに思ってます。 

 それと１９１ページ、道の駅四万十大正の決算の報告の中ですが、道の駅四万十大正

は、大正地域の情報発信の場としてさまざまな方々に利用され、休日や盆にはにぎわって

いると。施設の運営や活用方法などで課題があり検討中であるという、検討中の課題です

が、どういうことが課題として上げられているのか。というのは、ここに書いてますよう

に、ここの問題については検討委員会でしたか、何か新たに審議会でしたか、委員会をつ

くってここの周辺の整備に対する会も持ってると思いますが、そこら辺の課題についてお

示しを願いたいと思います。 

 あと一点だけです。教育で２０６ページ、太陽光発電設備導入の事業についてですが、

私は前にも質問しましたけれども、補助事業があるからということで旧大正町時代からも

太陽光発電を公的な、いわゆる学校やそういった公の施設に設置をしてきましたが、しか

し、実績としてどうなのかという点検が抜かってました。せっかくそれだけの補助事業、

また、町の卖独も入れながら設置をした太陽光発電の結果がどうであったのか。今後町民

にも普及をしていくということになれば、一つの結果を示さなければ私は私はならんと思

ってますが、２１年度こういう設置をして、学校についてはこれだけの効果があったと、

今後もしてない学校についてはしていくというふうな覚悟のもとで決算が審査されたのか

どうなのかをお聞きして、１回目の質問を終わります。 

○議長（山岡義正君） 敷地企画課長。 

○企画課長（敷地敬介君） 四万十町ケーブルネットワーク施設の指定管理に関する事項

のご質問ですが、四万十町ケーブルネットワーク施設の管理運営に関しましては、ご承知

のとおり地域振興公社のほうへ指定管理を行っております。 

 この指定管理を行うに当たりまして、基本協定ということで協定を結びまして、今回出

ております町が負担する経費、２１年度につきまして１，５８８万９，２６６円、これを

町のほうから委託料として支払っております。これ、指定管理したための指定管理料では

なしに、公共の部分として当然町が支払わなければいけない部分、条例なんかで規定して

おります非課税世帯当たりの減免料とか、行政番組の作成料、そういう部分の委託料の合

計で、１，５００何がしになっておるところです。 
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 地域振興公社のケーブルに関する運営ですが、今年度に十和地域をやるということで、

まだすべての地域の運営にはなってないところもあるんですが、２１年度で言いますと、

経営状況で言いましても順調であるということで、６月に決算報告も議会のほうへも出さ

れたと思うんですが、２１年度につきましては黒字だったと確か記憶しているところで

す。 

 また２２年度につきましても、特に今のところ特別な経費等も発生しておらず、順調に

行けば黒字と言いますか、順調な経営で行くという予想です。 

○議長（山岡義正君） 山脇環境課長。 

○環境課長（山脇一生君） お答えします。 

 ページ４３の河川水質の検査委託業務の結果の件でございます。 

 確かに議員おっしゃるように、大腸菌群の数値が大正の岡本谷川の、これは四万十川へ

の出口付近で採取をしております。そういった数値が３，３００と。それからもう一カ所

長沢川上流の十和地区ということで、これについては十和の総合支所へ流れてくる長沢川

の上流で、古城から分岐を左側へちょっと入ったところ、そこで採水をしております。非

常にそこについては河川としてはきれいであるべきというふうには思っているところです

が、大腸菌の数につきましては下水道法、それから浄化漕法等で言いますと、河川に放流

する場合３，０００以下という状態での放流ということが義務づけられておりまして、岡

本谷川につきましては３，３００ということで、ちょっと３００オーバーしているという

ことでございます。 

 これは採水したのは２１年の１２月２日でございます。そして結果をいただいたのは２

１日ということになっておりまして、この間、検査、その状況について調査をしたかとい

うことでございますが、現場へ行って目視をしたと。 

 ただその状況では、田野々の場合は、大正の場合は下水道へかなりの数、接続をしてお

りまして、家庭排水、そういったもの、それから浄化槽排水、こういったものも下水に切

り替わっておりますので、非常に尐ないというふうには考えておるところですが、その後

の検査については、９月に入りまして第２回目の検査をしております。その検査を待っ

て、また今回も高いようであれば、何が原因かという調査をしていきたいと。生活排水の

場合はたまたま高いという状況も当然にございますので、そういった汚水が流れてきたと

きにくんだ、そのときに高いということが田野々の場合、大正の場合は特に言えるかもわ

からんということで、今回９月で採水をしておりますので、その結果を受けて、高ければ
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どういう原因で高いのかという詳細調査というのも必要であろうというふうには考えてお

ります。 

 以上です。 

○議長（山岡義正君） 高瀬町長。 

○町長（髙瀬満伸君） １１５ページの保育の関係でございますが、議員さんおっしゃら

れるように、窪川地域には児協立の保育所と、そして町立の保育所がございます。私とし

ては、今のところこの分を児協のほうにというふうな、そういった考えはございません。 

 ただ、これから子供がどんどん尐なくなっていく中で町内の保育所をどうしていくの

か、その中で児協の保育所、そして町立の保育所、その役割分担、位置づけ、そういった

ものについても考えていく必要があるのではないかなというふうに思っております。 

 保育所の適正配置計画を検討する委員会もございまして、ここしばらく活動が停止をし

ておりますが、大正の田野々の幼稚園、そして保育所との統合の問題、そういったものも

ございますので、その配置計画の検討委員会の中でも協議もいただきたいというふうにも

思いますし、それから、第２次の行革の推進委員会の中でも、この点についてご意見をい

ただきたいというふうには思っているところでございます。 

○議長（山岡義正君） 柴町民課長。 

○町民課長（柴 久幸君） 福祉医療のほうの小学生の、児童医療の関係でございます。

 この児童医療は昨年の１０月より行われました。町卖独で行われております。今年度は

それで６２０万程度、昨年は半年間で実績が上がっております。 

 それで、この半年間のデータは同じ時期がこれから発生しますので、比較は尐しできな

いとは思いますけども、４月から９月まで、２２年度の半年間における実績は現在８４０

万となっております。 

 ということで、現物給付でございますので、受給者証を持っていければ、医療機関の窓

口では無料で診察していただけるということで、その波及効果、長瀬効果言いますけど

も、若干増えてくるのではないかと考えております。 

 それで、この受給者の中の国保の関係者、この関係者の方が例えば受診されれば、国保

の、国の補助金の調整交付金のペナルティー分が減額というような状態にもなっていきま

す。ということで、そういった、これだけじゃありませんけども、障害者医療とかひとり

親医療とか、さまざまな福祉医療の国での減額行為が現在もなされております。その分で

は国保の、国の歳入にとって若干不足が生じておりますので、その辺の補てんが気になっ
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ているところではございますが、今年から中学生医療も１０月から無料化にしております

ので、その辺は子育て支援の関係でぜひよろしくお願いしたいと思います。 

○議長（山岡義正君） 武市農林水産課長。 

○農林水産課長（武市逸夫君） １６９ページの鳥獣害対策についてでございますが、今

ご質問のありましたように、受益者が１戸の対策についてでございますが、これにつきま

しては６月議会でも答弁申し上げましたように、できましたら集落会卖位、あるいは字卖

位で３戸以上で申請していただきまして、その中の１つの実施箇所といたしまして、そう

いった箇所を申請していただきたいと、そういうふうに思っておるところでございます。 

○議長（山岡義正君） 下藤産業建設課長。 

○大正産業建設課長（下藤広美君） それでは私のほうからページの１７５ページ、ヒノ

キオイルの抽出施設整備事業の効果とか実績とかというふうなことでの質問であったかと

思いますが、このヒノキオイルにつきましては旧大正町時代からヒノキオイルの抽出には

取り組んでおります。ただし規模が小さかったということで、実験程度の施設でありまし

たので、それをもう尐し大型化した炉を構えて試験をするということでございます。 

 ここの枞の中にありますように調査、研究ということで、試作品の研究とかいうことで

やっておりまして、この文章の中にありますように、自然塗料とか化粧品等に使うという

ことで、今、商品を、東京のほうの香料メーカーとかいったところにサンプル等を送って

実験をしているところでございます。 

 それと、２１年度からふるさと雇用の基金を使いまして、ヒノキオイルを利用した取り

組みができないかということで今やっておりますので、それと併せて２２年度、２３年度

かけて、そういった取り組みが企業として成り立つかというようなことも含めてやってい

きたいというふうには思っております。 

 それと続きまして、関連ですので、１９１ページの道の駅四万十大正の課題ということ

でございますが、この道の駅は平成９年度に現在の場所に建てられております。１２年ぐ

らいたったわけですが、その中で、その敷地の中には、駐車場の中に県が所有する情報

館、また、町が所有する、今、ＪＡのほうが指定管理してますが、であいの里といった施

設がございます。そういったものが結構老朽化もしておりますし、情報館も県の所有であ

るということで、利用方法いいますか、そういうことがなかなかうまくいってないという

ことが課題でもございます。 

 そういったことがありまして、１９２ページの道の駅の周辺施設の再整備ということで
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ありますが、道の駅や上の轟公園、リバーパーク等も含めました周辺施設の再整備を検討

しようということで、２１年度から検討委員会を立ち上げて行っております。２２年度に

つきましても昨年度の協議した事項を含めまして、もう尐し詳細な計画を練っていくとい

うふうに進める予定になっています。 

 以上です。 

○議長（山岡義正君） 宮地商工観光課長。 

○商工観光課長（宮地正人君） お答えします。 

 ページ１８４ページの四万十町観光協会運営育成事業補助金の中の興津レジャーダイビ

ング事業につきましてお答えさせていただきます。 

 平成２１年度は６５５万５、０００円を観光協会に補助いたしまして、潜水ボンベ用空

気充てん設備工事等の施設の整備を行いました。平成２２年度、今年度からは緊急交付事

業の人材育成事業を導入いたしまして、２名の職員が現在ダイビングの研修を実施してい

るところでございます。現在、ダイビングショップとも連携をとりながら、興津のダイビ

ングコースなどの複数なコース設定も検討しているところでございますが、本格的な稼働

は来年からになるよう取り組んでいるところでございます。 

 以上です。 

○議長（山岡義正君） 野村学校教育課長。 

○学校教育課長（野村和宏君） それでは私のほうから２０６ページ、太陽光発電整備の

関係についてお答えいたします。 

 まず太陽光につきましては平成２１年度、興津小学校、東又小学校、七里小学校、北ノ

川小学校、十川小学校のほうへ設置しております。また、給食とか給食センターのほうへ

も設置しておりまして、大正中学校につきましては繰り越しということで、今年度設置予

定になっております。 

 まず実績のほうでございますが、２１年度設置ということで、この４月からの実績です

が、小学校の５校につきましては、今まで４月から８月、約、電気代を１３０万ぐらい使

用しております。太陽光につきましては売電収入という形で入ってきておりますが、合計

しますと約６０万ぐらいの売電収入が入っております。率にしますとちょっと４割を超す

ぐらいの率になろうかと思います。また、給食センターにつきましては８月末で２３万円

ぐらいの売電収入ということで、電気代のほうが２４０万ぐらいということになっており

ます。小学校のほうにつきましては４割超す売電収入が入ってきているという実績になっ
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ております。 

 今後につきましてですけど、２１年度の太陽光の設置につきましては国の補助と合わせ

まして、経済危機対策臨時交付金を活用した補助金も、交付金もいただいておりまして、

実際の事業費に対しまして町の事業費のほうが、補助のほうが大体９割を超すぐらいの補

助率で設計しておりますので大変有利な事業があったということがありまして、この小学

校、給食センターのほうへ実施したところであります。今後につきましては、今のところ

まだ検討はしておりませんが、検討をしていないところでございます。 

○議長（山岡義正君） １０番田邊哲夫君。 

○１０番（田邊哲夫君） それぞれ答弁いただきました。詳細はまたどっかの場所で言い

たいと思いますけども、ただ１点だけ、というか何点か答弁いただいて聞くがですが、教

育委員会聞きましたので、答弁いただきましたので。給食センターの件で、２１年度そう

いう形で４月に出発をし、１年、半年が経過をしたわけですが、物件費の件です。臨時職

員の件ですが、もうそろそろ今後のあり方について検討がされているのではないかなとい

うふうに思ってますが、今後の給食センターの運営のあり方について、教育委員長なり教

育長の考えを聞きたいと思います。 

 それで道の駅四万十大正の件ですが、担当課長から答弁があったように、あの敷地の中

に情報館という県の施設が現にあるわけです、今もあるわけです。四万十町の中では大正

の道の駅が大変一番古くなりましたので、その当時はあのスペースで十分だったというも

とでの計画実施だったと思いますが、今になってみれば、あれだけのスペースの中で大型

バスも十分入れん、出入りもできれん状況の中の道の駅というのは、今後なかなか生かし

ていく方法としては難しいのではないかなというふうに私自身は考えるわけです。その県

の情報館も含めてですが、あのあり方、県のあり方、どうするのか。また、あのスペース

の問題についても、敷地の面積もそうですが、今後町長として、窪川の道の駅、大正、十

和、いわゆる点と線を結ぶという３つの駅というのは大変重要な今後のあり方だと思うわ

けですが、大正の道の駅については今後スペースも含めて、町としての考え方がどうある

べきかについて答弁をいただきたいというふうに思ってます。 

 長々と言っても皆さんに迷惑ですので終わりますが、環境課長から答弁のあった大正と

十和の水質の問題ですが、指摘したからそういう形で、恐らく、「お」と思ったがではな

いか思うがですが、よく四万十の広報誌でも流域の結果が出るがですよ。あれでも必ず大

腸菌だけは何カ所か３，０００を超える地域があるわけですよ。それを平気で載せるがで
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すよ、私に言わせれば。あれはどうしてかというのがいつもないといかんがですよ、結果

だけ載せて知らんふりでは、水質の汚濁の原因ですので、原因というか、大腸菌というの

は目に見えんですのでね、目視だけ担当課長が見たち、大腸菌なんかわかるわけないです

よ。だから、そんな見方ではだめですんで、こういう結果が出たら、おかしいなというこ

とをやはり気をつけていかんと、いつまでたってもうたい文句だけ、四万十川を保全せな

いかんせないかん言いながら、事実こんなことでは四万十川の水質良くなりません。しっ

かりとして担当課を含めて、執行部の皆さんも注意をしとってください。 

 以上です。 

○議長（山岡義正君） 高瀬町長。 

○町長（髙瀬満伸君） 大正の道の駅でございますが、平成２５年春には高速も窪川まで

延伸もしてまいります。それから四万十川流域へ観光客を流していかなければならない。

そういった中で３つの道の駅の連携ということが非常に重要になってこようかと思いま

す。 

 そういった観点で大正の道の駅を考えた場合に、私は今の規模では非常に狭隘ではない

かというふうにも思っております。そうすれば情報館が非常にもったいないと思っており

まして、県のほうへも、県になりますか国交省になるかわかりませんが、あそこを、十和

の道の駅等も情報館というスペースが非常に小さい、小さくとっておる。それが大正の道

の駅では非常に広いわけでして、そこを何とか改善ができないものか大正の総合支所の課

長とも一回その辺の話もしたことがあるがですが、県のほうにもお願いにもあがってみた

いというふうにも思っております。 

 それから、大正の道の駅全体の活用については地元での検討もなされているようですの

で、その辺のご意見等もお伺いをしたいというふうに思っております。 

○議長（山岡義正君） 宮崎教育長。 

○教育長（宮崎 勲君） 学校給食センターの運営の関係でお答えをさせていただきたい

と思います。 

 ここの主要な施策の実績報告書にも記載のとおり、平成２１年度から、懸案でありまし

た窪川地区での学校給食も始まりまして、実施されまして、四万十町全域で学校給食が開

始をされたところです。 

 学校給食センターの運営につきましては、３カ所の学校給食センターがございまして、

窪川、大正につきましては臨時職員の雇用による給食が実施されております。十和の地区
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につきましても本採用の職員で運営をしておりましたけれども、退職に伴いまして、来年

度中には本採用の職員もいなくなるというようなことも踏まえまして、現在、地域振興公

社のほうに委託をしまして経営するという方向で論議されてまして、近々、地域振興公社

の理事会も開かれるということで、来年度から委託へ向けての話し合いがなされておりま

す。ただ来年度すぐ全面的に委託ということにはならない、例えば派遣方式と、職員の、

という形の経営になるという方向も今話し合いがされているという状況です。いずれにし

ましても、来年の４月からは地域振興公社への派遣なり委託なりの方向ということで教育

委員会としては進めております。 

 以上です。 

○議長（山岡義正君） 山脇環境課長。 

○環境課長（山脇一生君） 議員ご指摘のとおり、大腸菌が多いというのは非常に四万十

川のイメージそのものにもかかわることでもございます。 

 支流とはいえ今後意識を高く持って、水質については保全していきたいというふうに考

えております。 

 なお、９月の結果が出ましたら、同じような結果が出るようであれば、大腸菌にもいい

大腸菌と悪い大腸菌といろいろあります。何が原因かという調査も行うということも必要

であろうと考えておりますので、どうかよろしくお願いしたいと思います。 

○議長（山岡義正君） ほかに質疑はありませんか。 

 ２０番田邊客子君。 

○２０番（田邊客子君） 昨年度の決算見ますと、２０年度より１１億円多い歳入という

ことで１６４億円、そして歳出が１５７億円ということで、実質剰余金が、３億７，００

０万円の黒字ということになっておりますが、監査員の意見が記されております。それに

ついて町長がどう思われるかを質問したいと思います。 

 審査意見としまして、２４ページ、監査意見が出されておりますが、その下のほうに、

「四万十町総合振興計画、行財政改革、行政評価システムの活用、特に職員の意識改革と

政策形成能力の向上を重視など一体化し、確実に実行し、自立と共生、また、町民が安心

して暮らせる安全で健康なまちづくりの実現に向け、一層の努力を要望するものである」

と書いております。特に「職員の意識改革と政策形成能力の向上を重視」ということで、

あえて書かれております。 

 特に昨年度、年度間近になりまして、国の景気対策ということでたくさんの補正が出さ



- 88 - 

れました。そのときに議会からも指摘されましたが、国からお金がおりるのでハード事業

をどんどんやってしまえという形で、何が住民に一番必要なかという精査が十分にされな

いまま予算が計上されたのではないかという指摘がありましたが、その点での町長のご意

見。 

 また、次の２５ページに不用額ですが、非常に不用額が５億１，０００万あるというこ

とでの指摘がございます。その中で監査委員さんは、「専決処分を含めて減額補正をすべ

きではないか」ということを書かれておりますが、議会が年４回あるわけで、各課が十分

予算を精査しておれば、こういう大きな不用額は出ないと思うわけですが、その点につい

ての町長のご意見をお願いします。 

 あと細かい事業につきましては特別委員会の中でまた審議されると思いますが、２点ほ

どお聞きしたいと思います。 

 事業報告書の１３３ページでありますが、地域活動支援センター事業といたしまして、

これは県のモデル事業で、知事の肝いりの事業でもありますので、これについてお聞きし

ます。 

 旧大正の診療所跡を利用して改築いたしまして、さくら福祉事業会に委託し、障害者の

自立、地域での自立ということでの通所の施設、障害者だけでなくて、お年寄りや、ま

た、子供さんも含めての、児童も含めての、みんなの集まりの場とするということでの立

ち上げをしたわけですが、この事業につきまして１年たってどうであったのかをお願いし

ます。お聞かせください。 

 あと２０９ページでありますが、教育費の問題ですが、就学援助費でありますが、私も

これ、一般質問で取り上げまして、非常に就学援助費の要保護、準要保護の対象になる家

庭がまだまだあるんだろうということで、所得を示しながら皆さんに、父兄に示すべきで

はないかということを言ってきました。そして２１年度に非常に、２０年度と見ますと、

小学校で準要保護が１５４から１７０、また中学校でも７７が８５人になっております

が、そういった形での広報でこういった効果を得たと教育委員会は判断しているのか、そ

の２点についてお聞きします。 

（「休憩をお願いします」と呼ぶ者あり） 

○議長（山岡義正君） 答弁してからにします。 

 髙瀬町長。 

○町長（髙瀬満伸君） 職員の意識改革と政策形成能力の向上ということですが、このこ
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とは非常に重要なことでありまして、一般質問の中でも職員の意識改革という面について

はお答えも差し上げたところです。 

 これから非常に財政費も厳しくなってまいります。また、国のほうからは地方分権とい

う形で事務事業もおりてくるでありましょうし、尐子高齢化を迎える本町にとっては地域

をどういうふうに行政が支えていくのか、それが大きな、これからの四万十町にとっても

重要な課題となってまいります。職員一人一人が自分の持っている業務、そういったもの

も日々点検もし、そして住民の方々から、いろんなご意見も真摯に受けとめて、それを町

の政策課題として事業を行っていく、政策を立案していく、そういったことがこれから求

められるというふうに思います。職員の意識改革と、そして政策の形成能力の向上、これ

につきましてはいろんな研修等も中央の、中央と言いますか、県の段階でも行われており

ますので、そういったとこにもどんどん派遣もしていきたいというふうにも思っておりま

す。また、職場の内部でも、これについてもありとあらゆる場面で業務も深めていただき

たい。また行政の内部でも庁議があります。あるいは職場会、そういったものも機能もさ

せまして、職員の意識改革を図っていきたいというふうに思っております。 

○議長（山岡義正君） 樋口総務課長。 

○総務課長（樋口 寛君） 監査員の審査意見書の２５ページの不用額の関係で私のほう

からお答え申し上げたいと思います。 

 確かに監査員さんがご指摘のとおり、２１年度につきましては多額の不用額が生じてお

ります。これは国の補正予算などの関係が年度末近くにあったということなどもあって、

特殊な事情もあったわけですけれども、それにしても不用額が多いではないかという指摘

をいただきました。 

 それで、意見書の提出をいただきました次の庁議においても、直ちに、こういう指摘が

あったということは副町長のほうから幹部職員に伝えていただきまして、精査した執行を

するようにということを言っております。 

 それと毎年３月補正の通知に、不用額についてはたびたび指摘を受けておるので、留意

した、３月補正、最終補正になりますので、３月補正についてそういう通知を出しており

ますけれども、なお町長名でもう尐し具体的に強い指示を出すようにということも監査員

さんから意見としてお伺いしておりますので、そういう対忚をしていきたいというふうに

考えております。 

○議長（山岡義正君） 山川健康福祉課長。 
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○健康福祉課長（山川明彦君） 大正のあったかふれあいセンターの運営がどうかいうこ

との質問やったと思いますが、昨年の９月にふるさと雇用再生基金事業を使いまして、子

供から高齢者まで、だれでもが気軽に集えるいう形で施設の運営を始めました。 

 それで、当初はまだ周知いう形がなかなか難しいいうことで、徐々にですが、平均的に

は日に１０人程度は２１年度実績では上がっております。 

 現在はサービスのすき間を埋める事業いう形でやってますので、大正地区は児童クラブ

いうもんがないいうこともありまして、特に子供のほうが今利用、１日当たり１４、１５

人当たりの利用もあると。さび分けとしまして、高齢者は朝から４時ごろまで利用、子供

は３時ごろからの利用いう形でさび分けたような形の利用をされて、今普及しているよう

な形にはなっております。 

 以上です。 

○議長（山岡義正君） 質疑の途中ですが、ただいまから４時４０分まで休憩します。 

            午後４時２９分 休憩 

            午後４時３９分 再開 

○議長（山岡義正君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 答弁を行います。 

 野村学校教育課長。 

○学校教育課長（野村和宏君） 私のほうからは２０９ページの就学援助費の関係につい

て説明させていただきます。 

 就学援助制度につきましては、各学校を通じて募集のほうを主に行っております。前年

度も指摘がありまして、その申し込みの際に渡すチラシのほうがわかりにくいというご指

摘もありまして、今年度の募集からにつきましては家族構成等を書いたもので、わかりや

すく資料のほうを添付させていただいております。 

 それで、この２１年度につきましては前年度の数字ということで、直接、今回募集チラ

シを変更した数字の影響は出ておりません。やはり生活困窮等の関係じゃないろうかと思

いますが。 

 ちなみに今年度につきまして今ちょっと休憩中に調べてまいりましたが、小中合計でご

ざいますが２８３件という申し込みが現在あっております。ということで、チラシもわか

りやすくしたという影響も今年度につきましては出ているかなと思っております。 

○議長（山岡義正君） ほかに質疑はありませんか。 
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 ２４番氏原郭君。 

○２４番（氏原 郭君） 歳入歳出決算書のときにいただきました平成２１年度普通会計

の決算状況の中の基金のところで、ちょっと教えてもらいたい件がありましてお伺いいた

します。 

 普通会計と特別会計の中の土地開発基金。これが２億５７１万３，０００円あります。

その部分が、もう一冊いただきました財産調書の中の６ページに、奨学資金なんかはござ

いますが、土地開発基金の項がありません。合計の残高で言えば５１億１，１００と５１

億５００か。そんなに違わん価格でございますが、そこのあたりを我々はどう見ていった

らつじつまが合うかなと。そこの説明をちょっとしていただきたいと思います。 

○議長（山岡義正君） 樋口総務課長。 

○総務課長（樋口 寛君） お答えを申し上げます。 

 まず土地開発基金についてですけれども、財産調書のほうの６ページの基金の欄の一番

上に、土地開発基金として、土地、それから現金といった形で計上をさせていただいてお

ります。 

 こちらの普通会計決算の状況のほうの土地開発基金につきましては、土地の部分も含め

た評価額といいますか、そういった形で、土地も含めた基金総額を計上させていただいて

おるところでございます。 

 なお、財産調書のほうについては、ここに書いてありますように、３月３１日現在とい

うことで計上する規定になっておりますので、それで計上させていただいておりますが、

普通会計決算の状況のほうにつきましては出納閉鎖期間であります２２年４月、５月の分

の移動も含めた形の計上となっておりまして、数字が若干合わないというのはそういった

ところでございます。 

○議長（山岡義正君） ほかに質疑はありませんか。 

            〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（山岡義正君） ほかに質疑がないようですので、これで質疑を終わります。 

            ～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（山岡義正君） 日程第１３ 発議第９号四万十町議会決算特別委員会の設置つい

てを議題とします。 

 提出者の提案理由の説明を求めます。 

 ９番岩井優之介君。 



- 92 - 

○９番（岩井優之介君） 発議第９号四万十町議会決算特別委員会の設置について、田邊

幹男議員以下７名の議員の賛同を得まして、別紙のとおり、会議則第１４条の規定により

提出いたします。 

 次のとおり四万十町議会決算特別委員会を設置するものとする。 

１．名称。四万十町議会決算特別委員会 

２．設置根拠。地方自治法第１１０条及び四万十町議会委員会条例第６条。 

 ３．目的。四万十町議会第３回定例会に認定第１号平成２１年度四万十町各会計歳入歳

出決算の認定について執行部から提案されました。 

 この議案は、今期定例会の期間だけでは充分な審査・精査ができないと思われ、四万十

町議会決算特別委員会を設置し、これに付託して、議会の閉会中はもとより、決算審査を

行うことを提案するものであります。 

 ４．委員定数については、１１名です。 

 ５．任期。第４回定例会決算審査の報告までを任期といたします。 

 以上提案いたします。 

○議長（山岡義正君） 提示者の提案理由の説明が終わりました。 

 これより質疑を行います。 

 質疑ありませんか。 

            〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（山岡義正君） 質疑なしと認めます。 

 これで質疑を終わります。 

 これより発議第９号について討論を行います。 

 討論はありませんか。 

            〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（山岡義正君） 討論なしと認めます。 

 これで討論を終わります。 

 これより発議第９号四万十町議会決算特別委員会の設置についてを採決します。 

 四万十町議会決算特別委員会を設置することに賛成の諸君の挙手を求めます。 

            〔賛成者挙手〕 

○議長（山岡義正君） 挙手多数です。したがって、１１人の委員で構成する決算特別委

員会を設置し、これに付託して、議会の閉会中はもとより、決算審査活動を行うことは可
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決されました。 

 ただいま設置が可決されました四万十町議会決算特別委員会の経費につきましては、当

分の間は平成２２年度予算から支出するものといたします。 

 暫時休憩します。 

            午後４時４８分 休憩 

            午後４時５０分 再開 

○議長（山岡義正君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

            ～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（山岡義正君） 日程第１４ 四万十町議会決算特別委員会委員の選任についてを

議題とします。 

 お諮りします。 

 ただいま設置されました四万十町議会決算特別委員会委員の選任につきましては、委員

会条例第８条第１項の規定によりお手元に配付しました名簿のとおり指名いたしたいと思

います。 

 これにご異議ありませんか。 

            〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（山岡義正君） ご異議なしと認めます。したがって四万十町議会決算特別委員会

の委員はお手元に配付いたしました名簿のとおり選任することに決定いたしました。 

 これより四万十町議会委員会条例第１０条第１項の規定により、四万十町議会決算特別

委員会を議長より招集します。 

 平成２２年９月２８日。四万十町議会決算特別委員会様。 

 四万十町議会議長。 

 四万十町議会決算特別委員会招集通知。委員長及び副委員長互選のため、四万十町議会

決算特別委員会を招集するから出席願います。 

 日時．平成２２年９月２８日午後４時５５分。 

 場所．３階議員控室です。 

 お諮りします。 

 本日の会議時間は議事日程の都合によりあらかじめ延長いたしたいと思います。 

 これにご異議ありませんか。 

            〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 
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○議長（山岡義正君） ご異議なしと認めます。したがって本日の会議時間は延長するこ

とに決定をいたしました。 

 四万十町議会特別委員会開会のため、只今より休憩します。 

            午後４時５０分 休憩 

            午後４時５６分 再開 

○議長（山岡義正君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 四万十町議会決算特別委員会から委員長及び副委員長をそれぞれ互選した旨の通知があ

りましたので報告をいたします。 

 四万十町議会決算特別委員会委員長田邊哲夫君、同副委員長宮地章一君、以上のとおり

です。 

            ～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（山岡義正君） 日程第１５ 四万十町議会家地川ダム調査特別委員会の最終報告

について。 

 四万十町議会家地川ダム調査特別委員会から最終報告を行いたい旨の申し出があがって

おります。 

 お諮りします。 

 四万十町議会家地川ダム調査特別委員会からの最終報告を許可することにご異議ありま

せんか。 

            〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（山岡義正君） ご異議なしと認めます。したがって、四万十町議会家地川ダム調

査特別委員会からの最終報告は、これを許可することに決定いたしました。 

 四万十町議会家地川ダム調査特別委員長橋本保君。 

○四万十町議会家地川ダム調査特別委員長（橋本保君） 佐賀取水堰（通称家地川ダム）

の調査の最終報告をいたしたいと思います。 

 お手元に佐賀取水堰（通称家地川ダム）調査最終報告書として、特別委員会の経過報告

が皆さんのお手元に配付をされておると思いますが、この部分についてはここで読み上げ

はいたしませんので、ぜひ目を通していただきたいというふうに思います。 

 それでは報告をいたします。 

 佐賀取水堰（通称家地川ダム）調査の最終報告です。 

 平成２２年９月２８日。 
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 四万十町議会家地川ダム調査特別委員会。 

 四万十町議会家地川ダム調査特別委員会に付託された調査事項について、平成２１年４

月７日から平成２２年９月６日までの間、１５回の委員会を開催をしております。 

 行政調査としては平成２１年９月２日から４日まで愛知県豊田市に、近自然工法による

河川づくり、魚族や流域住民にダムが与える影響、再生された矢作川などの視察研修を行

っております。 

 当委員会が実施した住民、漁業関係者への意識調査や聞き取りでは、全体の役９割が

「四万十川の水がきれいとは思わない」と回答し、汚染原因として「生活排水」約３割、

「山林の荒廃」約２割、「ほ場整備」約１割、「佐賀取水堰（通称家地川ダム）」約１

割、「その他」となっております。前回の更新以降、下流への流量を増やしたことへの評

価は漁業関係者４３．５％、各地区町９％で「良くなった」としております。「佐賀取水

堰（通称家地川ダム）についてどのように考えるか」では、各地区町５９．９％、漁業関

係者５２．０％が「条件つきも含めて存続」と回答しております。 

 近隣自治体との連携強化では津野町、四万十市ともに住民の関心が薄く、前回更新時の

ような建て看板や住民からの撤去という声は聞かれないし、議会、行政からも調査という

声は上がらないという意見でありました。黒潮町においても住民、議会、行政の関心は薄

く前回更新時のような盛り上がりはありませんでした。しかし、分水継続だけはぜひとも

お願いしたいという強力な申し出があったところです。 

 今回佐賀取水堰（通称家地川ダム）の更新時期を目前に、近隣自治体との連携で感じた

ことは、いずれも住民、議会、行政の関心がないということでありました。しかし、それ

ぞれ市、町で発言されたことは四万十川の再生、保全は流域が１つになって取り組まなけ

ればならないということであります。 

 自然エネルギーの調査では、２００５年２月に京都議定書が発効され、温室効果ガスの

削減が約束されております。国の方針としても環境と経済の両立を基本に地方自治、事業

者、国民が温暖化対策に取り組まなければならないとしております。 

 檮原町は環境モデル都市に認定され、森林環境に配慮した取り組みを行っております。

基本的には二酸化炭素、ＣＯ₂ 削減を目指しており、太陽光発電や小水力発電、風力発電

など一定の成果は上げております。しかし、それぞれの課題もあるようであります。 

 以上、当委員会に付託された調査項目の内容及び各委員の意見を集約した結果、佐賀取

水堰（通称家地川ダム）については四万十川の汚染はダムだけでなく、山の荒廃、生活排
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水、ほ場整備などの原因もあり、住民の大半が存続すべきと判断している。また、合併協

定時のダム撤去の決議は無視することができないという意見や、四万十川は構造物のない

自然の川に戻すべきであるという意見、そして行政に対する意見としては、四万十川条例

の指標としている水環境、景観、生態系、森林、農地の問題についてどのような政策を打

ってきたのか検証すべきであるなどの意見が出されました。 

 当委員会としては賛否両論ある中で、１つの結論に集約することができませんでした。

総合的に判断した結果、ダム撤去という結論には至らなかったということであります。 

 なお、当委員会としては今回調査の中で明らかになった問題点について精査、検証し、

今後四万十川再生、保全について流域、市、町と連携をして取り組むことを確認をしなが

ら最終報告といたします。 

 以上であります。 

○議長（山岡義正君） 四万十町議会家地川ダム調査特別委員長の報告が終わりました。 

 これより四万十町議会家地川ダム調査特別委員長の報告について、質疑があればこれを

許可します。 

 質疑ありませんか。 

 ２０番田邊客子君。 

○２０番（田邊客子君） 特別委員会の皆さん、長い間ご苦労様でした。 

 ただ１点だけわからないことがありますので教えてください。 

 この報告の中間ほどで、アンケートをとったということでありまして、各地区長５９．

９％、漁業関係者５２．０％が条件つきも含めて存続と回答しているということがありま

すが、非常にただの存続ではないわけですね。ただの存続ではなくて条件つきというこ

と。これは深い意味があると思うわけですが、それについて特別委員会では十分精査され

たのか、その点をお聞きします。 

○議長（山岡義正君） 橋本特別委員長。 

○四万十町議会家地川ダム調査特別委員長（橋本 保君） お答えします。 

 この分については、中身としたらこの１０年間に３倍の放流、維持水量とか、それから

１０年間に短縮されたとか、こういうことが多分条件ではないかというふうなことで話を

した経過はあります。 

 以上です。 

○２０番（田邊客子君） その２点につきましては前回、運動の中で勝ち得た成果であり
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まして、さらに、ある面は違う条件を含めて、四万十川再生に向けたまた条件をつけるべ

きだという、そういう内容ではなかったのかお聞きします。 

○議長（山岡義正君） 橋本特別委員長。 

○四万十町議会家地川ダム調査特別委員長（橋本 保君） そこまでの議論はいたしてお

りませんです。 

○議長（山岡義正君） ほかに質疑ありませんか。 

            〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（山岡義正君） ほかに質疑がないようですので、これで質疑を終わります。 

 これで四万十町議会家地川ダム調査特別委員長の最終報告を終わります。 

 ただいまより議案精査のため休憩をします。 

            午後５時０６分 休憩 

            午後５時２９分 再開 

○議長（山岡義正君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

            ～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（山岡義正君） 日程第１６ 発議第１０号四万十川の再生と保全に関する決議に

ついてを議題とします。 

 提示者の提案理由の説明を求めます。 

 ７番橋本保君。 

○７番（橋本 保君） 四万十川の再生と保全に関する決議を提案したいと思います。 

 発議第１０号平成２２年９月２８日。 

 四万十町議会議長山岡義正様。 

 提出者橋本保、以下林健三、池本公夫、田邊哲夫、緒方正綱、岡峯久雄、梶原政利、宮

地章一、各議員であります。 

 四万十川の再生と保全に関する決議について。 

 上記の議案を別紙のとおり会議規則第１４条の規定により提出をいたします。 

 提案理由を説明いたします。 

 四万十川の再生と保全に関する決議。 

 四万十川は昭和５８年日本最後の清流として全国報道され、一躍脚光を浴びてきまし

た。旧東津野村の「不入山」を源流点として、１９６キロメートルを蛇行しながら流域の

人々とかかわりを持ってきた。正に流域の人々の生活の場であり、生活の糧であった。 
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しかし、高度成長期を界に川への負荷が尐しずつかかり、やがて大きく変貌しながら痩せ

細った川になった。 

 今回佐賀取水堰（通称家地川ダム）の調査で明らかになったことは、佐賀取水堰（通称

家地川ダム）の影響もさることながら、山林の荒廃、生活排水、砂利の減尐、ほ場整備の

問題などが水質・水量の変化に大きく影響していることが分かった。 

 また、四万十川条例の指標になっている水環境・景観・生態系がどのように保全されて

いるか。森林・農地が環境に配慮し適切に管理されてきたか。前回更新時以降、行政とし

てこの問題にどう取り組んできたかなど指摘されている。今後は十分精査・検証しながら

次の成果へと繋げていかなくてはならない。 

 流域の人々にとって四万十川は宝であり、全国の人々にとっては一度は行ってみたい憧

れである。やがて高速道路は東・西と整備され、一挙に交流人口の増加が想定される。 

 今こそ四万十川流域の人々が手を携えて「日本最後の清流」として名実共に全国に誇れ

る川に再生・保全していかなくてはならない。そして、私たちの子や孫に誇りを持って引

き継いでいく大きな責務がある。 

 よってここに、「四万十川の再生と保全」を提起し、流域の市・町と共に強力に推進す

るよう強く求めるものである。 

 以上、決議する。 

 平成２２年９月２８日。 

 高知県高岡郡四万十町議会。 

 以上、提案いたします。よろしくご審議のほど、ご決定いただきますようお願いいたし

ます。 

 すみません、一カ所訂正のところがありますので。最初のページの発議第１０号のとこ

ろですが、四万十川の再生と保全に関する「協議」になっておりますの、でこれを「決

議」にしていただきたいと思います。訂正をしていただきたいと思います。 

 以上です。 

○議長（山岡義正君） 提示者の提案理由の説明が終わりました。 

 これより質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

            〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（山岡義正君） 質疑なしと認めます。 



- 99 - 

 これで質疑を終わります。 

 これより発議第１０号について討論を行います。 

 討論はありませんか。 

            〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（山岡義正君）討論なしと認めます。 

 これで討論を終わります。 

 これより発議第１０号四万十川の再生と保全に関する決議についてを採決します。 

 発議第１０号を原案のとおり決定することに賛成の諸君の挙手を求めます。 

            〔賛成者挙手〕 

○議長（山岡義正君） 挙手多数です。したがって、議案第１０号は原案のとおり可決さ

れました。 

            ～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（山岡義正君） 日程第１７ 発議第１１号家地川ダムの分水中止を求める決議に

ついてを議題とします。 

 提示者の提案理由の説明を求めます。 

 １０番田邊哲夫君。 

○１０番（田邊哲夫君） 発議第１１号家地川ダムの分水中止を求める決議について提案

をいたしますが、発議第１０号で橋本議員から提案があった四万十川の再生と保全に関す

る決議についても私は賛成をいたしました。 

 この文章の中にもありますように、家地川のダムについても町民の方は影響があるとい

う認識は２５％の方が持っておられますし、撤去したほうがいいという町民の声もあるわ

けでございまして、私の今回の提案はその一歩中に入って、家地川堰ダムの問題について

今回提案をするものでございます。 

 それでは決議の内容について皆さん方に読み上げて提案理由にかえさせていただきま

す。 

 前回、平成１２年、四万十町流域にある多くの自治体では家地川ダム撤去決議がされ、

多くの町民参加のもとで大きな運動がございました。 

 しかしながら家地川ダムは更新をされましたけれども、ダム更新期間が３０年間から１

０年間に短縮をされ、また、夏場、水量の減尐による危機的状況であった四万十川は、年

間を通して放流をされるという成果を勝ち得ることができたことは評価すべきであると思
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っております。 

 更新された後、旧３カ町村で合併の議論がなされておりました。そういった中にあって

平成１６年に家地川ダム、津賀ダム撤去の特別決議が法定協議会でされ、旧３カ町村の議

会もこれを受けて合併を平成１８年３月にいたしまして、今の四万十町が誕生いたしまし

た。 

 町民のアンケート結果で明らかになりましたように、現在の四万十川は国民的財産であ

る「最後の清流四万十川」の名にはほど遠い川であるとの認識でございます。四万十川の

水質悪化には、先ほど発議の中にもありましたように、生活雑排水の問題や山林の荒廃の

問題、ほ場整備による影響等も、いわゆる人的な要因もさることながら、何といっても元

凶は年々河川水量が減尐する中にあって、四万十川水系への水が他水系のいわゆる伊与木

川に放流されていることにあると思っています。 

 よって、四万十町議会として本来の四万十川を取り返すために、他水系への分水を中止

することを強く求めるものでございます。 

 平成２２年９月２８日。 

 高知県高岡郡四万十町議会。 

 以上です。 

○議長（山岡義正君） 提示者の提案理由の説明が終わりました。 

 これより質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

 １８番堀本伸一君。 

○１８番（堀本伸一君） ちょっと内容的な解釈といいますか、若干私なりにわかりにく

いというところがありますのでお聞きをしたいというふうに思います。 

 これは、発議第１０号に賛同して、委員であって賛同するということで、その後、分水

の中止を求める決議ということの内容になりますよね。 

 じゃ、わかりやすく言うと、分水を結局反対するということであれば、発電行為は皆無

なものと解釈をするわけですが、基本的には家地川堰ダム撤去ということになるがでしょ

うか。その点をちょっとこう。 

○議長（山岡義正君） 田邊哲夫君。 

○１０番（田邊哲夫君） 今、堀本議員から質問がございました。 

 分水を中止をするということは、今の堀本議員はダムの発電がとまるということでござ
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いますけれども、私は決して四国電力に恨みを持つつもりもありませんし、何ら水力発電

そのものを否定するものではございません。 

 そういった中にあって、特に夏場の水量がご承知のように、今は若干の放流がされまし

たけれども、９年前、夏場、本当に革靴で渡れるような川でございました。そういった中

で更新を迎え、１０年間に短縮され、年間維持放流もされたということは先ほど決議の

中、案文の中でも述べましたけれども、結果として例えば台風時期に大量の水が上流から

流れてきます。もしそういうことで、ならば、必要以上の水は私は必要ないと思いますけ

れども、一時的にですが、ほぼ年間通じて発電も集まるものではないかなというふうに思

っています。そういった意味では、今の堀本議員の指摘はそのとおりだと私は認識をして

います。 

○議長（山岡義正君） ほかに質疑はありませんか。 

 ４番中屋康君。 

○４番（中屋康君） 今、発議をされました。 

 先に橋本議員からの発議、清流保全に関する、非常にこれは私も賛同します。 

 その前段に、家地川ダム調査特別委員会の報告がございました。段々の内容を見ます

と、今の段階、状況でありますと、アンケート等で判断をすると。この水量の確保とかい

ったことについては現在の住民の意見としては、概ね５割の評価をいただいているという

ことでもありますし。 

 私、考えますのは、この段階で、いわゆる家地川ダムをやめるということも拙速に議会

で決議をして、こういう一つの流れとして、来春この更新時期を迎えるわけですが、その

あたりのとこの、この段階で早急に取り決めること自体はちょっと私としては、何か時期

尚早な感じがするんで、ちょっとそういう意見だけ述べておきたいと思います。 

○議長（山岡義正君） 田邊哲夫君。 

○１０番（田邊哲夫君） 今の４番中屋さんからの質問ですが、まあ意見ということです

が、私も意見を述べたいと思います、あなたの意見に対して。 

 拙速だという意見ですが、更新をされたのは９年前です。決してこの間、住民は黙って

下流域の河川を見ているとは私は思っていません。私も議会があるたびに、また、用事が

あるたびに窪川国道を走ります。下流域の河川と上流域の河川の違い、ご存じですか。上

流は水面にも砂利がいっぱいございます。下流域は本当に岩だらけの河川になっている現

実を踏まえたときに、あなたの拙速だという今の意見、私は賛同できないのは、この運動
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はあなたも大正町の町民として９年前の直下でのダム撤去の運動、ごらんなったと思うわ

けですけれども、やはり下流域の住民は特に日々、下流の河川の状況は見てるわけです。

しかし、先ほどもここの中でも言いましたように、更新されたのは１３年です。その３年

後に旧３カ町村の町民議会、行政を含めた合併議論の中で、旧３カ町村の合意のもとでこ

の決議が、特別決議がされたという現実があるわけですよ。それ以降６年間の間に、そん

なに私自身は下流域の河川が良くなったという認識がございません。だから今もあの決議

は生きているというふうに私は思ってますので、今回こういう形で提案をさせてもらった

いう経過がございます。 

 以上です。 

○議長（山岡義正君） １８番堀本伸一君。 

○１８番（堀本伸一君） 議長、質疑のながですけど、若干の余裕を持って許可を願いた

いと思います。 

 田邊さんの報告はわかるわけですけれども、私も堰の下流域の住民の１人であります

し、だから基本的にはこれまでになされた特別決議ということを、基本的には今も胸に持

っておりますし、清流保全という形から、四万十川に対する愛着心というのは私も持って

おります。ですから、下流域、上流域の四万十川の状況も私なりによく知っておるという

ふうに自分では思っておるわけですけれども。 

 そうした四万十川に対する愛着というものは、それぞれこの地域の皆さんは同じく持っ

ておるというふうに私は思うがですよ。だから、言わんとすることはわかるわけですけれ

ども、今の発議のあり方が私は若干おかしいのではないかなと。だから、田邊さんが今言

われるような形でするとするならば、あくまでも堰の、家地川ダムの撤去という形を貫い

た形のほうが、私は本来のあり方ではないかなというふうに思いますので、その意見を付

して判断をしていきたいというふうに思います。 

（「ちょっと討論みたいな感じになりゆうけん」と呼ぶ者あ

り） 

○１０番（田邊哲夫君） 意見がありましたので。 

 それでは、堀本議員の質問に答えたいと思いますけれども。 

 確かに今回の決議分は分水中止ということです。先ほど私が言いましたように、結果と

しては分水を中止するということは発電ができんということになりますので、ある面では

「撤去」という言葉にかわるのかもしれませんけれども、撤去というイメージが、それぞ
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れの思いがあるわけです。全部取っ払ってこそ撤去だというものと、ゲートさえ上げれば

いいと、いろんな撤去すべきだという方の中にもそういう意見がございましたので、分水

を中止するということはあのゲートを上げるということに結果的にはなりますので、すべ

ての上流の水量が下流域にもすべて行くという結果で、分水を中止せよという決議の内容

にしたわけでございます。 

 以上です。 

○議長（山岡義正君） ほかに質疑ありませんか。 

            〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（山岡義正君） ほかに質疑がないようですので、これで質疑を終わります。 

 これより発議第１１号について討論を行います。 

 討論はありませんか。 

 賛成ですかね、反対ですかね。 

（「賛成討論です」と呼ぶ者あり） 

 反対討論はありませんか。 

 １９番梶原政利君。 

○１９番（梶原政利君） 私はただいま発議されました家地川ダムの分水中止を求める決

議につきまして、賛成の討論を行いたいと思います。 

 川を知らない者が前に立ってと思われるかもしれませんが、しかし、山が荒れ、川が汚

れ、最終的にはやはり海が汚毒される。汚染されると。最終的な被害が海へ集中するとい

う立場で私は賛成討論をしたいと思います。 

 合併した我が四万十町は、その名のとおり四万十川本流域、あるいは支流域を主体とす

る町となった。それゆえ本町最大の国民的な財産であり、日本最後の清流とされている四

万十川は、果たしてその名に恥じない川だろうか。決して私はそうではない現状ではなか

ろうかと思います。 

 その要因は先ほど橋本委員長からご報告がありましたように、さまざまな指摘がござい

ます。しかし、主な要因はやはり上流域に位置する本町に取水堰が構築され、発電に使っ

た水が別の水系に流されるという形が出現したという、そのために川の流量に変化が出始

めたものであることはだれも否定できない現実であると思います。 

 昭和１２年末に発電を開始して以来７４年、四万十川は大きく変貌した。そのため川と

ともに暮らし、生きてきた人々にとって、日々変化する川の姿、あるいは古代から培われ
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てきた川の文化が失われていくことに対し、ダム撤去の思いは積年の強い願いではなかっ

ただろうかと思います。 

 そのため９年前のダム水利権更新期を契機にダム撤去のうねりが一挙に高まり、流域の

市町村等巻き込む運動となり、すべての流域市町村において表現のニュアンスは違って

も、家地川ダム撤去を含む議会決議がなされたものの、ダム撤去には至らず、結果は水利

権の更新期間を１０年に、さらに川への流量確保が実現したことは大きな成果だったと言

える。 

 そして４年後に行われた３町村の合併協議会における議論の結果として、平成１６年１

０月１２日、四万十町における家地川ダム及び津賀ダムの撤去に関する決議を行ってい

る。こうした経過を踏まえるなれば、今我々は重要な決断をなすべきときではなかろうか

と考えます。 

 もし今回現状のまま何の変化も求めることなく再び水利権１０年の更新を認めるなれ

ば、恐らく家地川ダム取水堰を経て伊与木川に放流されている水は永久に四万十川を流れ

ることはないだろうと私は、以上の理由から水利権更新期を目前にした今議会において提

案されております四万十川への全量放水を決議すべきものと考えます。ぜひ賢明な各位の

ご賛同によって決議をされていただきますようお願いいたしまして私の討論といたしま

す。 

○議長（山岡義正君） これで梶原議員の討論を終わります。 

 ほかに討論はありませんか。 

            〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

 ○議長（山岡義正君） ほかに討論がないようですので、これで討論を終わります。 

 これより発議第１１号家地川ダムの分水中止を求める決議についてを採決します。 

 この評決は起立により行います。 

 発議第１１号を原案のとおり決定する事に賛成の諸君の起立を求めます。 

            〔賛成者起立〕 

○議長（山岡義正君） 起立尐数です。したがって、発議第１１号は否決されました。 

            ～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（山岡義正君） 日程第１８ 行政報告を行います。 

 町長より行政報告を行いたい旨の申し出があっております。 

 これを許可します。 
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 町長髙瀬満伸君。 

○町長（髙瀬満伸君） それでは大変貴重な時間をいただきましたが、佐賀取水堰（家地

川ダム）の水利権の更新につきまして町長としての考えを述べ、議員各位並びに町民の皆

さんのご理解とご協力をいただきたいと思います。 

 平成１３年３月３０日に水利権の更新を行いました佐賀取水堰の更新期限が来年４月７

日に到来をいたします。四万十町となって初めての更新を迎えることとなるわけですが、

本町にとって四万十川は町名にもその名を冠しているとおり、我が町の象徴であり、守ら

なければならない大切な財産であることは申すまでもありません。この四万十川の清流を

守り、後世に伝え、残していくことが私たち四万十町民の使命でもあり、責務でもござい

ます。 

 町村合併に当たり、平成１６年１０月には家地川ダム及び津賀ダムの撤去等に関する決

議も行われ、ダムのない川本来のあるべき姿を求めていくことが新生四万十町としての基

本方針であることも確認をされたところであります。 

 しかし、前回の更新に当たって旧３カ町村の見解も分かれるなど、結果的に放流量につ

いて新基準での放流と環境への配慮から、更新後の許可期限を１０年とした条件つき存続

となった経過もございます。 

 そういう状況の中で、今回この更新期限の到来を迎えるに当たっては、昨年１１月に町

民１，０００人を対象にアンケート調査を実施、そして窪川・大正・十和の各地域審議会

に意見の聴取、また、堰のある野地、家地川地区住民との車座談議、直下の大正東部地区

住民との意見交換会も行ってきたところでございます。また、町の総合振興計画を策定す

るに当たり、ダムと取水堰の取り扱いについても議論もいただきました。 

 アンケート調査の結果につきましては町広報の４月号でお知らせもいたしましたが、各

地区地域審議会や関係地域の座談会からは、四万十川の再生のため佐賀取水堰の撤去とい

う基本理念を持ちながらも、現段階では山林の保全や家庭排水対策など、行政・住民がこ

れまで以上の取り組みを早急に行うべきであるという意見や、やむを得ず存続する場合で

も、これまで以上の清流保全の取り組みを求める声が多く聞かれたところであります。 

 町としてこれらの意見を総合的に勘案した結果、今回の水利権更新については、ダムの

ない四万十川に向けた町民総意での取り組みを基本理念としつつ、山林の保全や放流量確

保等の条件つき存続も選択肢の１つとして考慮していく必要もあると考えております。 

 アユ踊る自然豊かな四万十川は本町だけでなく、流域全体の願いであります。このまま
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では四万十川の再生は取り返しのつかないところまで進むこと、清流保全への取り組みは

待ったなしの状況であることを認識し、流域の市・町が連携し、行政・住民が一体となっ

ての取り組みが重要であります。流域全体が１つになった取り組みを進めるために、本町

としてもこれから最大限の努力をさせていただく覚悟でございます。町民の皆さん、そし

て流域住民の皆さんの積極的なご支援とご協力をお願い申し上げます。 

○議長（山岡義正君） これで町長の行政報告を終わります。 

            ～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（山岡義正君） 日程第１９ 陳情第２２－２２号陳情書を議題とします。 

 この陳情議案につきましては所管の総務常任委員会に付託し、その審査報告書が委員長

より提出されておりますので、その経過及び結果の報告を求めます。 

 総務常任委員長田邊哲夫君。 

○総務常任委員長（田邊哲夫君） 報告いたします。 

 陳情審査報告書。総務常任委員会に付託されました陳情を審査した結果、次のとおり決

定をいたしましたので、会議規則第９４条第１項の規定により報告をするものでございま

す。 

 受理番号、陳情第２２－２２号。付託年月日については今議会初日の９月１６日に付託

を受けました。 

 陳情内容でございますが、大正地区でお住まいの小松さんから、大正にあります個人の

所有してます山林と四万十町の町有林の境界について、個人として境界に疑義があるとい

うことで、再度町に測量してもらいたいという陳情内容でございました。 

 所管の担当課長の出席を求め、町としての考え方もお伺いをいたしました。担当課長は

陳情者であります小松氏とともに現地へ同行し、山を見地もしたそうでございます。そう

いった中で、町としては国土調査の境界に何ら異議がないし、また正しいものとの認識を

しているということでございまして、町がもし測量するとなると５００万ないし６００万

の測量費が要るという話もございまして、総務常任委員会で十分審査をした結果、図面等

も見さしていただきました。常任委員の皆さん方が、この陳情書については町は正確だと

いう認識のもとで、再測量する意思もないいうことの上で、審査を、結果不採択にすべき

ものと決定をいたしました。 

 以上、報告を終わります。 

○議長（山岡義正君） 総務常任委員長の報告が終わりました。 
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 これより総務常任委員長の報告について質疑があればこれを許可します。 

 質疑ありませんか。 

            〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（山岡義正君） 質疑なしと認めます。 

 これで質疑を終わります。 

 これより陳情代２２－２２号について討論を行います。 

 討論はありませんか。 

            〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（山岡義正君） 討論なしと認めます。 

 これで討論を終わります。 

 これより陳情２２－２２号陳情書を採決します。 

 お諮りします。 

 この陳情について委員長報告は不採択です。 

 原案について採決します。 

この表決は挙手により行います。 

 陳情第２２－２２号を原案のとおり採択することに賛成の諸君の挙手を求めます。 

            〔賛成者挙手〕 

○議長（山岡義正君） 挙手尐数です。したがって、陳情第２２－２２号は不採択するこ

とに決定をいたしました。 

            ～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（山岡義正君） 日程第２０ 陳情第２２－１８号残土捨場跡地の整備についての

陳情書、日程第２１陳情第２２－２５号水辺の児童公園整備に関する要望書、以上陳情２

議案を一括議題とします。 

 この陳情２議案につきましては所管の教育民生常任委員会に付託し、その審査報告書が

委員長より提出されておりますのでその経過及び結果の報告を求めます。 

 教育民生常任委員長緒方正綱君。 

○教育民生常任委員長（緒方正綱君） 陳情審査報告書。 

 教育民生常任委員会。本委員会に付託された陳情を審査した結果、次のとおり決定しま

したので、会議規則第９４条第１項の規定により報告いたします。 

 受理番号、陳情第２２－１８号。付託年月日、平成２２年６月１７日。件名、残土捨場
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跡地の整備についての陳情書。 

 審査の結果、採択すべきものと決定をいたしました。全員一致でございます。 

 続きまして受理番号、陳情第２２－２５号。付託年月日、平成２２年９月１６日。件

名、水辺の児童公園整備に関する要望書。 

 審査の結果、採択をすべきものと決定をいたしました。全員一致でございます。 

 以上でございます。 

○議長（山岡義正君） 教育民生委員長の報告が終わりました。 

 これより教育民生委員長の報告について質疑があればこれを許可します。 

 質疑はありませんか。 

 １０番田邊哲夫君。 

○１０番（田邊哲夫君） 教育民生常任委員長ご苦労様です。若干陳情２２－１８、２５

号について関連ですので一括して質問してみたいと思いますけれども。 

 これは大正地区にあります下道の整備と児童公園整備の要望だと思いますけれども、当

然審査する過程の中で採択となると、今後予算が伴う陳情内容だと私は思うわけですが、

その後、執行部との協議の中で、やるとならば、するならばどれだけの予算が見込まれる

のか、その点についてもし審議をされておれば答弁をください。 

○議長（山岡義正君） 教育民生委員長。 

○教育民生常任委員長（緒方正綱君） はい、お答えをいたします。 

 私たちの教育民生常任委員会では一忚趣旨について、それから一忚現場の方へも踏査、

調査にいってまいりました。内容については賛同できるということで、後の計画のつい

て、どのようにするかという計画については、行政のほうからまた計画は出してもらうと

いうことですので、それについては、費用の面については検討しておりません。 

 以上です。 

○議長（山岡義正君） ほかに質疑ありませんか。 

            〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（山岡義正君） ほかに質疑がないようですのでこれで、質疑を終わります。 

 これより陳情第２２－１８号について討論を行います。 

 討論はありませんか。 

            〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（山岡義正君） 討論なしと認めます。 
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 これで討論を終わります。 

 これより陳情第２２－１８号残土捨場跡地の整備についての陳情書を採決します。 

 お諮りします。 

 陳情第２２－１８号を委員長報告のとおり採択することにご異議ありませんか。 

            〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（山岡義正君） ご異議なしと認めます。したがって、陳情第２２－１８号は委員

長の報告のとおり採択することに決定をいたしました。 

 これより陳情第２２－２５号について討論を行います。 

 討論はありませんか。 

            〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

 討論なしと認めます。 

 これで討論を終わります。 

 これより陳情第２２－２５号水辺の児童公園整備に関する要望書を採決します。 

 お諮りします。 

 陳情第２２－２５号を委員長報告のとおり採択することにご異議ありませんか。 

            〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（山岡義正君） ご異議なしと認めます。したがって、陳情第２２－２５号は委員

長報告のとおり採択することに決定をいたしました。 

            ～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（山岡義正君） 日程第２２ 陳情第２２－１２号町道の認定等の要望書、日程第

２３ 陳情第２２－１７号町道の認定の要望書、日程第２４ 陳情第２２－２４号町道舗

装について要望書、以上陳情３議案を一括議題とします。 

 この陳情３議案につきましては所管の建設常任委員会に付託し、その審査報告書が委員

長より提出されておりますので、その経過及び結果の報告を求めます。 

 建設常任委員長氏原郭君。 

○建設常任委員長（氏原 郭君） 当建設常任委員会に付託されました３件の陳情報告書

の結果の報告をいたします。 

 陳情審査報告書。本委員会に付託されました陳情を審査した結果、次のとおり決定いた

しましたので、会議規則第９４条第１項の規定により報告をいたします。 

 受理番号、陳情第２２－１２。付託年月日が平成２２年６月の１７日。町道の認定等の
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要望書でございます。審査結果は、採択をすべきものと決定いたしました。なお、全員一

致でございます。 

 次に陳情第２２－１７号。付託年月日が平成２２年６月の１７日。件名が町道の認定の

要望書でございます。審査の結果、採択すべきものとの決定をいたしました。なお、全員

一致でございます。 

 次に陳情第２２－２４号。付託年月日が平成２２年９月１６日。町道舗装についての要

望書でございます。審査の結果、採択すべきものと決定をいたしました。なお、全員一致

でございます。皆さん、審議のほどよろしくお願いいたします。 

○議長（山岡義正君） 建設常任委員長の報告が終わりました。 

 これより建設常任委員長の報告について、質疑があればこれを許可します。 

 質疑ありませんか。 

            〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（山岡義正君） 質疑なしと認めます。 

 これで質疑を終わります。 

 これより陳情第２２－１２号について討論を行います。 

 討論はありませんか。 

            〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

 討論なしと認めます。 

 これで討論を終わります。 

 これより陳情第２２－１２号町道の認定等の要望書を採決します。 

 お諮りします。 

 陳情第２２－１２号を委員長報告のとおり採択することにご異議ありませんか。 

            〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（山岡義正君） ご異議なしと認めます。したがって、陳情第２２－１２号は委員

長報告のとおり採択することに決定をいたしました。 

 これより陳情第２２－１７号について討論を行います。 

 討論はありませんか。 

            〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（山岡義正君） 討論なしと認めます。 

 これで討論を終わります。 
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 これより陳情第２２－１７号町道の認定の要望書を採決します。 

 お諮りします。 

 陳情第２２－１７号を委員長報告のとおり採択することにご異議ありませんか。 

            〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（山岡義正君） ご異議なしと認めます。したがって、陳情第２２－１７号は委員

長報告のとおり採択することに決定をいたしました。 

 これより陳情第２２－２４号について討論を行います。 

 討論はありませんか。 

            〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（山岡義正君） 討論なしと認めます。 

 これで討論を終わります。 

 これより陳情第２２－２４号町道舗装について要望書を採決します。 

 お諮りします。 

 陳情第２２－２４号を委員長報告のとおり採択することにご異議ありませんか。 

            〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（山岡義正君） ご異議なしと認めます。したがって、陳情第２２－２４号は委員

長報告のとおり採択することに決定をいたしました。 

            ～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（山岡義正君） 日程第２５ 発議第１２号四万十町選挙広報発行条例の制定につ

いてを議題とします。 

 提示者の提案理由の説明を認めます。 

 １０番田邊哲夫君。 

○１０番（田邊哲夫君） 発議第１２号。提出者、田邊哲夫。賛成者、田邊客子。竹内常

喜。岩井優之介同僚議員でございます。 

 四万十町選挙広報発行条例の制定について、ただいまより提案理由を読み上げて提案に

かえます。 

 四万十町選挙広報発行条例についてでございますけれども、私が今から提案をするわけ

ですが、私がほとんど考えたものではございませんので、執行部の武内参事のほうの知恵

を最大限にお借りしながら、今から読み上げるものが提案をするものです。 

 四万十町選挙公報発行条例について。この条例は次の四万十町議会議員選挙及び四万十
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町長の選挙から候補者の氏名、経歴、政見等を周知するための選挙広報を発行するため、

選挙公報の発行手続、記載文の申請、配布方法等に関し必要な事項を定めるものとなって

おります。 

 市町村が選挙公報を発行する場合、公職選挙法では国の選挙公報に準じて条例で定める

必要があることから、来年実施される予定の町議会議員選挙を踏まえて制定するものでご

ざいますけれども、併せて町長選挙についても選挙公報を発行するよう定めようとするも

のでございます。 

 この条例が施行されれば、来春の町議会議員選挙から実施することになりますけれど

も、次の選挙は全町を選挙区とする初めての議会議員選挙でございます。この広大な行政

区域を候補者が巡り政策を訴えるには選挙期間が余りに短く、結果として選挙民の投票行

動制限することになりはしないかと考えています。 

 この選挙公報の発行は、選挙民の投票判断の情報源として大きな役割を担うこととなる

予定です。 

 また、現在、四万十町議会では町政の情報公開と町民参加の二本柱を議会運営の基本と

した議会基本条例の制定に向けて、今準備を進めているところでございますが、この一連

の議会改革の過程の一つとして議員選挙立候補者、町長も含めての町政へのビジョンや政

策を町民に示す選挙公報発行条例を制定するものでございます。 

 四万十町選挙公報発行条例について提案をさせていただきますが、大変お疲れの場合す

みませんが、それぞれ条文ごとに読み上げて提案にかえます。 

 趣旨第１条。この条例は公職選挙法第１７２条の２の規定に基づき、四万十町議会議員

―以下議員と言いますけれども―及び四万十町長―長とあとは言います―の選挙における

選挙公報の発行について必要な事項を定めるものとする。 

 選挙公報の発行第２条。四万十町選挙管理委員会―以下委員会と読みますけれども―は

議員及び長の選挙においては議員及び長の候補者の氏名、経歴、政見等を記載した選挙公

報を、選挙ごとに一回発行しなければなりません。 

 記載文の申請第３条。候補者が選挙公報に氏名、経歴、政見等の掲載を受けようとする

ときは、その掲載文を添え、委員会の指定する期日までに、委員会に文書で申請しなけれ

ばならない。 

 ２項。候補者はその責任を自覚し、前項の掲載文には、他人若しくは他の政党その他の

政治団体の名誉を傷つけ、若しくは善良な風俗を害し、又は特定の商品の広告、その他営
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業に関する宣伝をする等いやしくも選挙公報としての品位を損なう事項を記載してはなら

ない。 

 選挙公報の発行手続第４条。委員会は、前条第１項の規定による申請があったときは、

掲載文を原文のまま選挙公報に掲載しなければならない。 

 ２項。一の用紙に２人以上の候補者の氏名、経歴、政見等を掲載する場合においては、

その掲載の順序は立候補届出順位と同一の順序とする。 

 選挙公報の配布第５条。選挙公報は、委員会が当該選挙に用いるべき選挙人名簿に登録

された者の属する各世帯に対して、選挙の期日の前日までに配布をするものとする。 

 ２項。委員会は、前項の規定する配布の方法を実用に忚じて、新聞折り込みその他これ

に準ずる方法に代えることができる。この場合においては、委員会は、町役場その他適当

な場所に選挙公報を備え置く方法等による補完措置を講ずることにより、選挙人が選挙公

報を容易に入手することができるよう努めなければならない。 

 選挙公報の発行を中止する場合第６条。法第１００条第４項の規定に該当し、投票を行

うことを必要としなくなったとき、又は天災その他避けることのできない事故、その他特

別の事情があるときは、選挙公報の発行の手続は、中止する。 

 委任第７条。この条例に定めるもののほか、選挙公報の発行に関し必要な事項は、委員

会が定める。 

 付則。この条例は平成２３年１月１日から施行する。そういう条例案でございます。 

 以上、提案を終わります。 

○議長（山岡義正君） 提示者の提案理由の説明が終わりました。 

 発議第１２号につきましては、質疑終了をもって総務常任委員会に付託を予定しており

ます。 

 これより質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

 ２６番池本公夫君。 

○２６番（池本公夫君） これを見たら、やらんよりはやったほうがえいというような感

じでございますが、結局、「選挙期間が余りにも短く、結果として選挙民の投票行動を制

限することとなる」という文言を見ながら次のページを見ると、「選挙の期日の前日まで

に配布する」とある。結局このような状態の配布でしたら、今までどおり、同じように選

挙活動は皆さんすると思うがですよ、これがあろうがなかろうが。だからあんまりその効
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果がないんじゃないかなとは思いますが、それはいかが考えているか。 

 それと、これらの広報を出すに当たって、ざっくばらんにこの８，８００世帯に配布す

るその広報の費用、それをはっきりお示しください。 

○議長（山岡義正君） 田邊哲夫君。 

○１０番（田邊哲夫君） 今、池本議員から２点にわたっての質問がございました。 

 １点目は今提案を申し上げましたように、土曜日までに有権者に、もとに配布をすると

いうことですが、これは最悪土曜日までに着かなければならないという規定内容でござい

まして、今、選挙管理委員会の事務局長とも相談をしているわけですが、１つは、皆さん

方ご承知のように今、いわゆる投票券がいろんな選挙の中で皆さん方に郵送で今届いてい

ると思います。そのため、これも日にちが若干ずれる場合もございますし、須崎郵便局ま

で持って行って、それを四万十町へまた逆に配達するという方法が今とられておりますの

で、そういった意味では最悪土曜日までということになるかもしれませんけども、できる

だけそれは、金曜日までに届く方法は見つけたいと思いますけれども、条例としては最悪

でも土曜日までに着くという条例に盛り込んでます。 

 それと、効果がないのではないかということですが、ご承知のように、現在まで高知県

下でも市議会の選挙、町村議会選挙もございました。非常に合併をして投票率が下がって

いる市町村が県下でも多いわけです。高知新聞の中でも、論説の中で書かれましたけど

も、有権者は大変広くなった市、町については非常に関心が薄くなったという新聞の論説

もございました。今度の選挙は一本選挙でございますので、できるだけの有権者がそれぞ

れ立候補者の思いや政見、考え方を聞く必要が私はあるのではないかな。そういった意味

で今回この選挙公報を出すことによって、尐しでも有権者が候補者の考え方、知ることも

大事であると思いますし、投票率が上がるということになれば大変重要な手段ではないか

なと一つは考えてます。 

 それと費用の問題ですが、当然自分自身もどれくらいかかるかなという考えは持ってま

したけれども、現在、入場券をはがきで郵送をしてるようですが、それプラス今度は封書

になりますので若干の金額はかかるかと思いますけれども、有権者にとって最良の手段を

講じるならば、町民はその費用について私は反対することはないのではないかなというふ

うに考えておりますので、金額は今の段階でこれぐらいかかるとまでは、私自身は執行部

との詰めは行ってませんので金額はわかりません。 

○議長（山岡義正君） ２６番池本公夫君。 
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○２６番（池本公夫君） これははっきり言うて、公費か自費かの問題をまず先に聞きた

いがやけども。それと、はがきから封筒になるだけやなしに、印刷代よね、プリント。そ

こら辺も含んできますよ。 

○議長（山岡義正君） 田邊哲夫君。 

○１０番（田邊哲夫君） 池本議員の費用の問題で公費か私費かということですが、これ

は選挙管理委員会が発行しますので当然公費になりますし、税金ということになります。

当然印刷代もかかろうかと思いますけれども、そこまでもまだ考えてません。 

 すみません、答弁漏れがございました。資料があったのを忘れてました。新聞折り込み

を、例えばここにも書いてますが、印刷費用ですが約２７万ぐらいかかるそうです。池本

議員。印刷費用が８，８００部刷りましておよそ２７万の費用が要るそうです。最大２８

名の候補者があるだろうという想定です。それが２１名となるともっと安くなるかもしれ

ません。２０名であれば無投票ということになりますので、印刷はかかりません。 

 それと配布費用ですが、およそ今のところ３７万くらいがかかるのではないかな。その

内訳は、新聞折り込みが５，３６０世帯掛ける１４で、それと郵送分が３，４４０世帯８

５円ですので、総計で約３７万円くらいがかかるのではないかなと。トータルとして６

４、５万ではないかなという予測です。 

 以上です。 

○議長（山岡義正君） ほかに質疑ありませんか。 

 １４番下元昇君。 

○１４番（下元昇君） １点だけお伺いします。 

 第３条で掲載文の申請。ここで確認の意味を込めてちょっと質問させていただきますけ

れども、この文章の中に「委員会の指定する期日までに委員会に文書で申請をしなければ

ならない」ということになっています。先ほど池本議員からの質問に、間に合うかよとい

うあれもありましたんで、今の段階で結構です。いつぐらいまでに指定する、例えば告示

までの１週間前とか１０日前とか、もしそういう案があれば。 

 それと当然のことながら、立候補する方は告示日の５時までですわね。ところが、新た

に手を上げても、これにはもうその方は載せることができないと。そういうことになろう

かと思うんですけれども、確認の意味を込めて。 

○議長（山岡義正君） 田邊哲夫君。 

○１０番（田邊哲夫君） 今２点、下元議員から質問がございました。 
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 第３条、委員会の指定する、いわゆる選挙管理委員会が指定する期日までに、委員会に

文書で申請しなければならないということですが、これは一つは考えておりましたけれど

も、１つは事前に説明会というのがございます。まずはそれに持ってきてもらうという１

つの方法がベターだと思ってます。 

 それと、もう一点は、これは選挙管理委員会が決めることですので、今、私の想定の中

でですが、もう一点は、当然受け付けは告示日の５時までです。当然５時に受け付けが終

了された方は掲載をしなければなりません。いわゆる、それまで、およそ旧３カ町村の現

職の議員さんご存じのように、９時ごろまでには大体今までは有権者は立候補受付をする

はずです。当然５時まで受け付けありますけれども、大体そういう想定をしておけば、５

時に受け付けがされても、掲載文は一番最後になりますので、今言うた順序どおり行け

ば、それはすぐに、５時以降に印刷屋さんに回すということができますので、そういう手

段でできるだけ配達を早めたいという思いで提案をしているところでございます。 

○議長（山岡義正君） １４番下元昇君。 

○１４番（下元昇君） 今、告示日の５時までに持ってきたら載せるというような今答弁

だったと思うんですけれども、これは、その申請は、「委員会の指定する期日までに文書

で申請をしなければならない」とありますんで、だから事前説明会等でいいと思うんです

けれども、その時点でもう出してないと後の方は、例え立候補しても掲載文が載らないと

いうふうに解釈したんですけれど、その点、いかがですか。 

○議長（山岡義正君） 田邊哲夫君。 

○１０番（田邊哲夫君） 当然選挙というのは公正を期さなければなりません。当然先ほ

ど言いましたように、５時まではこれは権利が立候補者はあるわけですので。例えば基本

的には５時までにはなろうかと思いますけれども、事前の説明会の中でできる方はという

形でなるわけですが、５時までには持ってきてもらわないかんがですね、この書き方は。

文章は後で持っていかあということはできませんので、指定する日にはそこを限定してお

かないと、告示以降にわしは持って行かやという形じゃいきませんので、条例でくくらな

いきませんので、こういう形で「委員会が指定する日まで」という形で書かせてもらって

ます。以上です。 

○議長（山岡義正君） ほかに質疑ありませんか。 

            〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（山岡義正君） ほかに質疑がないようですので、これで質疑を終わります。 
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 これより委員会付託についてお諮りします。 

 先刻質疑が終了しました発議第１２号につきましては、四万十町議会会議規則第３９条

の規定により、お手元に配付しております付託表のとおり総務常務委員会に付託し、閉会

中の継続審査に付したいと思います。 

 これにご異議ありませんか。 

            〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（山岡義正君） ご異議なしと認めます。したがって、発議第１２号につきまして

は付託表のとおり総務常任委員会に付託し、閉会中の継続審査に付することに決定をいた

しました。総務常任委員会においては閉会中に審査をして報告をお願いします。 

 なお、審査に要する経費につきましては、当分の間は平成２２年度予算から支出するこ

とにいたします。 

            ～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（山岡義正君） 日程第２６ 発議第１３号議員派遣の件についてを議題としま

す。 

 ９番岩井優之介君から、地方自治法第１００条の第１３項及び会議規則１２０条並びに

会議規則１４条の規定により提出されております。 

 提示者の提案理由の説明を求めます。 

 ９番岩井優之介君。 

○９番（岩井優之介君） 提案いたします。 

 発議第１３号議員派遣の件について。田邊幹男議員以下７名の議員の賛同を得まして、

別紙のとおり会議規則第１４条の規定により提出いたします。 

 地方自治法第１００条第１３項及び会議規則第１２０条の規定により、次のとおり議員

を派遣する。 

 １、第５１回四国地区町村議会議長会研修会。 

 目的、政局の動向等について精通した識者に接することにより議会人としての資質を磨

き能力の向上に資する。 

 期日、平成２２年１０月１４日。 

 場所、高知市かるぽーと。 

 派遣議員、全議員です。 

 ２、トップセミナー。 
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 目的、市町村の重点課題、政局等の理解を深め管内の議会議員の資質向上を図る。  

期日、平成２２年１０月２７日。 

 場所、高知県立美術館ホール。 

 派遣議員、正副議長、各常任委員長。 

 ３、県選出国会議員と町村議会議長との政策懇談会及び意見交換会。 

 目的、地方政治、地方議会の現状と課題を地元選出国会議員と直接意見交換すること

で、地元の声を届けるとともに地域発展に取り組む。 

 期日、平成２２年１１月１５日から１６日。 

 場所、東京都。 

 派遣議員、議長。 

 ４、第５４回町村議会議長全国大会。 

 目的、分権型社会の実現を目指し、地方制度改革が今大きな課題となっている。このよ

うな時にあたり、戦後一貫して築き上げてきた地方自治の精神、その原則をいま一度再確

認し、時代相忚しい基礎的自治体のあり方を考え、地方分権の推進と町村行財政基盤の充

実強化に向けて全国町村議会の総意を結集する。 

 期日、平成２２年１１月１７日。 

 場所、東京都。 

 派遣議員、議長。 

 ５、高知県町村議会議員行政実務研修会。 

 目的、議会議員として必要とされる議会運営の基礎知識を習得し、議会議員の資質向上

を図る。 

 期日、平成２２年１１月１９日。 

 場所、高知市 高知城ホール。 

 派遣議員、正副議長と各常任委員長です。 

 以上、ご提案を申し上げます。 

○議長（山岡義正君） 提案理由の説明が終わりました。 

 これより質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

            〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（山岡義正君） 質疑なしと認めます。 
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 これで質疑を終わります。 

 これより発議第１３号について討論を行います。 

 討論はありませんか。 

            〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（山岡義正君）討論なしと認めます。 

 これで討論を終わります。 

 これより発議第１３号議員派遣の件についてを採決します。 

 発議第１３号を原案のとおり決定することに賛成の諸君の挙手を求めます。 

            〔賛成者挙手〕 

○議長（山岡義正君） 挙手多数です。したがって、発議第１３号は原案のとおり可決さ

れました。 

            ～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（山岡義正君） 日程第２７ 閉会中の継続審査・調査の申し出についてを議題と

します。 

 総務常任委員長、教育民生常任委員長、産業常任委員長及び建設常任委員長から委員会

において審査・調査中の事件及び各常任委員長と議会運営委員長から各常任委員会と議会

運営委員会において審査・調査中の事件並びに所管事務の調査事項について、会議規則第

７５条の規定によりお手元に配付しております申出書のとおり、閉会中の継続審査・調査

の申し出があっております。 

 お諮りします。 

 総務常任委員長、教育民生常任委員長、産業常任委員長、建設常任委員長及び各常任委

員長と議会運営委員長から申し出のとおり、閉会中の継続審査・調査をすることにご異議

ありませんか。 

            〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（山岡義正君） ご異議なしと認めます。したがって、総務常任委員長、教育民生

常任委員長、産業常任委員長、建設常任委員長及び各常任委員長と議会運営委員長から申

し出のとおり、閉会中の継続審査・調査することに決定をいたしました。 

 ただいまから休憩します。 

            午後６時３７分 休憩 

            午後６時３９分 再開 
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○議長（山岡義正君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 これで本日の日程は全部終了しました。 

 会議を閉じます。 

 平成２２年第３回四万十町議会定例会を閉会します。 

            午後６時４０分 閉会 
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